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首
里
城
祭

平
成
四
年
の
復
元
を
機
に
始
ま
っ
た
首
里
城

祭
が
十
一
月
二
、
三
、
四
の
三
日
問
、
那
覇
市

内
が
一
望
で
き
る
首
里
城
を
メ
ー
ン
会
場
に
聞

か
れ
た
。

公
園
内
「
下
之
御
庭
」
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
花
型
に
紅
型
衣
装
も
あ
で
や
か
に
、
変
化

の
あ
る
所
作
を
取
り
入
れ
た
「
四
つ
竹
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、
純

情
可
憐
な
乙
女
が
愛
し
い
人
に
寄
せ
た
せ
つ
な
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と
喜
び
を
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す
「
か
せ
か
け
」
な
ど
十
種
類
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正
殿

広
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で
城
を
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式
に
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だ
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中
国
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使
節
の
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使
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伝
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能
の
演
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う
約
千

百
人
と
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に
国
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通
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ド
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~~~ 
こ
の
と
こ
ろ
、
園
、
地
方
を
通
じ
て
P
F
l
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
が
増
え
て
い
る
。

長
び
く
不
況
で
税
収
が
思
う
よ
う
に
見
込
め
ず
、

民
間
の
経
営
手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
に
活
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
。

計
画
中
の
案
件
は
三
百
を
超
え
た
が
、
運
用
し
て
い
る
の
は
か
ろ
う
じ
て
一

Z
Jタ
台
に
乗
っ
た
ば
か
り
。

内
容
は
ハ
コ
モ
ノ
建
設
が
多
い
か
、
最
近
で
は
管
理
運
営
面
で
の
ケ
l
ス
も
次
第
に
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
回
は
そ
う
し
た
先
進
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

国 校給食センター=島根県八雲村
道路拡幅で移転を余儀なくされた古くて狭し、系金食センターを建て替え

園 クティブG=岐阜県
JR岐阜駅の立体交差化に伴い、高架下の空間を利用して体感型施設を
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-摩耶ロッジ=神戸市
阪神淡路大震災で休館中の国民宿舎オテル ・ド・摩耶を改装。
ボート係留施設も整備

報通信科学館=香川県
高度情報化の推進拠点、またサンポート高松の中核施設として
シンボルタワー内に情報通信科学館 (仮称)を整備

ラソ福岡=福岡市
ごみ焼却施設の余熱を利用して
温海水プールを中心とした健康・交流促進の施設を

=北海道留辺薬町など
三町の廃棄物処分場を留辺薬町に建設。
地鎮祭を終えたばかりで16年春稼働予定

ンター=岩手県金ケ崎町
家畜の排せつ物、生ごみ処理のほか
安価な堆肥も生産

合施設=千葉市
消費生活センタ と計量検査所をつくり、
市民の相談に

=福井県鯖江市
市内3カ所に計770台収容可能な駐車場を整備。
4カ所目を建設中
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長
野
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長

鷲
津
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巻
頭
エ
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セ
ー

コ
元
気
な
ま
ち
」

ず〉

に
向
か

ま
た
、
わ
が
国
の
人
口
は
平
成
十
八
年
を
ピ

l
ク
に
減
少
に
転
じ
、
本
格
的
な

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
る
極
め
て
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
当
市
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
よ

う
な
税
収
の
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
行
政

が
多
様
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
の
す
べ
て
に
こ
た
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
市
民
と
と

市
長
就
任
か
ら
こ
の
十

一
月
で

一
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
民
間
の
発
想
を
行
政
に
と
り
い
れ
市
民
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
運
営

の
基
本
と
し
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
「
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
を
図

る
た
め
舵
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
得
ら
れ
た
有
形

無
形
の
資
産
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と
も
に
、
中
核
市
へ
の
移
行
に

伴
う
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
環
境
問
題
な
ど
、

二
十

一
世
紀
の
新
た
な
時
代
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十

一
年
に
「
第

三
次
長
野
市
総
合
計
画
」
(
基
本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本
計
画
)
を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
将
来
の
姿
を
「
五
輪
の
感
動
を
未
来
へ
夢
き
ら
め
く
交

流
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
長
野
」
と
定
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
都
市
基
盤
整
備
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
社

会
経
済
状
況
の
変
化
、
そ
し
て
、
環
境
問
題
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
ま
す
ま

す
多
様
化
か
つ
高
度
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
市
政
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
は
山
積
し
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
枠
組

み
や
従
来
の
発
想
・
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま

す
。

巻頭エッセー

て

も
に
施
策
を
選
択
・
実
施
す
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
と
期
待
に
早
急
か
つ
積
極
的
に
こ
た
え
、
市
民
福
祉
を

一
層
向
上
さ
せ
る
「
元
気
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
に
計
画

期
間
が
完
了
す
る
前
期
基
本
計
画
を

一
年
早
め
て
、
具
体
的
な
施
策
の
展
開
を
図

る
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
と
く
に
重
点
的
か
つ
先
導
的
に
進
め
て
い
く
施
策
を
、
次
の
七
つ
の
視
点

@
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

@
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生

@
資
源
環
境
と
環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

@
子
供
を
健
や
か
に
育
成
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

@
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

@
産
・
学
・
行
連
携
に
よ
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

@
長
野
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り

を
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置
付
け
、
積
極
的
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
「
長
野
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
見
直
し
、
策
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
三
つ
の
「
基
本
姿
勢
」

@
全
事
務
事
業
と
組
織
・
機
構
な
ど
の
総
点
検
を
行
う
こ
と

@
職
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

@
常
に
見
直
し
、
改
革
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

に
基
づ
き
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
改
革
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

歩
着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
歩

3⑨地織づくり2∞2年12月号

長
野
市
長

鷲
津
正
一

巻
頭
エ
ッ
セ
ー

コ
元
気
な
ま
ち
」

ず〉

に
向
か

ま
た
、
わ
が
国
の
人
口
は
平
成
十
八
年
を
ピ

l
ク
に
減
少
に
転
じ
、
本
格
的
な

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
る
極
め
て
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
当
市
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
よ

う
な
税
収
の
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
行
政

が
多
様
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
の
す
べ
て
に
こ
た
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
市
民
と
と

市
長
就
任
か
ら
こ
の
十

一
月
で

一
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
民
間
の
発
想
を
行
政
に
と
り
い
れ
市
民
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
運
営

の
基
本
と
し
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
「
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
を
図

る
た
め
舵
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
得
ら
れ
た
有
形

無
形
の
資
産
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と
も
に
、
中
核
市
へ
の
移
行
に

伴
う
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
環
境
問
題
な
ど
、

二
十

一
世
紀
の
新
た
な
時
代
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
十

一
年
に
「
第

三
次
長
野
市
総
合
計
画
」
(
基
本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本
計
画
)
を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
将
来
の
姿
を
「
五
輪
の
感
動
を
未
来
へ
夢
き
ら
め
く
交

流
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
長
野
」
と
定
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
都
市
基
盤
整
備
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
社

会
経
済
状
況
の
変
化
、
そ
し
て
、
環
境
問
題
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
ま
す
ま

す
多
様
化
か
つ
高
度
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
市
政
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
は
山
積
し
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
枠
組

み
や
従
来
の
発
想
・
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま

す
。

巻頭エッセー

て

も
に
施
策
を
選
択
・
実
施
す
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
と
期
待
に
早
急
か
つ
積
極
的
に
こ
た
え
、
市
民
福
祉
を

一
層
向
上
さ
せ
る
「
元
気
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
に
計
画

期
間
が
完
了
す
る
前
期
基
本
計
画
を

一
年
早
め
て
、
具
体
的
な
施
策
の
展
開
を
図

る
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
と
く
に
重
点
的
か
つ
先
導
的
に
進
め
て
い
く
施
策
を
、
次
の
七
つ
の
視
点

@
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

@
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生

@
資
源
環
境
と
環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

@
子
供
を
健
や
か
に
育
成
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

@
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

@
産
・
学
・
行
連
携
に
よ
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

@
長
野
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り

を
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置
付
け
、
積
極
的
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
「
長
野
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
見
直
し
、
策
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
三
つ
の
「
基
本
姿
勢
」

@
全
事
務
事
業
と
組
織
・
機
構
な
ど
の
総
点
検
を
行
う
こ
と

@
職
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

@
常
に
見
直
し
、
改
革
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

に
基
づ
き
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
改
革
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

歩
着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
歩

3⑨地織づくり2∞2年12月号



ハ
コ
モ
ノ
建
設
か
ら

施
設
運
営
重
視
型
に

ま

ち

づ

た

く

り

英
国
で
官
民
の
役
割
分
担
に
よ
る
新
し
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、

「
P
F
I
」
が
始
ま
っ
た
の
が
ち
ょ
う

ど
十
年
前
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
、
平
成
十

一
年
九
月

に
P
F
I
推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
満
三
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
の

方
々
の
努
力
に
よ
り
、
地
方
を
中
心
に

P
F
I
事
業
の

検
討
が
進
ん
で
い
る
。

政
策
投
資
銀
行
の
調
査
で
は
、
十
四
年
九
月
末
現
在
、

先
行
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
る
と
三
百
件
の
案

件
が
計
画
さ
れ
、
う
ち
七
十
三
件
が
実
施
方
針
公
表
済

み
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
地

域
別
に
見
る
と
関
東
圏
と
関
西
圏
に
集
中
し
て
い
る
ほ

か
は
各
地
域
と
も
に
お
お
む
ね
二
、
三
件
で
一屑
を
並
べ

て
い
る
。
こ
れ
ら
計
画
案
件
の
現
状
に
つ
い
て
三
点
ほ

ど
指
摘
し
た
い
。

@

「
P
F
I
は
手
続
き
が
大
変
な
の
で
日
本
に
定
着
す

る
の
は
難
し
い
」
と
の
悲
観
論
が
あ
る
。
確
か
に
表
①

の
よ
う
に
地
方
案
件
数
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

も
っ
て
悲
観
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
先
進
国
と
言
わ

れ
る
英
国
で
も
こ
の
十
年
間
に
実
施
さ
れ
た
案
件
は
四

百
五
十
件
(
金
額
ベ

l
ス
三
兆
八
千
億
円
)
で
あ
り
、

法
施
行
後
わ
ず
か
三
年
で
七
十
件
を
超
え
る
計
画
が
動

国(含む国立大学)

北海道

東北

関東

甲信越

北陸

中部

関西

中国・山陰

四国

九州

合計

地域別・分野別の
案件状況(実施方針策定後)

@地域別案件数

9
2
4
m
2
1
4
1
6
2
3
ね

き
出
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状
は
、
む
し
ろ
よ
く
頑
張

っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。

@
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
地
方
の
案
件
が
先
行
し
て
き

た
が
、
い
よ
い
よ
国
の
事
業
も
始
動
し
た
。
具
体
的
に

は
霞
が
関
の
合
同
庁
舎
七
号
館
(
文
部
科
学
省
・
会
計

検
査
院
な
ど
て
公
務
員
宿
舎
、
衆
議
院
議
員
宿
舎
と

国
立
大
学
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
で
あ
り
、
十
五
年
度

早
々
に

一
部
着
工
の
見
通
し
で
あ
る
。

国
の

P
F
I
事
業
開
始
は
、
民
間
事
業
者
の
参
入
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
の
担
当
者
が
自
治
体
職
員

が
直
面
す
る
制
約
な
ど
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

制
度
上
の
問
題
点
が
明
確
に
な
る
と
い
う
側
面
も
持

っ

て
お
り
、

P
F
I
普
及
促
進
に
与
え
る
効
果
は
大
き
い

と
期
待
さ
れ
る
。

@
表
の
分
野
別
案
件
数
を
見
る
と
、
教
育
文
化
施
設
や

学
校
、
庁
舎
な
ど
の
建
設
を
主
と
す
る
ハ
コ
モ
ノ
案
件

が
多
い
が
、
近
時
の
傾
向
と
し
て
「
施
設
運
営
重
視
型
」

と
も
言
え
る
案
件
も
出
始
め
て
お
り
、
と
く
に
公
立
病

I也戚づくり2002年12月号⑥4

@分野別案件数

教育文化施設

廃棄物処理施設

学校

公用施設

福祉施設

駐車場

浄水場

病院

温浴施設

港湾

給食センター

その他

合計

ゆ

9
7
8
5
4
4
3
3
2
2
7
刀

※教育文化施設=市民会館、消費
生活センター、プールなど
※公用施設=庁舎、研究所、公務
員住宅など
※その他=箇民宿舎、斎場など

院
建
て
替
え
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
動
き
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
策
投
資
銀
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
計
画
の
検
討

段
階
に
お
け
る
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
、
審
査
段
階
で
の
委

員
派
遣
か
ら

P
F
I
事
業
者
に
対
す
る
融
資
に
至
る
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
全
国
の

P
F
I
事
業
に
か
か
わ
っ

実
施
方
針
公
表
拘
件
超
す
、

地
方
が
先
行

吉宮 プ日
程罰口本
主量 ジ政
|同 工策
二:ク投
3苧 卜資
寸・ フ銀
アイT
イ
ナ

ス

長

ハ
コ
モ
ノ
建
設
か
ら

施
設
運
営
重
視
型
に

ま

ち

づ

た

く

り

英
国
で
官
民
の
役
割
分
担
に
よ
る
新
し
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、

「
P
F
I
」
が
始
ま
っ
た
の
が
ち
ょ
う

ど
十
年
前
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
、
平
成
十

一
年
九
月

に
P
F
I
推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
満
三
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
の

方
々
の
努
力
に
よ
り
、
地
方
を
中
心
に

P
F
I
事
業
の

検
討
が
進
ん
で
い
る
。

政
策
投
資
銀
行
の
調
査
で
は
、
十
四
年
九
月
末
現
在
、

先
行
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
る
と
三
百
件
の
案

件
が
計
画
さ
れ
、
う
ち
七
十
三
件
が
実
施
方
針
公
表
済

み
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
地

域
別
に
見
る
と
関
東
圏
と
関
西
圏
に
集
中
し
て
い
る
ほ

か
は
各
地
域
と
も
に
お
お
む
ね
二
、
三
件
で
一屑
を
並
べ

て
い
る
。
こ
れ
ら
計
画
案
件
の
現
状
に
つ
い
て
三
点
ほ

ど
指
摘
し
た
い
。

@

「
P
F
I
は
手
続
き
が
大
変
な
の
で
日
本
に
定
着
す

る
の
は
難
し
い
」
と
の
悲
観
論
が
あ
る
。
確
か
に
表
①

の
よ
う
に
地
方
案
件
数
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

も
っ
て
悲
観
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
先
進
国
と
言
わ

れ
る
英
国
で
も
こ
の
十
年
間
に
実
施
さ
れ
た
案
件
は
四

百
五
十
件
(
金
額
ベ

l
ス
三
兆
八
千
億
円
)
で
あ
り
、

法
施
行
後
わ
ず
か
三
年
で
七
十
件
を
超
え
る
計
画
が
動

国(含む国立大学)

北海道

東北

関東

甲信越

北陸

中部

関西

中国・山陰

四国

九州

合計

地域別・分野別の
案件状況(実施方針策定後)

@地域別案件数

9
2
4
m
2
1
4
1
6
2
3
ね

き
出
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状
は
、
む
し
ろ
よ
く
頑
張

っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。

@
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
地
方
の
案
件
が
先
行
し
て
き

た
が
、
い
よ
い
よ
国
の
事
業
も
始
動
し
た
。
具
体
的
に

は
霞
が
関
の
合
同
庁
舎
七
号
館
(
文
部
科
学
省
・
会
計

検
査
院
な
ど
て
公
務
員
宿
舎
、
衆
議
院
議
員
宿
舎
と

国
立
大
学
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
で
あ
り
、
十
五
年
度

早
々
に

一
部
着
工
の
見
通
し
で
あ
る
。

国
の

P
F
I
事
業
開
始
は
、
民
間
事
業
者
の
参
入
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
の
担
当
者
が
自
治
体
職
員

が
直
面
す
る
制
約
な
ど
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

制
度
上
の
問
題
点
が
明
確
に
な
る
と
い
う
側
面
も
持

っ

て
お
り
、

P
F
I
普
及
促
進
に
与
え
る
効
果
は
大
き
い

と
期
待
さ
れ
る
。

@
表
の
分
野
別
案
件
数
を
見
る
と
、
教
育
文
化
施
設
や

学
校
、
庁
舎
な
ど
の
建
設
を
主
と
す
る
ハ
コ
モ
ノ
案
件

が
多
い
が
、
近
時
の
傾
向
と
し
て
「
施
設
運
営
重
視
型
」

と
も
言
え
る
案
件
も
出
始
め
て
お
り
、
と
く
に
公
立
病

I也戚づくり2002年12月号⑥4

@分野別案件数

教育文化施設

廃棄物処理施設

学校

公用施設

福祉施設

駐車場

浄水場

病院

温浴施設

港湾

給食センター

その他

合計

ゆ

9
7
8
5
4
4
3
3
2
2
7
刀

※教育文化施設=市民会館、消費
生活センター、プールなど
※公用施設=庁舎、研究所、公務
員住宅など
※その他=箇民宿舎、斎場など

院
建
て
替
え
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
動
き
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
策
投
資
銀
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
計
画
の
検
討

段
階
に
お
け
る
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
、
審
査
段
階
で
の
委

員
派
遣
か
ら

P
F
I
事
業
者
に
対
す
る
融
資
に
至
る
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
全
国
の

P
F
I
事
業
に
か
か
わ
っ

実
施
方
針
公
表
拘
件
超
す
、

地
方
が
先
行

吉宮 プ日
程罰口本
主量 ジ政
|同 工策
二:ク投
3苧 卜資
寸・ フ銀
アイT
イ
ナ

ス

長



て
お
り
、
過
去
二
年
間
で
九
件
、

二
百
四
十
億
円
の
融

資
を
行
っ
て
き
た
(
融
資
事
例
で
は
写
真
の
東
京
、
千

葉
、
神
奈
川
の
三
案
件
を
参
照
)
。
と
く
に
官
民
の
仲

介
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
ど
う
す

れ
ば

P
F
I
の
推
進
が
容
易
に
な
る
か
と
い
う
観
点
で

所
感
を
述
べ
て
み
た
い
。

P
F
I
は
、
従
来
公
共
が
行
っ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
契
約
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
を
図
る
も
の

で
あ
り
、
官
民
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。

行
政
か
ら
見
る
と
、
民
間
の
経
営
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
を
活
用
し
て
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
行
政
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
点
が
重
要
で
あ
り
、
民
間
か
ら
す
る
と
こ
れ

ま
で
行
政
に
独
占
さ
れ
て
き
た
分
野
に
参
入
す
る
こ
と

に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
い
う

点
も
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
た
適
切
な
役
割
分
担
と
リ
ス
ク
・
リ

タ
ー
ン
関
係
の
構
築
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
事
業
成
功
の

秘
訣
と
考
え
ら
れ
る
。

民
間
事
業
者
は
、
公
共
か
ら
受
託
し
た
業
務
を
行
う

た
め
の
会
社
(
特
定
目
的
会
社

H
S
P
C
)
を
つ
く
っ

て
事
業
を
進
め
る
。
銀
行
は

S
P
C
に
対
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
い
う
金
融
手
法
を
活
用
し
て

融
資
を
行
う
。
P
F
I
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
、
行

政
(
自
治
体
)
、
民
間
事
業
者
、
金
融
機
関
の
三
者
と
当

県素手ム-アス、ソ、/ク告』ずか

事
者
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
行
為
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

各
主
体
ご
と
の
論
点
を
示
し
て
読
者
の
ご
批
判
を
い
た

だ
き
た
い
。

川
公
共
(
自
治
体
)

@
P
F
I導
入
の
目
的
は
民
間
の
能
力
活
用
に
よ
る
行

政
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
で
あ
る
が
、

民
間
企
業
は
利
潤
の
最
大
化
を
目
的
と
す
る
の
で
、
そ

う
し
た
民
間
事
業
者
も
満
足
で
き
る
よ
う
な
利
益
水
準

が
確
保
で
き
る
事
業
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
過
去
の
難
航
し
た
例
を
見
る
と
、
「
公
共
事
業
の
財

源
が
苦
し
い
の
で
予
算
措
置
が
付
か
な
い
が
、

P
F
ー

で
あ
れ
ば
何
と
か
な
り
そ
う
な
の
で
」
と
い
っ
た
程
度

の
検
討
で
、
事
業
と
し
て
の
必
要
性
も
、

P
F
I
で
行

っ
た
場
合
の
経
済
性
評
価

(
V
F
M
の
検
証
)
も
十
分

かしたまちづくり
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て
お
り
、
過
去
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で
九
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の
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き
た
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融
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事
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は
写
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京
、
千

葉
、
神
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の
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件
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。
と
く
に
官
民
の
仲

介
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し
て
期
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さ
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と
も
多
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の
で
、
ど
う
す

れ
ば

P
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I
の
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進
が
容
易
に
な
る
か
と
い
う
観
点
で
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感
を
述
べ
て
み
た
い
。

P
F
I
は
、
従
来
公
共
が
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っ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
契
約
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
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向
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効
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、
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築
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こ
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で
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見
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と
、
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経
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の
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ハ
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や

技
術
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活
用
し
て
ト
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タ
ル
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し
て
の
行
政
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
点
が
重
要
で
あ
り
、
民
間
か
ら
す
る
と
こ
れ

ま
で
行
政
に
独
占
さ
れ
て
き
た
分
野
に
参
入
す
る
こ
と

に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
い
う

点
も
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
た
適
切
な
役
割
分
担
と
リ
ス
ク
・
リ

タ
ー
ン
関
係
の
構
築
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
事
業
成
功
の

秘
訣
と
考
え
ら
れ
る
。

民
間
事
業
者
は
、
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共
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受
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し
た
業
務
を
行
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た
め
の
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特
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目
的
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を
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進
め
る
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銀
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ク
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融
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融
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的
な
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成
要
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は
、
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自
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体
)
、
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、
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融
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関
の
三
者
と
当

県素手ム-アス、ソ、/ク告』ずか

事
者
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
行
為
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

各
主
体
ご
と
の
論
点
を
示
し
て
読
者
の
ご
批
判
を
い
た

だ
き
た
い
。

川
公
共
(
自
治
体
)

@
P
F
I導
入
の
目
的
は
民
間
の
能
力
活
用
に
よ
る
行

政
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
で
あ
る
が
、

民
間
企
業
は
利
潤
の
最
大
化
を
目
的
と
す
る
の
で
、
そ

う
し
た
民
間
事
業
者
も
満
足
で
き
る
よ
う
な
利
益
水
準

が
確
保
で
き
る
事
業
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
過
去
の
難
航
し
た
例
を
見
る
と
、
「
公
共
事
業
の
財

源
が
苦
し
い
の
で
予
算
措
置
が
付
か
な
い
が
、

P
F
ー

で
あ
れ
ば
何
と
か
な
り
そ
う
な
の
で
」
と
い
っ
た
程
度

の
検
討
で
、
事
業
と
し
て
の
必
要
性
も
、

P
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で
行
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た
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の
経
済
性
評
価

(
V
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M
の
検
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行
わ
な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
を
決
め
た
も
の
も
あ
る
よ
う

だ
。事

業
選
定
に
お
い
て
は
、
住
民
に
十
分
納
得
で
き
る

必
要
性
は
勿
論
で
あ
る
が
、
民
間
事
業
者
か
ら
見
て
も

参
加
し
て
利
潤
が
確
保
で
き
る
と
い
う
経
済
性
の
視
点

も
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
「
長
年
蔵
入
り
し
て
い

た
事
業
を
P
F
I
で
何
と
か
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

考
え
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
購
入
型
P
F
ー
で
は
、
募
集
段
階
で
自
治

体
の
V
F
M
の
推
計
値
を
公
表
す
る
が
、
外
部
コ
ン
サ

、
ヲ
の

ル
の
試
算
を
鵜
呑
み
に
し
て
後
々
後
悔
す
る
と
い
う
例

も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
事
前
の
事
業
性
検
討
に
は
時
間

と
金
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い
。

@
英
国
の
P
F
ー
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
に
委

託
す
る
場
合
、
契
約
期
間
中
は
事
業
者
に
施
設
を
所
有

さ
せ
る

B
O
T
方
式
が

一
般
的
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場

合、

B
O
T
方
式
と
施
設
完
成
後
公
共
に
い
っ
た
ん
所

有
権
を
移
し
て
民
間
は
運
営
の
み
を
行
う

B
T
O
方
式

が
半
々
の
状
況
で
あ
る
。

B
O
T
か
B
T
O
か
と
い
う

問
題
は

一
概
に
ど
ち
ら
が
適
当
と
断
定
で
き
な
い
が

(
税
制
上
の
不
整
合
の
問
題
が
残
る
)
、
民
間
に
で
き
る

だ
け
リ
ス
ク
を
移
転
さ
せ
そ
の
能
力
を
活
用
し
て
行
政

の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
P
F
I
本
来
の
趣
旨
を
考
え

る
と
、
施
設
の
整
備
、
運
営
は
極
力
民
間
に
任
せ
、
公

共
は
監
督
に
徹
す
る
よ
う
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
か
と
考
え
る
。
民
間
事
業
者
も
こ
の
ほ

う
が
参
加
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
強
ま
る
の
で
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高

ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω民
間
事
業
者

@
こ
れ
ま
で
約
五
十
件
の
案
件
で
事
業
者
が
決
定
し
て

お
り
、
そ
の
大
半
は
建
設
会
社
、
商
社
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
な
ど
で
あ
る
。
創
成
期
の
P
F
I
市
場
と
し
て

は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
が
、
事
業
内
容

が
ハ
コ
モ
ノ
整
備
か
ら
民
間
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
代

替
に
移
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
格
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
会
社
の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

英
国
で
は
、
百
社
を
超
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
会

-・m制偶語画~.J::;盟:m宣伝通m~嗣凶圃圃

社
が
育
っ
て
し
の
ぎ
を
削
る
状
況
で
あ
り
、
わ
が
国
で

も
先
行
企
業
や
新
規
参
入
者
が
実
務
経
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
と
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

(
H
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
)
が
実
現
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

@
P
F
I
事
業
に
お
け
る
地
元
企
業
優
遇
の
問
題
は
非

常
な
難
問
で
あ
る
。
P
F
I
の
入
札
手
続
き
は
時
間
が

か
か
る
う
え
に
コ
ス
ト
面
で
も
負
担
が
大
き
い
た
め
、

中
央
の
大
手
企
業
に
有
利
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

一
方、

自
治
体
な
ど
か
ら
は
地
元
企
業
を
優
先
す
る
仕
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
と
の
声
が
聞
こ
え
る
。
現
状
で
は
経

済
合
理
性
や
入
札
の
公
平
性
の
問
題
が
あ
り
、
明
快
な

形
で
地
元
優
先
を
織
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
が
、
入
札

者
に
地
域
貢
献
の
可
能
性
を
提
案
さ
せ
た
り
、
地
元
還

元
を
評
価
項
目
に
織
り
込
む
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

出
て
き
て
お
り
、
ま
た
事
前
に
地
元
参
加
希
望
企
業
の

情
報
を
公
表
す
る
こ
と
で
地
元
と
中
央
の
提
携
を
促
進

す
る
動
き
も
現
れ
て
い
る
。

ω金
融
機
関

@
金
融
機
関
は
、
P
F
I
事
業
の
資
金
を
供
給
す
る
だ

け
で
な
く
て
、
長
期
の
事
業
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
を
公
共
、
民
間

事
業
者
と
協
力
し
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
事
業
開
始

後
も
民
間
事
業
者
の
活
動
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

@
P
F
I
で

一
般
に
使
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
で
は
、
融
資
対
象
は
S
P
C
で
あ
り
、
金
融
機

関
は
事
業
資
産
と
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
事
業
利
益

を
担
保
に
融
資
を
行
う
。
融
資
前
に
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
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行
わ
な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
を
決
め
た
も
の
も
あ
る
よ
う

だ
。事

業
選
定
に
お
い
て
は
、
住
民
に
十
分
納
得
で
き
る

必
要
性
は
勿
論
で
あ
る
が
、
民
間
事
業
者
か
ら
見
て
も

参
加
し
て
利
潤
が
確
保
で
き
る
と
い
う
経
済
性
の
視
点

も
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
「
長
年
蔵
入
り
し
て
い

た
事
業
を
P
F
I
で
何
と
か
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

考
え
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
購
入
型
P
F
ー
で
は
、
募
集
段
階
で
自
治

体
の
V
F
M
の
推
計
値
を
公
表
す
る
が
、
外
部
コ
ン
サ

、
ヲ
の

ル
の
試
算
を
鵜
呑
み
に
し
て
後
々
後
悔
す
る
と
い
う
例

も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
事
前
の
事
業
性
検
討
に
は
時
間

と
金
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い
。

@
英
国
の
P
F
ー
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
に
委

託
す
る
場
合
、
契
約
期
間
中
は
事
業
者
に
施
設
を
所
有

さ
せ
る

B
O
T
方
式
が

一
般
的
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場

合、

B
O
T
方
式
と
施
設
完
成
後
公
共
に
い
っ
た
ん
所

有
権
を
移
し
て
民
間
は
運
営
の
み
を
行
う

B
T
O
方
式

が
半
々
の
状
況
で
あ
る
。

B
O
T
か
B
T
O
か
と
い
う

問
題
は

一
概
に
ど
ち
ら
が
適
当
と
断
定
で
き
な
い
が

(
税
制
上
の
不
整
合
の
問
題
が
残
る
)
、
民
間
に
で
き
る

だ
け
リ
ス
ク
を
移
転
さ
せ
そ
の
能
力
を
活
用
し
て
行
政

の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
P
F
I
本
来
の
趣
旨
を
考
え

る
と
、
施
設
の
整
備
、
運
営
は
極
力
民
間
に
任
せ
、
公

共
は
監
督
に
徹
す
る
よ
う
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
か
と
考
え
る
。
民
間
事
業
者
も
こ
の
ほ

う
が
参
加
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
強
ま
る
の
で
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高

ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω民
間
事
業
者

@
こ
れ
ま
で
約
五
十
件
の
案
件
で
事
業
者
が
決
定
し
て

お
り
、
そ
の
大
半
は
建
設
会
社
、
商
社
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
な
ど
で
あ
る
。
創
成
期
の
P
F
I
市
場
と
し
て

は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
が
、
事
業
内
容

が
ハ
コ
モ
ノ
整
備
か
ら
民
間
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
代

替
に
移
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
格
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
会
社
の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

英
国
で
は
、
百
社
を
超
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
会

-・m制偶語画~.J::;盟:m宣伝通m~嗣凶圃圃

社
が
育
っ
て
し
の
ぎ
を
削
る
状
況
で
あ
り
、
わ
が
国
で

も
先
行
企
業
や
新
規
参
入
者
が
実
務
経
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
と
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

(
H
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
)
が
実
現
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

@
P
F
I
事
業
に
お
け
る
地
元
企
業
優
遇
の
問
題
は
非

常
な
難
問
で
あ
る
。
P
F
I
の
入
札
手
続
き
は
時
間
が

か
か
る
う
え
に
コ
ス
ト
面
で
も
負
担
が
大
き
い
た
め
、

中
央
の
大
手
企
業
に
有
利
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

一
方、

自
治
体
な
ど
か
ら
は
地
元
企
業
を
優
先
す
る
仕
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
と
の
声
が
聞
こ
え
る
。
現
状
で
は
経

済
合
理
性
や
入
札
の
公
平
性
の
問
題
が
あ
り
、
明
快
な

形
で
地
元
優
先
を
織
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
が
、
入
札

者
に
地
域
貢
献
の
可
能
性
を
提
案
さ
せ
た
り
、
地
元
還

元
を
評
価
項
目
に
織
り
込
む
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

出
て
き
て
お
り
、
ま
た
事
前
に
地
元
参
加
希
望
企
業
の

情
報
を
公
表
す
る
こ
と
で
地
元
と
中
央
の
提
携
を
促
進

す
る
動
き
も
現
れ
て
い
る
。

ω金
融
機
関

@
金
融
機
関
は
、
P
F
I
事
業
の
資
金
を
供
給
す
る
だ

け
で
な
く
て
、
長
期
の
事
業
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
を
公
共
、
民
間

事
業
者
と
協
力
し
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
事
業
開
始

後
も
民
間
事
業
者
の
活
動
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

@
P
F
I
で

一
般
に
使
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
で
は
、
融
資
対
象
は
S
P
C
で
あ
り
、
金
融
機

関
は
事
業
資
産
と
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
事
業
利
益

を
担
保
に
融
資
を
行
う
。
融
資
前
に
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
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を
想
定
し
、
関
係
者
間
で
リ
ス
ク
発
生
時
の
負
担
ル
ー

ル
を
相
談
し
、
契
約
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
第

三
セ
ク
タ
ー
事
業
で
は
、
資
産
も
リ
ス
ク
も
す
べ
て
三

セ
ク
に
集
中
し
、

一
朝
こ
と
が
起
こ
れ
ば
関
係
者
で
改

め
て
協
議
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

点
が
大
き
く
異
な
る
。

事
業
ス
キ

l
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
予
想
さ
れ
る
す

べ
て
の
ケ

l
ス
の
収
支
予
測
を
行
い
、
発
生
す
る
リ
ス

ク
の
評
価
と
そ
の
回
避
策
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
う
し
た
面
で
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
金
融

機
関
を
加
え
て
事
業
ス
キ

l
ム
を
検
討
す
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

@
わ
が
国
で
こ
う
し
た
複
雑
な
仕
組
み
を
主
体
的
に
構

築
で
き
る
金
融
機
関
は
、
残
念
な
が
ら
ご
く

一
部
に
限

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
地
方
の
場
合
、
中
小
規
模
の

P

F
I
案
件
が
多
い
の
で
、
大
手
銀
行
な
ど
は
経
済
性
の

点
で
対
応
し
づ
ら
い
と
い
う
制
約
が
加
わ
る
。
勢
い
地

方
銀
行
な
ど
地
元
金
融
機
関
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

地
域
金
融
機
関
は
現
状
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
経
験
は
十
分
と
は
言
い
難
い
が
、
地
元
の
期
待

を
認
識
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
事
情
に
精
通
し
た
地
元
金
融
機
関
が

P
F
I

に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
事
業
の
安
定
化
を
岡

る
観
点
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本

行
と
し
て
も
、
情
報
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
連
携
強
化

に
努
め
て
い
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

次
に
、
現
在
進
行
中
の
事
例
を
も
と
に
、
地
域
に
お

け
る

P
F
I
実
現
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
紹

介
す
る
の
は
、
福
島
県
川
俣
町
(
県
北
部
、
人
口

一
万

七
千
人
)
が
計
画
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
あ

る
(
図
参
照
)
。
主
た
る
事
業
は
、
地
元
の
小
中
学
校
と

在
宅
老
人
向
け
に
給
食
を
提
供
す
る
も
の
で
、
契
約
期

間
は
十
五
年
で
あ
る
。

本
事
業
の
特
徴
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

@
地
方
で
は
数
少
な
い
設
計
・
建
設
・
運
営

一
貫
の

B

O
T
事
業
で
あ
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
引
き
出
す
た

め
に
事
業
者
の
自
主
性
を
広
範
に
認
め
て
お
り
、
余
裕

時
間
を
利
用
し
た
自
主
営
業
提
案
も
織
り
込
ん
で
い
る

こ
と
(
自
主
営
業
利
益
は
官
民
折
半
)
。

L
 

@
地
元
農
産
物
の
食
材
利
用
と
残
浮
の
地
元
農
家
へ
の

還
元
と
い
う
「
地
産
地
消
」
の
発
想
を
前
面
に
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
地
元
の
有
識
者
や
コ
ン
サ
ル

(
N
P
O

法
人
)
な
ど
も
活
用
し
て
地
域
特
性
を
反
映
し
た
事
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
事
業
へ
の
参

加
要
件
に
「
地
元
企
業
が

P
F
I事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
」
を
う
た

っ
て
い
る
こ
と
な
ど

P
F
I
を
地
域
経
済
・
社
会
活
性

化
の
コ
ア
事
業
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
。

@
こ
の
事
業
は
、
当
初
計
画
段
階
よ
り
地
元
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
福
島
大
学
奥
山
修
司
教
授
を
中
心
と

し
た
川
俣
町
の
関
係
者
と
政
策
投
資
銀
行
東
北
支
庖
の

緊
密
な
連
携
と
役
割
分
担
、
さ
ら
に
側
建
設
技
術
研
究

所
な
ど
コ
ン
サ
ル
の
専
門
能
力
を
活
か
し
て
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
計
画
的
に
進
め
て
き
た
も
の
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

不
足
と
言
わ
れ
る
地
方
に
お
い
て
自
治
体
外
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
用
が
当
初
か
ら
う
ま
く
機
能
し
た
こ
と
。

こ
の
案
件
は

P
F
ー
と
し
て
と
く
に
目
立
つ
も
の
で

は
な
い
が
、
給
食
と
い
う
ご
く

一
般
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
分
野
で

P
F
I
に
よ
り
効
率
的
に
コ
ス
ト
削
減
を
進

め
る
と
と
も
に
、
「
地
産
地
消
」
に
よ
る
農
業
振
興
、
循

環
型
社
会
の
形
成
と
地
域
雇
用
の
創
出
と
い
う
地
域
の

よ
り
高
度
な
目
標
も
目
指
す
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
も
自
治
体
職
員
と
地
元
の
有
識
者
が
助
け
合
っ
て
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
点
で
、
今
後
の
地
域

P
F

I
の
モ
デ
ル
事
業
た
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

政
策
投
資
銀
行
と
し
て
も
、
各
地
域
に
お
い
て
地
元

の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
こ

う
し
た
地
域
自
立
支
援
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
よ
う
な

P
F
I
事
業
の
立
ち
上
げ
に
協
力
し
た
い
と
考
え
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。

全
国
各
地
の
自
治
体
や
企
業
に
お
い
て
、
川
俣
町
の

よ
う
な

P
F
I事
業
の
検
討
が
真
剣
に
進
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
実
感
で
は
、
こ
の

二
年
間
が
わ
が
国
に

P
F
I
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
定
着

す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
勝
負
の
年
に
な
る
よ
う
な
予

感
が
す
る
。
地
域
の
自
立
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る
官
民
の
過
去
に

と
ら
わ
れ
な
い
創
意
工
夫
と

P
F
I事
業
の

一
段
の
進

展
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

[
追
記
]
日
本
政
策
投
資
銀
行
で
は
、
圏
内
+
支
庖
八
事
務

所
他
に
「

P
F
|
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
個
別
案

件
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

P
F
ー
に
関
す
る
各
種
情
報
を
ホ

l
ム
ペ
!
ジ
に
掲

載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

)
Z号
ミ
g
g
g
a
u
-
-
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を
想
定
し
、
関
係
者
間
で
リ
ス
ク
発
生
時
の
負
担
ル
ー

ル
を
相
談
し
、
契
約
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
第

三
セ
ク
タ
ー
事
業
で
は
、
資
産
も
リ
ス
ク
も
す
べ
て
三

セ
ク
に
集
中
し
、

一
朝
こ
と
が
起
こ
れ
ば
関
係
者
で
改

め
て
協
議
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

点
が
大
き
く
異
な
る
。

事
業
ス
キ

l
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
予
想
さ
れ
る
す

べ
て
の
ケ

l
ス
の
収
支
予
測
を
行
い
、
発
生
す
る
リ
ス

ク
の
評
価
と
そ
の
回
避
策
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
う
し
た
面
で
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
金
融

機
関
を
加
え
て
事
業
ス
キ

l
ム
を
検
討
す
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

@
わ
が
国
で
こ
う
し
た
複
雑
な
仕
組
み
を
主
体
的
に
構

築
で
き
る
金
融
機
関
は
、
残
念
な
が
ら
ご
く

一
部
に
限

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
地
方
の
場
合
、
中
小
規
模
の

P

F
I
案
件
が
多
い
の
で
、
大
手
銀
行
な
ど
は
経
済
性
の

点
で
対
応
し
づ
ら
い
と
い
う
制
約
が
加
わ
る
。
勢
い
地

方
銀
行
な
ど
地
元
金
融
機
関
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

地
域
金
融
機
関
は
現
状
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
経
験
は
十
分
と
は
言
い
難
い
が
、
地
元
の
期
待

を
認
識
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
事
情
に
精
通
し
た
地
元
金
融
機
関
が

P
F
I

に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
事
業
の
安
定
化
を
岡

る
観
点
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本

行
と
し
て
も
、
情
報
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
連
携
強
化

に
努
め
て
い
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

次
に
、
現
在
進
行
中
の
事
例
を
も
と
に
、
地
域
に
お

け
る

P
F
I
実
現
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
紹

介
す
る
の
は
、
福
島
県
川
俣
町
(
県
北
部
、
人
口

一
万

七
千
人
)
が
計
画
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
あ

る
(
図
参
照
)
。
主
た
る
事
業
は
、
地
元
の
小
中
学
校
と

在
宅
老
人
向
け
に
給
食
を
提
供
す
る
も
の
で
、
契
約
期

間
は
十
五
年
で
あ
る
。

本
事
業
の
特
徴
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

@
地
方
で
は
数
少
な
い
設
計
・
建
設
・
運
営

一
貫
の

B

O
T
事
業
で
あ
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
引
き
出
す
た

め
に
事
業
者
の
自
主
性
を
広
範
に
認
め
て
お
り
、
余
裕

時
間
を
利
用
し
た
自
主
営
業
提
案
も
織
り
込
ん
で
い
る

こ
と
(
自
主
営
業
利
益
は
官
民
折
半
)
。

L
 

@
地
元
農
産
物
の
食
材
利
用
と
残
浮
の
地
元
農
家
へ
の

還
元
と
い
う
「
地
産
地
消
」
の
発
想
を
前
面
に
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
地
元
の
有
識
者
や
コ
ン
サ
ル

(
N
P
O

法
人
)
な
ど
も
活
用
し
て
地
域
特
性
を
反
映
し
た
事
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
事
業
へ
の
参

加
要
件
に
「
地
元
企
業
が

P
F
I事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
」
を
う
た

っ
て
い
る
こ
と
な
ど

P
F
I
を
地
域
経
済
・
社
会
活
性

化
の
コ
ア
事
業
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
。

@
こ
の
事
業
は
、
当
初
計
画
段
階
よ
り
地
元
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
福
島
大
学
奥
山
修
司
教
授
を
中
心
と

し
た
川
俣
町
の
関
係
者
と
政
策
投
資
銀
行
東
北
支
庖
の

緊
密
な
連
携
と
役
割
分
担
、
さ
ら
に
側
建
設
技
術
研
究

所
な
ど
コ
ン
サ
ル
の
専
門
能
力
を
活
か
し
て
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
計
画
的
に
進
め
て
き
た
も
の
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

不
足
と
言
わ
れ
る
地
方
に
お
い
て
自
治
体
外
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
用
が
当
初
か
ら
う
ま
く
機
能
し
た
こ
と
。

こ
の
案
件
は

P
F
ー
と
し
て
と
く
に
目
立
つ
も
の
で

は
な
い
が
、
給
食
と
い
う
ご
く

一
般
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
分
野
で

P
F
I
に
よ
り
効
率
的
に
コ
ス
ト
削
減
を
進

め
る
と
と
も
に
、
「
地
産
地
消
」
に
よ
る
農
業
振
興
、
循

環
型
社
会
の
形
成
と
地
域
雇
用
の
創
出
と
い
う
地
域
の

よ
り
高
度
な
目
標
も
目
指
す
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
も
自
治
体
職
員
と
地
元
の
有
識
者
が
助
け
合
っ
て
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
点
で
、
今
後
の
地
域

P
F

I
の
モ
デ
ル
事
業
た
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

政
策
投
資
銀
行
と
し
て
も
、
各
地
域
に
お
い
て
地
元

の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
こ

う
し
た
地
域
自
立
支
援
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
よ
う
な

P
F
I
事
業
の
立
ち
上
げ
に
協
力
し
た
い
と
考
え
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。

全
国
各
地
の
自
治
体
や
企
業
に
お
い
て
、
川
俣
町
の

よ
う
な

P
F
I事
業
の
検
討
が
真
剣
に
進
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
実
感
で
は
、
こ
の

二
年
間
が
わ
が
国
に

P
F
I
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
定
着

す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
勝
負
の
年
に
な
る
よ
う
な
予

感
が
す
る
。
地
域
の
自
立
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る
官
民
の
過
去
に

と
ら
わ
れ
な
い
創
意
工
夫
と

P
F
I事
業
の

一
段
の
進

展
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

[
追
記
]
日
本
政
策
投
資
銀
行
で
は
、
圏
内
+
支
庖
八
事
務

所
他
に
「

P
F
|
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
個
別
案

件
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

P
F
ー
に
関
す
る
各
種
情
報
を
ホ

l
ム
ペ
!
ジ
に
掲

載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

)
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ミ
g
g
g
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u
-
-
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を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
@
北
海
道
留
辺
葉
町
な
ど

る

ベ

し

ベ

く

ん

ね

つ
ぷ

北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
留
辺
薬
・
訓
子
府
・

お

け

と

置
戸
の
三
町
は
、
人
口
が
合
わ
せ
て
二
万
人
足
ら
ず
の

農
業
・
林
業
・
観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る
み
ど
り
豊
か

な
小
さ
な
農
山
村
で
あ
る
。

こ
の
三
町
に
共
通
す
る
課
題
は
、
過
疎
化
の
進
行
と

地
方
交
付
税
の
削
減
に
伴
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で、

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
ど
う
し
て
も
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
広
域
的
事
業
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
の
が

P
F
I
導
入
検
討
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
「
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

整
備
及
び
運
営
事
業
」
を
共
同
で
行
う
こ
と
と
し
て
、

三
町
の
町
長
・
担
当
課
長
・
係
長
で
組
織
す
る

一
般
廃

棄
物
広
域
処
理
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
具
体
的
な
方

策
を
話
し
合
っ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
経
過
の
中
で
、

P
F
I
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

整
備
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
し
て
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
た
ち
が

P
F
I
を
本
格
的
に
知
っ
た
の
は
十
二
年

六
月
、
自
治
体
職
員
が
主
催
し
た
講
習
会
だ
っ
た
。
そ

地鎮祭

の
後
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

よ
る
説
明
を
受
け
た
り
、

北
海
道
が
主
催
す
る
講
習

会
に
出
席
し
、
あ
る
程
度

は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

営
・
維
持
管
理
後
、

一年
間
の
管
理
期
間
を
経
て
三
町

が
無
償
で
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

他威づくり2002年12月号⑨8

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
先
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
と
い

う
状
況
に
陥
っ
た
。
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
と
き
、
財
団

法
人
・
地
域
総
合
整
備
財
団
の

P
F
I
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
が
、
北
海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で

P
F
I
導
入
可
能
性
調
査

(
V
F
M
テ
ス

ト
)
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
先
に
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。

三
町
が
計
画
し
た
廃
棄
物
処
分
場
は
広
さ
約

一
万
八

千
平
方

M
、
埋
設
量
は
七
万

一
千
立
方
が。

V
F
M
は
従
来
方
式
と

P
F
I
方
式
に
よ
る
総
経
費

を
算
出
、
ど
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
有
利
か
を
比
較
検
討
す

る
調
査
。
従
来
方
式
で
は
十
五
億
三
千
七
百
万
円
、

P

F
I
方
式
は
十
四
億
百
万
円
の
財
政
支
出
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
の
差

一
億
三
千
六
百
万
円
、
八
・
八
%
の
財
政

負
担
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
た
た
め

P
F
I
方
式
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の

P
F
I
事
業
は

B
O
T
方
式
で
あ
り
、

s
p
C

(
こ
の
事
業
の
た
め
の
特
別
目
的
会
社
)
が
最
終
処
分

場
を
二
年
間
で
設
計
・
建
設
し
十
五
年
間
に
わ
た
る
運

入
札
は
、
十
四
年

一
月
に
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
と

し
た
八
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
、
四
人
の
学
識
経
験
者
と

三
町
の
助
役
、
計
七
人
の
審
査
委
員
で
決
め
た
。

事
業
予
定
者
の
選
定
は
「
総
合
評
価

一
般
競
争
入
札
」

で
行
わ
れ
、
提
案
内
容
の
評
価
方
法
は
、

①
設
計
・
建

設
②
運
営
・
維
持
管
理
③
事
業
計
画
|
の
三
項
目
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
点
、
合
計
七
十
五
点
を
基
礎
点

と
し
、
こ
れ
に
、
評
価
基
準
に
基
づ
く
二
十
五
点
を
加

点
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
百
点
満
点
と
し
て
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
入
札
金
額
が
最
も
低
く
、
提
案
内
容
の

評
価
得
点
が
最
も
高
か
っ
た
「
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
」

が
総
合
評
価
で

一
位
と
な
り
、
全
会

一
致
で
最
優
秀
提

案
と
し
て
選
定
し
た
。
入
札
予
定
価
格
(
消
費
税
別
)

が
二
十
四
億
八
千
四
百
八
十
七
万
八
千
円
に
対
し
落
札

金
額
は
十
四
億
五
千

一
万
円
と
、
十
億
三
千
四
百
八
十

六
万
八
千
円

(
V
F
M
で
は
四
九
・
六
%
)
も
安
い
と

い
う
驚
く
べ
き
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
低
価
格
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

s
p
c
 

三
町
共
同
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
今
場
建
設

固
定
資
産
税
課
税
に
配
意
を

脇
太
二
男

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
@
北
海
道
留
辺
葉
町
な
ど

る

ベ

し

ベ

く

ん

ね

つ
ぷ

北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
留
辺
薬
・
訓
子
府
・

お

け

と

置
戸
の
三
町
は
、
人
口
が
合
わ
せ
て
二
万
人
足
ら
ず
の

農
業
・
林
業
・
観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る
み
ど
り
豊
か

な
小
さ
な
農
山
村
で
あ
る
。

こ
の
三
町
に
共
通
す
る
課
題
は
、
過
疎
化
の
進
行
と

地
方
交
付
税
の
削
減
に
伴
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で、

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
ど
う
し
て
も
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
広
域
的
事
業
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
の
が

P
F
I
導
入
検
討
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
「
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

整
備
及
び
運
営
事
業
」
を
共
同
で
行
う
こ
と
と
し
て
、

三
町
の
町
長
・
担
当
課
長
・
係
長
で
組
織
す
る

一
般
廃

棄
物
広
域
処
理
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
具
体
的
な
方

策
を
話
し
合
っ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
経
過
の
中
で
、

P
F
I
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

整
備
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
し
て
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
た
ち
が

P
F
I
を
本
格
的
に
知
っ
た
の
は
十
二
年

六
月
、
自
治
体
職
員
が
主
催
し
た
講
習
会
だ
っ
た
。
そ

地鎮祭

の
後
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

よ
る
説
明
を
受
け
た
り
、

北
海
道
が
主
催
す
る
講
習

会
に
出
席
し
、
あ
る
程
度

は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

営
・
維
持
管
理
後
、

一年
間
の
管
理
期
間
を
経
て
三
町

が
無
償
で
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

他威づくり2002年12月号⑨8

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
先
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
と
い

う
状
況
に
陥
っ
た
。
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
と
き
、
財
団

法
人
・
地
域
総
合
整
備
財
団
の

P
F
I
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
が
、
北
海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で

P
F
I
導
入
可
能
性
調
査

(
V
F
M
テ
ス

ト
)
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
先
に
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。

三
町
が
計
画
し
た
廃
棄
物
処
分
場
は
広
さ
約

一
万
八

千
平
方

M
、
埋
設
量
は
七
万

一
千
立
方
が。

V
F
M
は
従
来
方
式
と

P
F
I
方
式
に
よ
る
総
経
費

を
算
出
、
ど
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
有
利
か
を
比
較
検
討
す

る
調
査
。
従
来
方
式
で
は
十
五
億
三
千
七
百
万
円
、

P

F
I
方
式
は
十
四
億
百
万
円
の
財
政
支
出
が
見
込
ま
れ

る
。
そ
の
差

一
億
三
千
六
百
万
円
、
八
・
八
%
の
財
政

負
担
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
た
た
め

P
F
I
方
式
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の

P
F
I
事
業
は

B
O
T
方
式
で
あ
り
、

s
p
C

(
こ
の
事
業
の
た
め
の
特
別
目
的
会
社
)
が
最
終
処
分

場
を
二
年
間
で
設
計
・
建
設
し
十
五
年
間
に
わ
た
る
運

入
札
は
、
十
四
年

一
月
に
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
と

し
た
八
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
、
四
人
の
学
識
経
験
者
と

三
町
の
助
役
、
計
七
人
の
審
査
委
員
で
決
め
た
。

事
業
予
定
者
の
選
定
は
「
総
合
評
価

一
般
競
争
入
札
」

で
行
わ
れ
、
提
案
内
容
の
評
価
方
法
は
、

①
設
計
・
建

設
②
運
営
・
維
持
管
理
③
事
業
計
画
|
の
三
項
目
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
点
、
合
計
七
十
五
点
を
基
礎
点

と
し
、
こ
れ
に
、
評
価
基
準
に
基
づ
く
二
十
五
点
を
加

点
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
百
点
満
点
と
し
て
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
入
札
金
額
が
最
も
低
く
、
提
案
内
容
の

評
価
得
点
が
最
も
高
か
っ
た
「
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
」

が
総
合
評
価
で

一
位
と
な
り
、
全
会

一
致
で
最
優
秀
提

案
と
し
て
選
定
し
た
。
入
札
予
定
価
格
(
消
費
税
別
)

が
二
十
四
億
八
千
四
百
八
十
七
万
八
千
円
に
対
し
落
札

金
額
は
十
四
億
五
千

一
万
円
と
、
十
億
三
千
四
百
八
十

六
万
八
千
円

(
V
F
M
で
は
四
九
・
六
%
)
も
安
い
と

い
う
驚
く
べ
き
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
低
価
格
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

s
p
c
 

三
町
共
同
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
今
場
建
設

固
定
資
産
税
課
税
に
配
意
を

脇
太
二
男



に
お
け
る
発
想
の
転
換
に
よ
る
企
業
努
力
と
技
術
陣
の

高
度
な
創
意
工
夫
に
基
づ
く
多
大
な
努
力
の
結
果
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
だ
。
そ
の

一
例
だ
が
、
十
五
年
間
二
%

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
(
長
期
固
定
金
利
)
の

採
用
が
あ
る
。
ま
た
、
償
却
資
産
の
合
理
的
処
理
を
と

い
う
法
人
税
対
策
で

一
億
四
千
万
円
の
減
額
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
覆
土
材
と
し
て
サ
ニ
フ
ォ
ー
ム
(
容
積

を
と
ら
な
い
覆
土
材
)
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
画
期
的

な
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
三
町
が
取
り
組
ん
だ
今
回
の
事
業
の
特
色
の

一
つ
は
、
「
広
域
連
合
」
と
か
「

一
部
事
務
組
合
」
を
立

ち
上
げ
ず
に
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
少
し
で
も
税
金

の
投
入
を
少
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で

P
F
I
事
業

を
実
施
す
る
の
だ
か
ら
、
事
務
経
費
も
極
力
抑
え
よ
う

と
い
う
考
え
方
だ
。

北
海
道
庁
の
担
当
者
を
通
し
て
総
務
省
に
何
度
か
相

談
し
、
最
終
的
に
は

S
P
C
と
の
契
約
者
に
は
留
辺
蕊
宋

町
が
代
表
し
て
な
る
こ
と
と
し
、
他
の
二
町
は
留
辺
薬

町
に
必
要
な
負
担
金
を
支
払
う
と
い
う
ス
キ

l
ム
で
了

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
務
経
費

の
う
ち
人
件
費
だ
け
を
考
え
て
も
、
た
と
え
ば
、

一
年

間
に
二
千
万
円
を
支
払
う
と
し
た
場
合
、
契
約
期
間
の

十
九
年
間
で
三
億
八
千
万
円
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る

こ
と
と
な
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

事
務
局
は
留
辺
薬
町
が
務
め
て
い
る
が
、
専
属
の
職

員
配
置
も
、
ま
た
、
と
く
に
増
員
も
な
い
ま
ま
兼
務
と

し
、
課
長
を
含
め
三
人
態
勢
で
進
め
て
き
た
。
本
来
の

仕
事
を
し
な
が
ら
で
あ
り
大
変
だ
っ
た
が
、
曲
が
り
な

り
に
も
や
り
過
せ
た
の
は
庁
舎
内
に

P
F
I
推
進
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
困
っ
た
と
き
に
は
応
援
体
制
が
で
き

て
い
た
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、
用
地
購
入
後
に
お
け
る
登
記
事
務
関
係

や
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
は
企
画
財
政
謀
、
土
地
購
入

者
に
対
す
る
免
税
処
理
や

S
P
C
に
対
す
る
用
地
無
償

貸
与
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
整
備
は
総
務
課
、
国
道
か

ら
最
終
処
分
場
に
通
じ
る
町
道
拡
幅
事
業
に
か
か
わ
る

す
べ
て
に
つ
い
て
は
建
設
諜
と
い
っ
た
具
合
だ
。

V
F
M
テ
ス
ト
実
施
か
ら
実
施
方
針
の
公
表
ま
で
わ

ず
か
五
カ
月
、
そ
の
後
、
提
案
書
を
添
え
て
の
入
札
ま

で
三
カ
月
半
と
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
の
実
施
に
は
、

こ
の
体
制
を
組
ん
で
乗
り
切
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

課
題
は
何
点
か
あ
る
が
、
と
く
に
気
に
な
る
の
は

B

O
T
方
式
の
場
合
の
、
固
定
資
産
税
の
取
り
扱
い
だ
。

市
町
村
は

S
P
C
に
固
定
資
産
税
分
を
い
っ
た
ん
支
払

い、

s
p
C
は
、
そ
の
金
額
を
固
定
資
産
税
と
し
て
市

町
村
に
納
税
す
る
。
納
め
ら
れ
た
同
税
は
、
国
が
、
基

準
財
政
収
入
額
と
み
る
た
め
、
交
付
税
を
受
け
て
い
る

市
町
村
は
、
こ
の
固
定
資
産
税
の
七
五
%
を
カ
ッ
ト
さ

れ
る
。
こ
の
分
、
市
町
村
の
大
き
な
損
失
と
な
る
。
今

回
の
場
合
、
固
定
資
産
税
納
税
額
は
九
千
五
十
七
万
二

千
円
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
七
五
%
、
約
六
千
八

百
万
円
の
損
失
が
考
え
ら
れ
る
。
非
課
税
に
す
る
と
か
、

基
準
財
政
収
入
額
と
は
み
な
い
な
ど
の
措
置
を
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
。

北
海
道
に
お
い
て
初
め
て
、
土
木
主
体
事
業
と
し
て

は
全
国
で
初
め
て
の

P
F
I
事
業
を
手
探
り
状
態
で
、

し
か
も
熟
知
を
し
て
い
な
い
ま
ま
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
適
切

な
指
導
と
、
運
命
共
同
体
と
も
い
え
る
訓
子
府
町
と
置

戸
町
の
積
極
的
な
協
力
体
制
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
共
同
作

業
は
、
三
町
に

と
っ
て
、
大
き

な
財
産
に
な
る

と
確
信
し
て
い

る
。特

定
事
業
の

契
約
案
件
も
、

本
年
六
月
の
町

議
会
で
採
択
を

い
た
だ
き
、
事

業
者
と
の
契
約

完成予想図

を
七
月
五
日
に

締
結
、
九
月
下

旬
、
留
辺
薬
町

と
置
戸
町
の
境

界
に
近
い
山
林

を
切
り
開
い
た

地
で
工
事
に
着

手
、
十
六
年
春
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

私
た
ち
の
取
り
組
み
の
特
徴
で
あ
る
三
町
の
広
域
事
業

と
し
て
、
さ
ら
に
は

P
F
I事
業
と
し
て
の
取
り
組
み

は
、
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
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組
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だ
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特
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の
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「
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連
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」
と
か
「

一
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事
務
組
合
」
を
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上
げ
ず
に
実
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し
た
こ
と
で
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。
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も
税
金

の
投
入
を
少
な
く
し
た
い
と
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思
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で

P
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I
事
業

を
実
施
す
る
の
だ
か
ら
、
事
務
経
費
も
極
力
抑
え
よ
う

と
い
う
考
え
方
だ
。

北
海
道
庁
の
担
当
者
を
通
し
て
総
務
省
に
何
度
か
相
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し
、
最
終
的
に
は

S
P
C
と
の
契
約
者
に
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留
辺
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宋

町
が
代
表
し
て
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る
こ
と
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し
、
他
の
二
町
は
留
辺
薬

町
に
必
要
な
負
担
金
を
支
払
う
と
い
う
ス
キ

l
ム
で
了

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
務
経
費

の
う
ち
人
件
費
だ
け
を
考
え
て
も
、
た
と
え
ば
、

一
年

間
に
二
千
万
円
を
支
払
う
と
し
た
場
合
、
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期
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の

十
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間
で
三
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八
千
万
円
も
コ
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の
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置
も
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ま
た
、
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に
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ま
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、
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を
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三
人
態
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で
進
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来
の

仕
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に
も
や
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だ
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や
他
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と
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連
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調
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、
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る
免
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理
や
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課
、
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S
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固
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払

い、
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。
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を
手
探
り
状
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で
、

し
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も
熟
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を
し
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い
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ま
ま
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ル
ス
ピ
ー
ド
で
こ

こ
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で
や
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て
こ
れ
た
の
は
、
ア
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バ
イ
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ー
の
適
切

な
指
導
と
、
運
命
共
同
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と
も
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え
る
訓
子
府
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と
置

戸
町
の
積
極
的
な
協
力
体
制
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
共
同
作

業
は
、
三
町
に

と
っ
て
、
大
き

な
財
産
に
な
る

と
確
信
し
て
い

る
。特

定
事
業
の

契
約
案
件
も
、

本
年
六
月
の
町

議
会
で
採
択
を

い
た
だ
き
、
事

業
者
と
の
契
約

完成予想図

を
七
月
五
日
に

締
結
、
九
月
下

旬
、
留
辺
薬
町

と
置
戸
町
の
境

界
に
近
い
山
林

を
切
り
開
い
た

地
で
工
事
に
着

手
、
十
六
年
春
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

私
た
ち
の
取
り
組
み
の
特
徴
で
あ
る
三
町
の
広
域
事
業

と
し
て
、
さ
ら
に
は

P
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と
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の
取
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み

は
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全
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の
モ
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と
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だ
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で
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ま

ち
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@

岩

手

県
金
ケ
崎

町

金
ケ
崎
町
は
、
岩
手
県
の
南
西
部
、
盛
岡
市
の
南
方

五
十
キロ
に
位
置
し
、
総
面
積
は
百
七
十
九
平
方
J
、
人

口
は

一
万
六
千
四
百
人
。
町
の
東
側
を
北
上
川
、
南
側

に
胆
沢
川
が
流
れ
、
栗
駒
固
定
公
園
・
駒
ヶ
岳
周
辺
に

は
森
林
、
雄
大
な
牧
歌
景
観
が
展
開
す
る
丘
陵
、
さ
ら

に
は
胆
沢
平
野
の
田
園
が
広
が
る
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

町
の
中
心
部
を

J
R
東
北
本
線
、
東
北
自
動
車
道
、

国
道
四
号
線
が
縦
断
し
、
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、

町
の
中
央
部
に
あ
る
県
下
最
大
級
の
岩
手
中
部
(
金
ケ

崎
)
工
業
団
地
で
は
、
大
手
企
業
十
六
社
が
操
業
し
て

い
る
。
基
幹
産
業
の
農
業
は
稲
作
や
畜
産
な
ど
、
県
下

で
も
十
指
に
入
る
生
産
額
を
誇
る
農
業
地
帯
で
も
あ
る
。

当
町
は
農
業
、
工
業
、
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
工
業
生
産
額
が
圧
倒

的
に
多
く
、
次
い
で
商
業
、
農
業
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
総
人
口
の
約
半
数
が
農
家
で
あ
る
こ
と
か
ら

町
民
所
得
の
向
上
に
は
農
業
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
、

各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。
と
く
に
、

昭
和
四
十
年
代
に
当
町
出
身
の
知
事
が
誕
生
し
、
畜
産

岩
手
を
目
指
し
て
大
規
模
な
畜
産
振
興
を
図
っ
た
こ
と

か
ら
、
町
の
農
業
に
お
け
る
畜
産
の
割
合
は
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
。

一
方
、
町
の
地
形
は
西
端
に
位
置
す
る
駒
ヶ
岳
か
ら

東
端
に
流
れ
る
北
上
川
に
向
け
て
、
扇
状
に
開
け
て
い

る
。
こ
の
た
め
西
側
の
丘
陵
地
に
は
畜
産
農
場
が
集
中

し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
側
平
坦
部
は
住
宅
地
が
集
ま

っ
て
お
り
、
畜
産
廃
棄
物
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
早
く

か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
と
農
協
と
の
間
で
、
早
く
か

た
い
ひ

ら
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
建
設
に
向

け
た
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
全
国
的
に
赤
字
経

営
が
多
い
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
、
多
額
の
建
設
費

が
必
要
な
こ
と
か
ら
な
か
な
か
実
施
に
踏
み
出
せ
な
い

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

町
で
は
、
各
種
補
助
事
業
の
導
入
に
よ
る
畜
産
廃
棄

物
処
理
施
設
整
備
や
各
事
業
所
と
の
公
害
防
止
協
定
の

締
結
な
ど
、
個
々
の
農
場
を
重
点
に
公
害
防
止
対
策
を

講
じ
て
き
た
。

一
方
、
国
は
公
害
基
本
法
に
代
わ
る
環
境
基
本
法
を

平
成
五
年
に
公
布
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
酸
性
雨
を

は
じ
め
、
世
界
中
が
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
に
注
目

し
て
い
る
こ
と
か
ら
六
年
、
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

地
方
自
治
体
も
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。
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こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
「
環
境
」
を
地
域
づ
く

り
の
基
本
に
掲
げ
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
維
持

し
、
地
域
の
活
性
化
や
経
済
の
発
展
と
調
和
さ
せ
な
が

ら
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
は
平
成
十
年
四
月
、
「
金
ケ
崎
町
田
閤
環

境
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
役
場
自
身
が
環

境
に
対
す
る
意
識
を
改
革
し
、
率
先
垂
範
し
て
積
極
的

に
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
十

一
年
二
月
二
十
三
日
、
東
北

・
北
海
道

の
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て

I
S
0
1
4
0
0
1
の
認

証
を
取
得
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
同
年
三
月
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境

-5~.甜圃圃圃圃圃圃圃圃
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院軍週・
.新聞
.章佐藤
.ダンボール
.牛乳パック
.その他紙

'布類

.アルミ缶

.スチール缶

.生きぴん

.白・透明系のぴん

.膏・線系のぴん

.茶色系のぴん

.黒色系のぴん

.その他の色のびん

.ぺぷ京訂1-

.トレー・発泡スチロール

.その他のプラスチック

.生ごみ(一部地減・公共施設)
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1紙類

環
境
保
全
型
農
業
目
指
し
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

畜
糞
、
生
ご
み
処
理
に
加
え
、
肥
料
も
生
産

金
ケ
崎
町
農
林
課
副
主
幹

阿
部
一
之

を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

@

岩

手

県
金
ケ
崎

町

金
ケ
崎
町
は
、
岩
手
県
の
南
西
部
、
盛
岡
市
の
南
方

五
十
キロ
に
位
置
し
、
総
面
積
は
百
七
十
九
平
方
J
、
人

口
は

一
万
六
千
四
百
人
。
町
の
東
側
を
北
上
川
、
南
側

に
胆
沢
川
が
流
れ
、
栗
駒
固
定
公
園
・
駒
ヶ
岳
周
辺
に

は
森
林
、
雄
大
な
牧
歌
景
観
が
展
開
す
る
丘
陵
、
さ
ら

に
は
胆
沢
平
野
の
田
園
が
広
が
る
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

町
の
中
心
部
を

J
R
東
北
本
線
、
東
北
自
動
車
道
、

国
道
四
号
線
が
縦
断
し
、
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、

町
の
中
央
部
に
あ
る
県
下
最
大
級
の
岩
手
中
部
(
金
ケ

崎
)
工
業
団
地
で
は
、
大
手
企
業
十
六
社
が
操
業
し
て

い
る
。
基
幹
産
業
の
農
業
は
稲
作
や
畜
産
な
ど
、
県
下

で
も
十
指
に
入
る
生
産
額
を
誇
る
農
業
地
帯
で
も
あ
る
。

当
町
は
農
業
、
工
業
、
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
工
業
生
産
額
が
圧
倒

的
に
多
く
、
次
い
で
商
業
、
農
業
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
総
人
口
の
約
半
数
が
農
家
で
あ
る
こ
と
か
ら

町
民
所
得
の
向
上
に
は
農
業
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
、

各
種
補
助
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。
と
く
に
、

昭
和
四
十
年
代
に
当
町
出
身
の
知
事
が
誕
生
し
、
畜
産

岩
手
を
目
指
し
て
大
規
模
な
畜
産
振
興
を
図
っ
た
こ
と

か
ら
、
町
の
農
業
に
お
け
る
畜
産
の
割
合
は
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
。

一
方
、
町
の
地
形
は
西
端
に
位
置
す
る
駒
ヶ
岳
か
ら

東
端
に
流
れ
る
北
上
川
に
向
け
て
、
扇
状
に
開
け
て
い

る
。
こ
の
た
め
西
側
の
丘
陵
地
に
は
畜
産
農
場
が
集
中

し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
側
平
坦
部
は
住
宅
地
が
集
ま

っ
て
お
り
、
畜
産
廃
棄
物
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
早
く

か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
と
農
協
と
の
間
で
、
早
く
か

た
い
ひ

ら
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
建
設
に
向

け
た
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
全
国
的
に
赤
字
経

営
が
多
い
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
、
多
額
の
建
設
費

が
必
要
な
こ
と
か
ら
な
か
な
か
実
施
に
踏
み
出
せ
な
い

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

町
で
は
、
各
種
補
助
事
業
の
導
入
に
よ
る
畜
産
廃
棄

物
処
理
施
設
整
備
や
各
事
業
所
と
の
公
害
防
止
協
定
の

締
結
な
ど
、
個
々
の
農
場
を
重
点
に
公
害
防
止
対
策
を

講
じ
て
き
た
。

一
方
、
国
は
公
害
基
本
法
に
代
わ
る
環
境
基
本
法
を

平
成
五
年
に
公
布
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
酸
性
雨
を

は
じ
め
、
世
界
中
が
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
に
注
目

し
て
い
る
こ
と
か
ら
六
年
、
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

地
方
自
治
体
も
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。
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こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
「
環
境
」
を
地
域
づ
く

り
の
基
本
に
掲
げ
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
維
持

し
、
地
域
の
活
性
化
や
経
済
の
発
展
と
調
和
さ
せ
な
が

ら
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
は
平
成
十
年
四
月
、
「
金
ケ
崎
町
田
閤
環

境
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
役
場
自
身
が
環

境
に
対
す
る
意
識
を
改
革
し
、
率
先
垂
範
し
て
積
極
的

に
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
十

一
年
二
月
二
十
三
日
、
東
北

・
北
海
道

の
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て

I
S
0
1
4
0
0
1
の
認

証
を
取
得
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
同
年
三
月
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
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6生ごみ類
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環
境
保
全
型
農
業
目
指
し
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

畜
糞
、
生
ご
み
処
理
に
加
え
、
肥
料
も
生
産

金
ケ
崎
町
農
林
課
副
主
幹

阿
部
一
之



を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
次
の
世
代
に
継
承
す

る
決
意
と
し
て
「
田
園
環
境
保
全
の
町
」
を
宣
言
し
た
。

I
S
O
を
取
得
し
て
四
年
目
を
迎
え
た
が
、
地
球
環

境
保
全
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
取
得
の
狙
い
で
あ
っ

た
職
員
の
意
識
改
革
、
環
境
保
全
活
動
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
町
民
・
事
業
者
の
環
境
に
対
す

る
意
識
も
、
町
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
回
収
の
状
況
な

ど
を
見
る
と
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
経

常
経
費
の
削
減
な
ど
効
率
的
行
政
運
営
も
図
れ
る
こ

と
、
近
隣
の
市
町
村
が
認
証
取
得
す
る
と
い
っ
た
波
及

効
果
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
間
接
的
に
も
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
環
境
対
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
個
別

農
場
ご
と
の
対
応
に
は
限
界
が
生
じ
て
き
た
こ
と
、
町

と
し
て
今
後
の
農
業
振
興
に
は
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十

一
年
の
農
業
環
境

三
法
の
成
立
に
先
立
ち
、
こ
れ
を
町
の
環
境
基
本
計
画

に
盛
り
込
み
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
町
と
岩
手
ふ

る
さ
と
農
協
な
ど
農
業
関
係
者
で
「
金
ケ
崎
町
環
境
保

全
型
農
業
振
興
協
議
会
」
を
十
年
度
に
設
置
し
た
。

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
家
畜
糞
尿
の
適
正
処
理
、
有
機

農
業
の
確
立
と
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
目
指
し
、

協
議
会
内
に
堆
肥
化
部
会
を
設
置
し
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
模
索
す
る
中
、
民
間
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
効
率
的
に
建
設
運
営
す
る

P
F
I
方
式
に
注
目

し
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
町
、
岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
と
公
開
募
集

特集=PFIを活かしたまちづくり

で
参
加
決
定
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
、
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
の
四
者
が
出
資
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
有
限

会
社
オ
l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
」
(
資
本
金

一
千
万
円
)
を

十
二
年

一
月
に
設
立
し
た
。
出
資
割
合
は
町
三
百
万
円
、

農
協
二
百
十
万
円
で
残
り
四
百
九
十
万
円
が
参
加
企
業

の
出
資
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
が
事
業
主
体
と
な
り
、

高
品
質
堆
肥
製
造
施
設
を
建
設
、
運
営
す
る
こ
と
と
し
、

十
二
年
十
月
に
着
工
、
十
三
年
六
月
に
完
成
し
た
。
総

事
業
費
四
億
八
千
万
円
の
う
ち
、
六
割
が
国
、
県
の
補

助
、
残
り
四
割
は
有
限
会
社
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
が

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
地
元
岩
手
銀
行
か
ら
融
資
を
受

け
た
。
事
業
方
式
は

B
0
0
、
事
業
期
間
は
十
五
年
。

施
設
は
円
形
発
酵
槽
と
平
面
発
酵
槽
か
ら
な
り
、
農

家
で
処
理
し
き
れ
な
い
家
畜
排
せ
つ
物
や
町
内
の

一
般

家
庭
、
事
業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
な
ど
、
年
間
約
九
千

J
を
発
酵
処
理
し
、
約
千
八
百
J
の
良
質
で
安
価
な
堆

肥
を
生
産
し
て
、
町
内
の
農
地
な
ど
に
還
元
し
て
い
る
。

町
が
事
業
主
体
の
場
合
、

一
億
九
千
二
百
万
円
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
方
式
だ
と
町

の
負
担
は
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
へ
の
出
資
金
三
百
万

円
と
、
公
共
施
設
か
ら

出
る
生
ご
み
の
処
理
経

費
だ
け
で
済
む
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ほ
か
、
町

は

一
般
家
庭
の
生
ご
み

の
分
別
収
集
や
、
学
校

給
食
、
事
業
所
か
ら
の

生
ご
み
の
受
け
入
れ
を

担
当
し
、
農
協
は
畜
産
農
家
か
ら
の
畜
糞
の
搬
入
や
堆

肥
の
販
売
に
協
力
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
出
資
者
が
お

互
い
に
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
経
営
の
安
定
化

が
図
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

提
案
企
業
が
建
設
と
運
営
に
携
わ
る

P
F
I
手
法
に

よ
り
、
類
似
施
設
に
比
較
し
て
建
設
費
の
節
約
(
約
二

O
%
)
に
つ
な
が
っ
た
。
施
設
稼
働
に
と
も
な
っ
て
町

の

一
般
ご
み
処
理
経
費
・
農
家
の
畜
産
廃
棄
物
処
理
経

費
の
節
減
、
さ
ら
に
は
町
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に

結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
家
庭
生

ご
み
の
収
集
用
と
し
て
今
回
専
用
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
を
採
用
し
て
住
民
・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
双
方
の

利
便
性
に
配
属
し
た
ほ
か
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
く
「
再
生
利
用
事
業
者
」
の
登
録
を
完
了
し
、
積
極

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
「
家
族
す
こ
や
か
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ

l
金
ケ
崎
」
と
し
て
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

第
七
次
総
合
発
展
計
画
で
は
、
「
環
境
」
「
交
流
」
「
福

祉
」
を
主
要
課
題
と
し
て
お
り
、
今
後
も
環
境
首
都
金

ケ
崎
町
を
目
指
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
環
境
に

つ
い
て
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
環
境
施
策
の
創
造
と

実
践
に
努
め
て
い
き
た
い
。

と
同
時
に
、
環
境
施
策
が
単
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
効
果
を
引
き
出
し
な

が
ら
、
町
政
の
発
展
に
結
び
つ
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
次
の
世
代
に
継
承
す

る
決
意
と
し
て
「
田
園
環
境
保
全
の
町
」
を
宣
言
し
た
。

I
S
O
を
取
得
し
て
四
年
目
を
迎
え
た
が
、
地
球
環

境
保
全
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
取
得
の
狙
い
で
あ
っ

た
職
員
の
意
識
改
革
、
環
境
保
全
活
動
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
町
民
・
事
業
者
の
環
境
に
対
す

る
意
識
も
、
町
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
回
収
の
状
況
な

ど
を
見
る
と
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
経

常
経
費
の
削
減
な
ど
効
率
的
行
政
運
営
も
図
れ
る
こ

と
、
近
隣
の
市
町
村
が
認
証
取
得
す
る
と
い
っ
た
波
及

効
果
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
間
接
的
に
も
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
環
境
対
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
個
別

農
場
ご
と
の
対
応
に
は
限
界
が
生
じ
て
き
た
こ
と
、
町

と
し
て
今
後
の
農
業
振
興
に
は
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十

一
年
の
農
業
環
境

三
法
の
成
立
に
先
立
ち
、
こ
れ
を
町
の
環
境
基
本
計
画

に
盛
り
込
み
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
町
と
岩
手
ふ

る
さ
と
農
協
な
ど
農
業
関
係
者
で
「
金
ケ
崎
町
環
境
保

全
型
農
業
振
興
協
議
会
」
を
十
年
度
に
設
置
し
た
。

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
家
畜
糞
尿
の
適
正
処
理
、
有
機

農
業
の
確
立
と
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
目
指
し
、

協
議
会
内
に
堆
肥
化
部
会
を
設
置
し
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
模
索
す
る
中
、
民
間
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
効
率
的
に
建
設
運
営
す
る

P
F
I
方
式
に
注
目

し
検
討
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
町
、
岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
と
公
開
募
集

特集=PFIを活かしたまちづくり

で
参
加
決
定
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
、
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
の
四
者
が
出
資
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
有
限

会
社
オ
l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
」
(
資
本
金

一
千
万
円
)
を

十
二
年

一
月
に
設
立
し
た
。
出
資
割
合
は
町
三
百
万
円
、

農
協
二
百
十
万
円
で
残
り
四
百
九
十
万
円
が
参
加
企
業

の
出
資
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
が
事
業
主
体
と
な
り
、

高
品
質
堆
肥
製
造
施
設
を
建
設
、
運
営
す
る
こ
と
と
し
、

十
二
年
十
月
に
着
工
、
十
三
年
六
月
に
完
成
し
た
。
総

事
業
費
四
億
八
千
万
円
の
う
ち
、
六
割
が
国
、
県
の
補

助
、
残
り
四
割
は
有
限
会
社
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
が

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
地
元
岩
手
銀
行
か
ら
融
資
を
受

け
た
。
事
業
方
式
は

B
0
0
、
事
業
期
間
は
十
五
年
。

施
設
は
円
形
発
酵
槽
と
平
面
発
酵
槽
か
ら
な
り
、
農

家
で
処
理
し
き
れ
な
い
家
畜
排
せ
つ
物
や
町
内
の

一
般

家
庭
、
事
業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
な
ど
、
年
間
約
九
千

J
を
発
酵
処
理
し
、
約
千
八
百
J
の
良
質
で
安
価
な
堆

肥
を
生
産
し
て
、
町
内
の
農
地
な
ど
に
還
元
し
て
い
る
。

町
が
事
業
主
体
の
場
合
、

一
億
九
千
二
百
万
円
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
方
式
だ
と
町

の
負
担
は
オ

l
ガ
ニ
ッ
ク
金
ケ
崎
へ
の
出
資
金
三
百
万

円
と
、
公
共
施
設
か
ら

出
る
生
ご
み
の
処
理
経

費
だ
け
で
済
む
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ほ
か
、
町

は

一
般
家
庭
の
生
ご
み

の
分
別
収
集
や
、
学
校

給
食
、
事
業
所
か
ら
の

生
ご
み
の
受
け
入
れ
を

担
当
し
、
農
協
は
畜
産
農
家
か
ら
の
畜
糞
の
搬
入
や
堆

肥
の
販
売
に
協
力
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
出
資
者
が
お

互
い
に
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
経
営
の
安
定
化

が
図
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

提
案
企
業
が
建
設
と
運
営
に
携
わ
る

P
F
I
手
法
に

よ
り
、
類
似
施
設
に
比
較
し
て
建
設
費
の
節
約
(
約
二

O
%
)
に
つ
な
が
っ
た
。
施
設
稼
働
に
と
も
な
っ
て
町

の

一
般
ご
み
処
理
経
費
・
農
家
の
畜
産
廃
棄
物
処
理
経

費
の
節
減
、
さ
ら
に
は
町
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に

結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
家
庭
生

ご
み
の
収
集
用
と
し
て
今
回
専
用
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
を
採
用
し
て
住
民
・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
双
方
の

利
便
性
に
配
属
し
た
ほ
か
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
く
「
再
生
利
用
事
業
者
」
の
登
録
を
完
了
し
、
積
極

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
「
家
族
す
こ
や
か
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ

l
金
ケ
崎
」
と
し
て
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

第
七
次
総
合
発
展
計
画
で
は
、
「
環
境
」
「
交
流
」
「
福

祉
」
を
主
要
課
題
と
し
て
お
り
、
今
後
も
環
境
首
都
金

ケ
崎
町
を
目
指
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
環
境
に

つ
い
て
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
環
境
施
策
の
創
造
と

実
践
に
努
め
て
い
き
た
い
。

と
同
時
に
、
環
境
施
策
が
単
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
効
果
を
引
き
出
し
な

が
ら
、
町
政
の
発
展
に
結
び
つ
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

11⑨t自邸づくり2002年12月号



を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

@

千
葉

市

千
葉
市
は
首
都
圏
の
束
、
房
総
半
島
の
付
け
根
に
位

置
し
、
南
に
東
京
湾
が
開
け
、
背
後
に
は
緑
豊
か
な
台

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
人
口
は
九
十
万
人
を
超
え
、
全

国
で
十
二
番
目
の
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
近
年
大
き

く
飛
躍
を
遂
げ
て
き
た
。

江
戸
時
代
は
佐
倉
藩
の
物
資
の
積
み
出
し
港
と
し
て

町
が
形
成
さ
れ
た
。
戦
前
は
軍
隊
の
各
種
施
設
が
置
か

れ
た
こ
と
か
ら
軍
都
と
し
て
、
戦
後
は
、
川
崎
製
鉄
の

進
出
と
千
葉
港
の
整
備
に
よ
り
京
葉
工
業
地
帯
の
中

心
、
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
近
年
は
高
速
道
路

を
は
じ
め
鉄
道
網
の
整
備
で
、
東
京
へ
の
通
勤
圏
と
な

り
、
人
口
が
急
増
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
人
口
増
は
落
ち

着
き
、
市
も
安
定
成
長
期
に
入
り
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
か
ら
独
自
の
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

千
葉
市
は
、
急
速
に
都
市
化
が
進
ん
だ
た
め
、
各
種

の
施
設
を
多
数
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
昭

和
四
十
年
代
か
ら
積
極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
施

設
を
整
備
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
財
政
事
情
の
悪

化
や
施
設
建
設
需
要
の
増
加
な
ど
で
新
た
な
手
法
の
検

討
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
国
は
、
平
成
九
年
の
「
緊
急
経
済
対

策
」
で
、
民
間
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
活
用
に
よ
る

社
会
資
本
整
備
を
行
う
手
法
「

P
F
I
」
を
初
め
て
打

ち
出
し
た
。
翌
十
年
五
月
に

P
F
I
法
を
国
会
に
提
出

し
た
の
を
機
に
、

P
F
I
が
新
た
な
公
共
施
設
の
整
備

手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
た
。

本
市
で
は
、
い
ち
早
く
こ
の
手
法
に
着
目
し
、
同
年

六
月
、
企
画
調
整
局
を
事
務
局
と
す
る
「
新
社
会
資
本

整
備
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、

P
F
I
導
入
の
検
討
を

始
め
た
。
十

一
年
三
月
に
は
、
す
で
に
従
来
方
式
で
進

め
て
い
た
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
計
量
検
査
所
の
複

合
施
設
」
の
建
設
を
千
葉
市
版

P
F
I
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
改
め
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

P
F
I
法
に
基
づ
き
、
十
二

年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
基
本
方
針
に
則
り
、
民
間
の
創

意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
、
最
も
効
果
的
に
事
業
の
推
進
が

図
れ
る
ス
キ

i
ム
の
構
築
に
努
め
た
。
こ
の
た
め
、
こ

の
事
業
は
本
格
的

P
F
I事
業
の
第

一
号
と
し
て
、
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
転
前
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
間
借
り
し
て
お
り
、
消
費
者
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
消
費
者
活
動
コ
ー
ナ
ー
も
手
狭
で
、
利

用
し
や
す
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
計
量
検
査
所

も
狭
く
、
基
準
と
な
る
分
銅
の
保
管
に
も
困
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、

P
F
I
の
導
入
で
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
方
式

で
別
々
の
場
所
に
建
設
を
予
定
し
て
い
た
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
と
計
量
検
査
所
を

一
カ
所
に
ま
と
め
、
複
合
施

設
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
計
量
事
業
の
う
ち
特
定

計
量
器
の
検
査
業
務
は
委
託
す

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
利
用
の
利
便

を
考
え
た
余
剰
ス
ペ
ー
ス
に
は

民
間
施
設
に
入
居
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。

暮らしのプラザ外観
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こ
れ
ら
の
事
業
が
定
め
ら
れ

た
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
や
正

し
く
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
に
、
特
別
目
的
会
社

や
維
持
管
理
・
委
託
の
業
務
に
対
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
手
法
で
、
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

こ
の
事
業
は
応
募
し
た
十
六
の
企
業
グ
ル

ー
プ
の
中

か
ら
、
大
手
建
設
会
社
の
前
田
建
設
工
業
側
と
日
本
管

財
閥
ほ
か
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
契
約
し
実
施
し

て
い
る
。
両
社
は
こ
の
事
業
の
た
め
共
同
で
出
資
し
て

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
計
量
検
杢
所
を

P
F
I
で

商
品
テ
ス
ト
、
相
談
業
務
充
実
が
課
題

千
葉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
幹

土
橋
伸
毅

を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

@

千
葉

市

千
葉
市
は
首
都
圏
の
束
、
房
総
半
島
の
付
け
根
に
位

置
し
、
南
に
東
京
湾
が
開
け
、
背
後
に
は
緑
豊
か
な
台

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
人
口
は
九
十
万
人
を
超
え
、
全

国
で
十
二
番
目
の
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
近
年
大
き

く
飛
躍
を
遂
げ
て
き
た
。

江
戸
時
代
は
佐
倉
藩
の
物
資
の
積
み
出
し
港
と
し
て

町
が
形
成
さ
れ
た
。
戦
前
は
軍
隊
の
各
種
施
設
が
置
か

れ
た
こ
と
か
ら
軍
都
と
し
て
、
戦
後
は
、
川
崎
製
鉄
の

進
出
と
千
葉
港
の
整
備
に
よ
り
京
葉
工
業
地
帯
の
中

心
、
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
近
年
は
高
速
道
路

を
は
じ
め
鉄
道
網
の
整
備
で
、
東
京
へ
の
通
勤
圏
と
な

り
、
人
口
が
急
増
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
人
口
増
は
落
ち

着
き
、
市
も
安
定
成
長
期
に
入
り
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
か
ら
独
自
の
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

千
葉
市
は
、
急
速
に
都
市
化
が
進
ん
だ
た
め
、
各
種

の
施
設
を
多
数
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
昭

和
四
十
年
代
か
ら
積
極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
施

設
を
整
備
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
財
政
事
情
の
悪

化
や
施
設
建
設
需
要
の
増
加
な
ど
で
新
た
な
手
法
の
検

討
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
国
は
、
平
成
九
年
の
「
緊
急
経
済
対

策
」
で
、
民
間
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
活
用
に
よ
る

社
会
資
本
整
備
を
行
う
手
法
「

P
F
I
」
を
初
め
て
打

ち
出
し
た
。
翌
十
年
五
月
に

P
F
I
法
を
国
会
に
提
出

し
た
の
を
機
に
、

P
F
I
が
新
た
な
公
共
施
設
の
整
備

手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
た
。

本
市
で
は
、
い
ち
早
く
こ
の
手
法
に
着
目
し
、
同
年

六
月
、
企
画
調
整
局
を
事
務
局
と
す
る
「
新
社
会
資
本

整
備
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、

P
F
I
導
入
の
検
討
を

始
め
た
。
十

一
年
三
月
に
は
、
す
で
に
従
来
方
式
で
進

め
て
い
た
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
計
量
検
査
所
の
複

合
施
設
」
の
建
設
を
千
葉
市
版

P
F
I
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
改
め
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

P
F
I
法
に
基
づ
き
、
十
二

年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
基
本
方
針
に
則
り
、
民
間
の
創

意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
、
最
も
効
果
的
に
事
業
の
推
進
が

図
れ
る
ス
キ

i
ム
の
構
築
に
努
め
た
。
こ
の
た
め
、
こ

の
事
業
は
本
格
的

P
F
I事
業
の
第

一
号
と
し
て
、
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
転
前
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
間
借
り
し
て
お
り
、
消
費
者
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
消
費
者
活
動
コ
ー
ナ
ー
も
手
狭
で
、
利

用
し
や
す
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
計
量
検
査
所

も
狭
く
、
基
準
と
な
る
分
銅
の
保
管
に
も
困
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、

P
F
I
の
導
入
で
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
方
式

で
別
々
の
場
所
に
建
設
を
予
定
し
て
い
た
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
と
計
量
検
査
所
を

一
カ
所
に
ま
と
め
、
複
合
施

設
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
計
量
事
業
の
う
ち
特
定

計
量
器
の
検
査
業
務
は
委
託
す

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
利
用
の
利
便

を
考
え
た
余
剰
ス
ペ
ー
ス
に
は

民
間
施
設
に
入
居
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。
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こ
れ
ら
の
事
業
が
定
め
ら
れ

た
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
や
正

し
く
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
に
、
特
別
目
的
会
社

や
維
持
管
理
・
委
託
の
業
務
に
対
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
手
法
で
、
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

こ
の
事
業
は
応
募
し
た
十
六
の
企
業
グ
ル

ー
プ
の
中

か
ら
、
大
手
建
設
会
社
の
前
田
建
設
工
業
側
と
日
本
管

財
閥
ほ
か
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
契
約
し
実
施
し

て
い
る
。
両
社
は
こ
の
事
業
の
た
め
共
同
で
出
資
し
て

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
計
量
検
杢
所
を

P
F
I
で

商
品
テ
ス
ト
、
相
談
業
務
充
実
が
課
題

千
葉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
幹

土
橋
伸
毅



特
別
目
的
会
社
「
附
ち
ば
シ
テ
ィ
消
費
生
活
ピ

l
エ
フ

ア
イ

・
サ
ー
ビ
ス
」
を
設
立
し
、
施
設
の
建
設
と
(
完

成
後
は
)
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
事
業
費
は
二

十
二
億
二
千
万
円
、
事
業
期
間
は
平
成
十
三
年
か
ら
四

十
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
。
千
葉
市
は
、
こ
の
金
額
を

三
十
年
間
で
支
払
う
。
ま
た
、
ち
ば
シ
テ
ィ
社
に
計
量

検
査
業
務
を
委
託
し
、
委
託
料
を
支
払
う
。

市
の
試
算
で
は

P
F
I
方
式
の
導
入
で
、
事
業
期
間

を
通
じ
た
財
政
負
担
は
約
十
三
億
六
千
万
円
縮
減
で
き

る
。さ

ら
に
、
民
間
施
設
部
分
に
は
ス
ー
パ
ー
と
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
が
入
居
し
た
。
施
設
は
十
三
年
十
月
着
工
、

十
四
年
八
月
に
完
成
し
、
こ
の
九
月
か
ら
新
施
設
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
計
量
検
査
所
の
複
合
施
設
は
、

千
葉
市
の
中
心
部

J
R
千
葉
駅
の
北
口
に
あ
た
る
中
央

区
弁
天
町
に
立
地
し
て
い
る
。
周
囲
は
古
く
か
ら
の
住

宅
地
区
で
、
文
教
地
区
で
も
あ
る
。
近
く
に
は
中
央
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
高
校
、
小
学
校
、
市
営

体
育
館
な
ど
が
あ
る
。

複
合
施
設
は
三
階
建
て
で
、

一
階
に
は
各
種
消
費
生

活
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
情
報

が
検
索
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と
、
計
量
の
歴
史
が

一
目
で

わ
か
る
情
報
プ
ラ
ザ
、
質
量
計
基
準
器
室
、
分
銅
保
管

室
な
ど
の
計
量
検
査
関
係
の
部
屋
が
あ
る
。
二
階
に
は

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
資
料
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
消

費
者
活
動
コ
ー
ナ
ー
、
会
議
室
、
事
務
室
を
配
置
し
た
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
、
個
室
を
設
置
し
た
。
三
階
に
は
商
品
テ

ス
ト
室
、
実
験
実
習
室
、
研
修
講
義
室
な
ど
を
設
け
、

各
種
の
テ
ス
ト
や
講
習
会
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。
さ

ら
に
プ
レ
イ
ル

l
ム
と
授
乳
室
を
つ
く
り
、
小
さ
い
子

供
を
連
れ
た
人
で
も
、
講
習
会
や
会
議
に
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
階
の
大
部
分
に
は
こ
の
事
業
の
特
徴
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
民
間
施
設
が

入
居
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
住
宅
地
区
の
中
に
立
地
し

て
い
る
た
め
緑
化
に
努
め
、
施
設
の
屋
上
や
周
囲
に
植

栽
や
芝
生
を
設
け
た
。
な
お
、
施
設
の
愛
称
「
暮
ら
し

の
プ
ラ
ザ
」
は
、
市
民
か
ら
の
公
募
で
決
め
た
。

以
前
の
施
設
が
間
借
り
と
は
い
え
、
市
役
所
の
前
で

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
新
施
設

は
J
R
千
葉
駅
北
口
か
ら
徒
歩
七
、
八
分
と
若
干
不
便

1階のはかり資料コーナー

に
な
っ
た
た

め
、
来
所
す

る
市
民
が
減

少
す
る
の
で

は
な
い
か
と

、一マド
U

〆
宮
崎

。

化
目
1uナ
ム

し
か
し
、

こ
の
プ
ラ
ザ

が
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
報
道

さ
れ
た
こ
と

か
ら
来
所
す
る
市
民
が
増
加
、
な
か
で
も
消
費
者
相
談

に
来
る
市
民
で
三
室
あ
る
個
別
相
談
室
が
ふ
さ
が
り
っ

ぱ
な
し
と
い
う
日
も
あ
る
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
増
加
し
て
お
り
、
相
談
員
は
大
忙
し
と
い
う
状
態
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
各
種
の
市
民
向
け
講
座
へ
の
応
募
が

多
く
、
市
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
が
あ
る
弁
天
町
松
波
地
区
は
、
古
く
か
ら

の
住
宅
地
区
だ
が
、
近
年
商
庖
街
の
衰
退
で
住
民
か
ら

は
買
い
物
に
不
便
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
営
業
を
始
め
た
こ
と

で
好
評
だ
。
ま
た
、
開
設
前
と
比
べ
人
や
車
の
通
行
量

が
増
加
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
目
立
っ
た
問
題
点
は
な
い
が
、
商

品
テ
ス
ト
や
各
種
講
座
の
充
実
や
施
設
利
用
率
の
向
上
、

相
談
の
増
加
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実
が
問
題
と
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
施
設
の
利
用
者
の

増
加
に
よ
る
駐
車
場
問
題
や
交
通
渋
滞
の
発
生
、
こ
れ

に
伴
う
近
隣
住
民
対
策
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
暮
ら
し
の
プ
ラ
ザ
が
単
な
る
建
物
づ
く
り
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
運
営
や
維
持
管
理
に
民
間
の
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
と
し
て
、
消

費
生
活
に
関
す
る
各
種
の
情
報
の
発
信
基
地
と
な
る
こ

と
こ
そ

P
F
I
の
本
来
の
意
義
と
感
じ
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
二
番
目
、

三
番
目
の

P
F
I
を
活
用
し
た

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
し
、
全
国
か
ら
問
い
合
わ
せ

や
見
学
者
が
多
数
来
て
い
る
。
こ
の
施
設
と
私
た
ち
の

経
験
が
、
少
し
で
も

P
F
I
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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特
別
目
的
会
社
「
附
ち
ば
シ
テ
ィ
消
費
生
活
ピ

l
エ
フ

ア
イ

・
サ
ー
ビ
ス
」
を
設
立
し
、
施
設
の
建
設
と
(
完

成
後
は
)
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
事
業
費
は
二

十
二
億
二
千
万
円
、
事
業
期
間
は
平
成
十
三
年
か
ら
四

十
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
。
千
葉
市
は
、
こ
の
金
額
を

三
十
年
間
で
支
払
う
。
ま
た
、
ち
ば
シ
テ
ィ
社
に
計
量

検
査
業
務
を
委
託
し
、
委
託
料
を
支
払
う
。

市
の
試
算
で
は

P
F
I
方
式
の
導
入
で
、
事
業
期
間

を
通
じ
た
財
政
負
担
は
約
十
三
億
六
千
万
円
縮
減
で
き

る
。さ

ら
に
、
民
間
施
設
部
分
に
は
ス
ー
パ
ー
と
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
が
入
居
し
た
。
施
設
は
十
三
年
十
月
着
工
、

十
四
年
八
月
に
完
成
し
、
こ
の
九
月
か
ら
新
施
設
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
計
量
検
査
所
の
複
合
施
設
は
、

千
葉
市
の
中
心
部

J
R
千
葉
駅
の
北
口
に
あ
た
る
中
央

区
弁
天
町
に
立
地
し
て
い
る
。
周
囲
は
古
く
か
ら
の
住

宅
地
区
で
、
文
教
地
区
で
も
あ
る
。
近
く
に
は
中
央
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
高
校
、
小
学
校
、
市
営

体
育
館
な
ど
が
あ
る
。

複
合
施
設
は
三
階
建
て
で
、

一
階
に
は
各
種
消
費
生

活
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
情
報

が
検
索
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と
、
計
量
の
歴
史
が

一
目
で

わ
か
る
情
報
プ
ラ
ザ
、
質
量
計
基
準
器
室
、
分
銅
保
管

室
な
ど
の
計
量
検
査
関
係
の
部
屋
が
あ
る
。
二
階
に
は

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
資
料
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
消

費
者
活
動
コ
ー
ナ
ー
、
会
議
室
、
事
務
室
を
配
置
し
た
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
、
個
室
を
設
置
し
た
。
三
階
に
は
商
品
テ

ス
ト
室
、
実
験
実
習
室
、
研
修
講
義
室
な
ど
を
設
け
、

各
種
の
テ
ス
ト
や
講
習
会
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。
さ

ら
に
プ
レ
イ
ル

l
ム
と
授
乳
室
を
つ
く
り
、
小
さ
い
子

供
を
連
れ
た
人
で
も
、
講
習
会
や
会
議
に
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
階
の
大
部
分
に
は
こ
の
事
業
の
特
徴
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
民
間
施
設
が

入
居
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
住
宅
地
区
の
中
に
立
地
し

て
い
る
た
め
緑
化
に
努
め
、
施
設
の
屋
上
や
周
囲
に
植

栽
や
芝
生
を
設
け
た
。
な
お
、
施
設
の
愛
称
「
暮
ら
し

の
プ
ラ
ザ
」
は
、
市
民
か
ら
の
公
募
で
決
め
た
。

以
前
の
施
設
が
間
借
り
と
は
い
え
、
市
役
所
の
前
で

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
新
施
設

は
J
R
千
葉
駅
北
口
か
ら
徒
歩
七
、
八
分
と
若
干
不
便

1階のはかり資料コーナー

に
な
っ
た
た

め
、
来
所
す

る
市
民
が
減

少
す
る
の
で

は
な
い
か
と

、一マド
U

〆
宮
崎

。

化
目
1uナ
ム

し
か
し
、

こ
の
プ
ラ
ザ

が
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
報
道

さ
れ
た
こ
と

か
ら
来
所
す
る
市
民
が
増
加
、
な
か
で
も
消
費
者
相
談

に
来
る
市
民
で
三
室
あ
る
個
別
相
談
室
が
ふ
さ
が
り
っ

ぱ
な
し
と
い
う
日
も
あ
る
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
増
加
し
て
お
り
、
相
談
員
は
大
忙
し
と
い
う
状
態
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
各
種
の
市
民
向
け
講
座
へ
の
応
募
が

多
く
、
市
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
が
あ
る
弁
天
町
松
波
地
区
は
、
古
く
か
ら

の
住
宅
地
区
だ
が
、
近
年
商
庖
街
の
衰
退
で
住
民
か
ら

は
買
い
物
に
不
便
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
営
業
を
始
め
た
こ
と

で
好
評
だ
。
ま
た
、
開
設
前
と
比
べ
人
や
車
の
通
行
量

が
増
加
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
目
立
っ
た
問
題
点
は
な
い
が
、
商

品
テ
ス
ト
や
各
種
講
座
の
充
実
や
施
設
利
用
率
の
向
上
、

相
談
の
増
加
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実
が
問
題
と
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
施
設
の
利
用
者
の

増
加
に
よ
る
駐
車
場
問
題
や
交
通
渋
滞
の
発
生
、
こ
れ

に
伴
う
近
隣
住
民
対
策
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
暮
ら
し
の
プ
ラ
ザ
が
単
な
る
建
物
づ
く
り
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
運
営
や
維
持
管
理
に
民
間
の
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
と
し
て
、
消

費
生
活
に
関
す
る
各
種
の
情
報
の
発
信
基
地
と
な
る
こ

と
こ
そ

P
F
I
の
本
来
の
意
義
と
感
じ
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
二
番
目
、

三
番
目
の

P
F
I
を
活
用
し
た

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
し
、
全
国
か
ら
問
い
合
わ
せ

や
見
学
者
が
多
数
来
て
い
る
。
こ
の
施
設
と
私
た
ち
の

経
験
が
、
少
し
で
も

P
F
I
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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井

県
鯖
江

市

鯖
江
市
は
、
人
口
約
六
万
七
千
人
余
の
繊
維
・
眼

鏡
・
漆
器
を
地
場
産
業
と
す
る
地
方
都
市
で
あ
る
。
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
の
生
産
は
国
内
シ
ェ
ア
の
九

O
%
を
占
め
、

繊
維
は
合
繊
織
物
の
中
核
的
位
置
に
あ
り
、
ま
た
、
千

五
百
年
の
伝
統
を
誇
る
越
前
漆
器
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

平
成
七
年
に
は
世
界
体
操
選
手
権
を
開
催
す
る
な
ど
、

国
際
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市

民

・
企
業
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
世
界
に
誇
れ

る
「
国
際
産
業
都
市
」
「
環
境
国
際
都
市
」
を
目
指
し
て

い
る
。

市
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置
し
、
つ
つ
じ
の
名
所
西
山

公
園
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
な
ど
に
利
用
さ
れ
る

欝
陽
会
館
の
駐
車
場
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
「
轡
陽
会

館
駐
車
場
」
は
、
無
料
で
広
く
市
民
に
開
放
し
て
い
た

が
、
私
鉄
の
駅
に
近
く
、
通
勤
の
た
め
の
駐
車
場
に
利

用
す
る
市
民
が
長
時
間
駐
車
す
る
な
ど
、
公
園
や
会
館

を
訪
れ
た
人
が
利
用
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

ま
た
、

J
R
鯖
江
駅
周
辺
に
は
、
開
設
当
初
か
ら
有

料
の
市
営
駐
車
場
が
あ
り
、
同
様
の
公
的
駐
車
場
で
あ

り
な
が
ら

一
方
は
無
料
、
も
う

一
方
は
有
料
と
い
う
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
公
的
駐
車

場
を
利
用
す
る
人
は
応
分
の
負
担
を
す
べ
き
と
の
声
も

大
き
く
、
こ
の
是
正
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
有
料
化
す
る
に
は
、
多
額
の
施
設
整
備
費

が
必
要
で
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
で
は
、
解
決
策
を

見
い
だ
せ
な
い
で
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
公
共
事
業
に
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、
行
政
の
財
政
支
出
を
減
ら
し
な

が
ら
社
会
基
盤
の
整
備
を
促
進
し
よ
う
と
す
る

P
F
I

法
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
民
間
の
資
金
と
技
術
を
活
用
し
た
有
料
化
の
た
め
の

駐
車
場
整
備
が
で
き
な
い
か
検
討
を
開
始
し
た
。
委
員

会
を
設
け
、
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
民
間

人
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
や
調
査
を
行

っ
た
。

検
討
し
て
い
た
当
時
は
、

P
F
I
法
の
成
立
前
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
手
本
と
な
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
手
探
り
の
状
態
だ

っ
た
。
検
討
を
進
め
る
う
ち
、
平
成
十

一
年
七
月
に

P

F
I
法
が
成
立
し
、
事
業
実
現
に
向
け
て
委
員
会
に
も

勢
い
が
つ
い
た
。
数
回
に
わ
た
る
委
員
会
の
議
論
を
経

て
こ
の
二
つ
の
駐
車
場
を
鯖
江
型
の

P
F
I
的
手
法
に

/ 

よ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
他
有
料
駐
車
場
整
備
事
業
」
と

し
て
、
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

旭戚づくり2∞2年12月号⑨14

十

一
年
九
月
に
実
施
方
針
を
公
表
、
十

一
月
に
公
募

型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者
を
募
集
し
た
。
応
募
説
明

会
に
は
二
十

一
社
が
参
加
、
そ
の
う
ち
五
社
か
ら
提
案

書
が
出
さ
れ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
で
内
容
を

審
査
し
、
十
二
年

一
月
に
事
業
予
定
者
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
予
定
者
と
協
議
を
重
ね
二
月
に
事
業
協

定
を
締
結
、
事
業
者
が
設
計
、
建
設
し
、
同
年
四
月
に

供
用
開
始
し
た
。

こ
の
事
業
方
式
は
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
最

大
限
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
駐
車
場
有
料
化
に
必
要
な
施

設
を
民
間
事
業
者
が
設
計
し
て
つ
く
り
、

一
定
の
事
業

期
間
を
管
理
運
営
し
た
後
は
、
施
設
を
市
に
無
償
譲
渡

す
る
い
わ
ゆ
る

B
O
T
方
式
を
採
用
し
た
。
事
業
形
態

は
料
金
収
入
に
よ
る
独
立
採
算
型
で
、
市
は
事
業
用
地

を
無
償
で
事
業
者
に
使
用
を
許
可
し
、
そ
の
他
の
負
担

は

一
切
な
し
で
あ
る
。

整
備
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
が
平
面
遮
断
式
の
入

庫
・
出
庫
機
器
を

一
基
設
置
、
収
容
台
数
は
百
二
十
台
、

轡
陽
会
館
駐
車
場
は
、
機
器
を
二
基
設
置
し
た
。
収
容

台
数
は
二
百
十
五
台
で
事
業
費
は
約
三
千
四
百
万
円
、

駐
車
場
三
力
所
を
整
備
、

7
7
0
ム
ロ
収
窓

コ
ス
ト
削
減
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
図
る

鯖
江
市
土
地
開
発
課
参
事
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査
し
、
十
二
年

一
月
に
事
業
予
定
者
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
予
定
者
と
協
議
を
重
ね
二
月
に
事
業
協

定
を
締
結
、
事
業
者
が
設
計
、
建
設
し
、
同
年
四
月
に

供
用
開
始
し
た
。

こ
の
事
業
方
式
は
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
最

大
限
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
駐
車
場
有
料
化
に
必
要
な
施

設
を
民
間
事
業
者
が
設
計
し
て
つ
く
り
、

一
定
の
事
業

期
間
を
管
理
運
営
し
た
後
は
、
施
設
を
市
に
無
償
譲
渡

す
る
い
わ
ゆ
る

B
O
T
方
式
を
採
用
し
た
。
事
業
形
態

は
料
金
収
入
に
よ
る
独
立
採
算
型
で
、
市
は
事
業
用
地

を
無
償
で
事
業
者
に
使
用
を
許
可
し
、
そ
の
他
の
負
担

は

一
切
な
し
で
あ
る
。

整
備
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
が
平
面
遮
断
式
の
入

庫
・
出
庫
機
器
を

一
基
設
置
、
収
容
台
数
は
百
二
十
台
、

轡
陽
会
館
駐
車
場
は
、
機
器
を
二
基
設
置
し
た
。
収
容

台
数
は
二
百
十
五
台
で
事
業
費
は
約
三
千
四
百
万
円
、

駐
車
場
三
力
所
を
整
備
、

7
7
0
ム
ロ
収
窓

コ
ス
ト
削
減
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
図
る

鯖
江
市
土
地
開
発
課
参
事

佐
々
木
博
隆

」



事
業
期
間
は
六
年
。

供
用
開
始
後
の
利
用
状
況
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
が
年

間
約
二
万
五
千
台
、
郷
向
陽
会
館
駐
車
場
が
約
十
万
四
千

台
で
あ
る
。
利
用
料
金
は
、

二
十
四
時
間
以
内
三
百
円
、

以
後
は
二
十
四
時
間
ご
と
に
六
百
円
加
算
と
な
っ
て
い

る
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
は

一
時
間
、
郷
同
陽
会
館
は
二
時

間
の
無
料
時
間
を
設
定
し
た
。

ま
た
、
欝
陽
会
館
駐
車
場
は
、
会
館
を
公
用
利
用
し

た
場
合
は
無
料
と
し
て
い
る
。
二
年
間
の
料
金
収
入
は
、

採
算
ベ

l
ス
に
近
い
収
入
額
で
あ
っ
た
。

利
用
者
の
反
応
は
、
こ
れ
ま
で
無
料
開
放
で
あ
っ
た

た
め
、
有
料
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
当
初
は

一
部
不
満

の
声
が
あ
っ
た
が
、
無
断
駐
車
が
激
減
し
、
施
設
利
用

者
に
は
喜
ば
れ
て
い
る
。
近
隣
住
民
か
ら
は
夜
間
に
若

者
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
評
判
が
よ
い
。

市
も
西
山
公
園
や
構
陽
会
館
駐
車
場
と
し
て
の
本
来
の

役
割
が
回
復
で
き
、
秩
序
あ
る
駐
車
場
管
理
も
確
保
で

き
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
成
果
を
受
け
て
、
平
成
十
二
年
度
に
「
北
鯖
江

駅
周
辺
有
料
駐
車
場
整
備
事
業
」
「
公
立
丹
南
病
院
有
料

駐
車
場
整
備
事
業
」
を
同
様
の
事
業
手
法
で
整
備
、
い

ず
れ
も
十
三
年
四
月
に
供
用
開
始
し
た
。

北
鯖
江
駅
周
辺
駐
車
場
は
、

J
R
北
鯖
江
駅
を
利
用

す
る
通
勤
者
な
ど
の
利
便
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
の
目
的
で
整
備
し
た
。
整
備
前
は
市
の
遊
休

地
を
市
民
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
、
駐
車
場
と
し
て

の
機
能
を
備
え
て
お
ら
ず
、
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

こ
の
施
設
は
、
駅
周
辺
三
カ
所
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
有
料
駐
車
場
を
新
設
し
た
も
の
で
、
平
面
遮
断
式

の
入
庫
・
出
庫
機
器
を
コ
一
基
設
置
、
収
容
台
数
は
百
四

十
九
台
で
あ
る
。
事
業
費
は
約
四
千
四
百
万
円
、
事
業

期
間
は
九
年
で
あ
る
。

供
用
開
始
後
の
利
用
状
況
は
、
年
間
約
二
万
七
千
台

で
、
初
年
度
は
当
初
想
定
し
た
利
用
率
を
下
回
っ
て
お

り
、
採
算
ベ

i
ス
の
料
金
収
入
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

徐
々
に
利
用
率
が
向
上
し
て
お
り
、
民
間
事
業
者
側
は
、

事
業
期
間
終
了
ま
で
に
は
採
算
が
取
れ
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
利
用
料
金
は
、

一
時
間
以
内
百
円
、

二
時
間
以

内
二
百
円
、

二
十
四
時
間
以
内
三
百
円
、
以
後
は
二
十

四
時
間
ご
と
に
六
百
円
加
算
。
利
用
者
の
利
便
を
図
る

た
め
、
六
十
台
分
を

一
カ
月
三
千
円
の
月
極
め
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
公
立
丹
南
病
院
駐
車
場
は
、
病
院
利
用
者
の

利
便
を
図
る
た
め
に
、
損
傷
が
著
し
い
既
存
の
来
院
者

駐
車
場
と
手
狭
で
あ
っ
た
職
員
駐
車
場
を
、
病
院
改
修

に
併
せ
て
有
料
駐
車
場
と
し
て
再
整
備
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
融
雪
設
備
を
備
え
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
来

院
者
駐
車
場
と
職
員
駐
車
場
に
、
平
面
遮
断
式
の
入

庫
・
出
庫
機
器
を
二
基
設
置
、
収
容
台
数
は
来
院
者
用

百
五
十
台
、
職
員
用
百
四
十
台
で
あ
る
。
事
業
費
は
約

四
千
三
百
万
円
、
事
業
期
間
は
六
年
で
あ
る
。
供
用
開

始
後
の
利
用
状
況
は
、
年
間
約
二
十
三
万
台
で
あ
る
。

来
院
者
駐
車
場
の
利
用
料
金
は
従
来
無
料
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

供
用
開
始
か
ら
三
年
間
は
、

三
時
間
ま
で
無
料
、
以
後

一
時
間
ご
と
に
百
円
加
算
、
四
年
目
か
ら
は
三
十
分
無

料
、
以
後
三
時
間
以
内
百
円
、

そ
れ
以
後
は

一
時
間
ご
と
に
百

円
加
算
。
職
員
駐
車
場
は

一
カ

月
千
五
百
円
の
月
極
め
と
し
て

い
る
。
二
段
階
の
料
金
体
系
の

た
め
、
現
在
は
採
算
ベ

l
ス
に

至
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
期
間

終
了
ま
で
に
は
採
算
が
取
れ
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

以
上
、
事
業
採
算
ベ

1
ス
の

収
入
確
保
に
課
題
が
あ
る
が
、

市
に
と
っ
て
は
、
財
政
負
担
も

な
く
目
的
に
添
っ
た
施
設
整

備
・
運
営
が
な
さ
れ
、

P
F
I

事
業
と
し
て
の
成
果
が
得
ら
れ

た
と
高
い
評
価
を
し
て
い
る
。

現
在
、
四
カ
所
目
の

P
F
I

事
業
と
し
て
、

J
R
鯖
江
駅
周

辺
で
有
料
駐
車
場
の
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
こ
の

手
法
を
活
用
し
た
整
備

・
運
営

を
検
討
し
て
お
り
、
厳
し
い
行

財
政
環
境
に
お
い
て
、
公
共
事

業
の
コ
ス
ト
軽
減
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
有
効
な

手
法
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

轡陽会館駐車場(左)と公立丹南病院駐車場(右)
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事
業
期
間
は
六
年
。

供
用
開
始
後
の
利
用
状
況
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
が
年

間
約
二
万
五
千
台
、
郷
向
陽
会
館
駐
車
場
が
約
十
万
四
千

台
で
あ
る
。
利
用
料
金
は
、

二
十
四
時
間
以
内
三
百
円
、

以
後
は
二
十
四
時
間
ご
と
に
六
百
円
加
算
と
な
っ
て
い

る
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
は

一
時
間
、
郷
同
陽
会
館
は
二
時

間
の
無
料
時
間
を
設
定
し
た
。

ま
た
、
欝
陽
会
館
駐
車
場
は
、
会
館
を
公
用
利
用
し

た
場
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は
無
料
と
し
て
い
る
。
二
年
間
の
料
金
収
入
は
、

採
算
ベ

l
ス
に
近
い
収
入
額
で
あ
っ
た
。

利
用
者
の
反
応
は
、
こ
れ
ま
で
無
料
開
放
で
あ
っ
た

た
め
、
有
料
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
当
初
は

一
部
不
満

の
声
が
あ
っ
た
が
、
無
断
駐
車
が
激
減
し
、
施
設
利
用

者
に
は
喜
ば
れ
て
い
る
。
近
隣
住
民
か
ら
は
夜
間
に
若

者
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
評
判
が
よ
い
。

市
も
西
山
公
園
や
構
陽
会
館
駐
車
場
と
し
て
の
本
来
の

役
割
が
回
復
で
き
、
秩
序
あ
る
駐
車
場
管
理
も
確
保
で

き
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
成
果
を
受
け
て
、
平
成
十
二
年
度
に
「
北
鯖
江

駅
周
辺
有
料
駐
車
場
整
備
事
業
」
「
公
立
丹
南
病
院
有
料

駐
車
場
整
備
事
業
」
を
同
様
の
事
業
手
法
で
整
備
、
い

ず
れ
も
十
三
年
四
月
に
供
用
開
始
し
た
。

北
鯖
江
駅
周
辺
駐
車
場
は
、

J
R
北
鯖
江
駅
を
利
用

す
る
通
勤
者
な
ど
の
利
便
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
の
目
的
で
整
備
し
た
。
整
備
前
は
市
の
遊
休

地
を
市
民
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
、
駐
車
場
と
し
て

の
機
能
を
備
え
て
お
ら
ず
、
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
。
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こ
の
施
設
は
、
駅
周
辺
三
カ
所
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
有
料
駐
車
場
を
新
設
し
た
も
の
で
、
平
面
遮
断
式

の
入
庫
・
出
庫
機
器
を
コ
一
基
設
置
、
収
容
台
数
は
百
四

十
九
台
で
あ
る
。
事
業
費
は
約
四
千
四
百
万
円
、
事
業

期
間
は
九
年
で
あ
る
。

供
用
開
始
後
の
利
用
状
況
は
、
年
間
約
二
万
七
千
台

で
、
初
年
度
は
当
初
想
定
し
た
利
用
率
を
下
回
っ
て
お

り
、
採
算
ベ

i
ス
の
料
金
収
入
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

徐
々
に
利
用
率
が
向
上
し
て
お
り
、
民
間
事
業
者
側
は
、

事
業
期
間
終
了
ま
で
に
は
採
算
が
取
れ
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
利
用
料
金
は
、

一
時
間
以
内
百
円
、

二
時
間
以

内
二
百
円
、

二
十
四
時
間
以
内
三
百
円
、
以
後
は
二
十

四
時
間
ご
と
に
六
百
円
加
算
。
利
用
者
の
利
便
を
図
る

た
め
、
六
十
台
分
を

一
カ
月
三
千
円
の
月
極
め
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
公
立
丹
南
病
院
駐
車
場
は
、
病
院
利
用
者
の

利
便
を
図
る
た
め
に
、
損
傷
が
著
し
い
既
存
の
来
院
者

駐
車
場
と
手
狭
で
あ
っ
た
職
員
駐
車
場
を
、
病
院
改
修

に
併
せ
て
有
料
駐
車
場
と
し
て
再
整
備
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
融
雪
設
備
を
備
え
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
来

院
者
駐
車
場
と
職
員
駐
車
場
に
、
平
面
遮
断
式
の
入

庫
・
出
庫
機
器
を
二
基
設
置
、
収
容
台
数
は
来
院
者
用

百
五
十
台
、
職
員
用
百
四
十
台
で
あ
る
。
事
業
費
は
約

四
千
三
百
万
円
、
事
業
期
間
は
六
年
で
あ
る
。
供
用
開

始
後
の
利
用
状
況
は
、
年
間
約
二
十
三
万
台
で
あ
る
。

来
院
者
駐
車
場
の
利
用
料
金
は
従
来
無
料
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
段
階
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、

供
用
開
始
か
ら
三
年
間
は
、

三
時
間
ま
で
無
料
、
以
後

一
時
間
ご
と
に
百
円
加
算
、
四
年
目
か
ら
は
三
十
分
無

料
、
以
後
三
時
間
以
内
百
円
、

そ
れ
以
後
は

一
時
間
ご
と
に
百

円
加
算
。
職
員
駐
車
場
は

一
カ

月
千
五
百
円
の
月
極
め
と
し
て

い
る
。
二
段
階
の
料
金
体
系
の

た
め
、
現
在
は
採
算
ベ

l
ス
に

至
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
期
間

終
了
ま
で
に
は
採
算
が
取
れ
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

以
上
、
事
業
採
算
ベ

1
ス
の

収
入
確
保
に
課
題
が
あ
る
が
、

市
に
と
っ
て
は
、
財
政
負
担
も

な
く
目
的
に
添
っ
た
施
設
整

備
・
運
営
が
な
さ
れ
、

P
F
I

事
業
と
し
て
の
成
果
が
得
ら
れ

た
と
高
い
評
価
を
し
て
い
る
。

現
在
、
四
カ
所
目
の

P
F
I

事
業
と
し
て
、

J
R
鯖
江
駅
周

辺
で
有
料
駐
車
場
の
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
こ
の

手
法
を
活
用
し
た
整
備

・
運
営

を
検
討
し
て
お
り
、
厳
し
い
行

財
政
環
境
に
お
い
て
、
公
共
事

業
の
コ
ス
ト
軽
減
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
有
効
な

手
法
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
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15⑨il!!峨づくり2∞2年12月号



を

活
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ま

ち
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く
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岐

阜

県

平
成
十
二
年
七
月
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ワ
ー
ル

ド
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
・

G
I
F
U
」
(
愛
称
一
ア
ク
テ
ィ

ブ
G
。
以
下
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
)
は、

J
R
東
海
道
本

線
岐
車
駅
の
高
架
下
に
整
備
さ
れ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
体
感
型
複
合
商
業
文
化
施
設
で
あ
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

G
は
、
岐
阜
県
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
、
活
力
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
「
お
し
ゃ
れ
」
「
健
康
」
「
楽
市
楽
座
」
の
三
つ

を
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
世
界
の
デ
ザ
イ
ン
情
報
発
信

拠
点
を
目
指
す
「

T
A
K
U
M
I
工
房
」
(
三
階
)
、
メ

イ
ド
イ
ン
岐
阜
を
体
感
で
き
る
飲
食
・
物
販
施
設
の

「
楽
市
楽
座
」
(
二
階
)
、
天
然
温
泉
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

を
融
合
し
た
健
康
施
設
(
一
、
二
階
)
な
ど
の
ゾ

l
ン

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
「
T
A
K
U
M
I
工
房
」
は
、
単
な
る
商
業

施
設
と
し
て
の
駅
ピ
ル
か
ら
脱
皮
し
た
、

J
フ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
提
案
型
μ

施
設
を
標
梼
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
の

代
表
的
な
ゾ

l
ン
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

た
く
み

同
工
房
は
、
飛
騨
の
匠
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
産
業
、

地
場
産
業
で
あ
る
ア
パ
レ

ル
、
刃
物
、
和
紙
、
陶
磁
器
な
ど
の
約
四
十
の
各
種
工

房
で
構
成
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
職
人
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
匠
が
集
い
、
作
品
の
製
作
や

展
示
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
木
工
な
ど
の
共
用
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、
創
作
者
が
二
十
四
時
間
自
由

に
腕
を
振
る
え
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

工
房
を
訪
れ
る

一
般
の
人
に
も

ρ

モ
ノ
づ
く
り
μ

を
楽

し
み
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
事
業

「
T
A
K
U
M
I
ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
展
開
し
て
い
る
。

「
楽
市
楽
座
」
に
は
飲
食
、
物
販
、
サ
ー
ビ
ス
の
十
八

庖
舗
が
入
居
し
て
お
り
、
生
鮮
食
品
売
場
や
飲
食
庖
で

は
、
岐
阜
の
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
は
「
二
O
三
O
年
の
岐
阜
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と
め
ら
れ
、
屋
内
に

い
な
が
ら
街
歩
き
感
覚
が
楽
し
め
る
。

「
健
康
」
を
テ

l
マ
と
す
る
ゾ

l
ン
は
、
プ
ー
ル
、

シ
ン
ジ
ム
、
ゴ
ル
フ
レ
ン
ジ
な
ど
の
設
備
の
あ
る
会
員

制
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
、
駅
内
の
施
設
と
し
て

全
国
的
に
も
珍
し
い
天
然
温
泉
な
ど
が
複
合
し
た
健

康
・
リ
ラ
ク
ゼ

l
シ
ヨ
ン
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

コ
コ

ロ
も
カ
ラ
ダ
も
快
適
に
な
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

地織づくり2002年12月号⑨16

で
き
る
。

マ

ア
ク
テ
ィ
ブ

G
の
開
発
は
、

J
R
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
よ
っ
て
岐
阜
駅
が
高
架
化
さ
れ
、
そ
の
広
大

な
高
架
下
空
間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
に

岐
阜
県
、
岐
車
市
、

J
R
東
海
の
三
者
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
け
て
、
検
討
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
七
年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
区
域
を
定
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
と
負
担
で
開
発
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

以
降
県
は
、

J
R
岐
阜
駅
の
西
側
、
延
長
約
三
百

M
、

三
層
あ
る
高
架
下
空
間
約
三
万
七
千
平
方

M
に
つ
い
て

開
発
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
新
し
い
県
都
の
顔

づ
く
り
」
「
岐
阜
駅
周
辺
地
域
の
魅
力
、
活
力
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」
を
目
的
と
し
て
、
進
出
可
能
性
の
あ
る

テ
ナ
ン
ト
や
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
へ
の
誘
致
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

し
か
し
、
名
古
屋
と
い
う
大
都
市
圏
に
近
接
し
て
い

る
こ
と

(
J
R
で
十
八
分
)
、
岐
阜
駅
周
辺
の
再
開
発

岐
阜
駅
周
辺
活
性
化
起
爆
剤
の
役
割
担
う

体
感
型
夜
令
施
設
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
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ド
デ
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テ
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ア
ク
テ
ィ
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。
以
下
、
ア
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テ
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ブ
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は、

J
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東
海
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本

線
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車
駅
の
高
架
下
に
整
備
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れ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
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体
感
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商
業
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化
施
設
で
あ
る
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岐
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し
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、
に
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わ
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を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
「
お
し
ゃ
れ
」
「
健
康
」
「
楽
市
楽
座
」
の
三
つ

を
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
世
界
の
デ
ザ
イ
ン
情
報
発
信

拠
点
を
目
指
す
「
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I
工
房
」
(
三
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、
メ
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ン
岐
阜
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体
感
で
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る
飲
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・
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の

「
楽
市
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座
」
(
二
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、
天
然
温
泉
と
フ
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ト
ネ
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を
融
合
し
た
健
康
施
設
(
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、
二
階
)
な
ど
の
ゾ
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ン

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
「
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I
工
房
」
は
、
単
な
る
商
業
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と
し
て
の
駅
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ら
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、
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ス
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、
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の
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に
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さ
れ
る
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産
業
、

地
場
産
業
で
あ
る
ア
パ
レ
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、
刃
物
、
和
紙
、
陶
磁
器
な
ど
の
約
四
十
の
各
種
工

房
で
構
成
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
職
人
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
匠
が
集
い
、
作
品
の
製
作
や

展
示
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
木
工
な
ど
の
共
用
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、
創
作
者
が
二
十
四
時
間
自
由

に
腕
を
振
る
え
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

工
房
を
訪
れ
る

一
般
の
人
に
も

ρ

モ
ノ
づ
く
り
μ

を
楽

し
み
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
事
業

「
T
A
K
U
M
I
ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
展
開
し
て
い
る
。

「
楽
市
楽
座
」
に
は
飲
食
、
物
販
、
サ
ー
ビ
ス
の
十
八

庖
舗
が
入
居
し
て
お
り
、
生
鮮
食
品
売
場
や
飲
食
庖
で

は
、
岐
阜
の
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
は
「
二
O
三
O
年
の
岐
阜
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と
め
ら
れ
、
屋
内
に

い
な
が
ら
街
歩
き
感
覚
が
楽
し
め
る
。

「
健
康
」
を
テ

l
マ
と
す
る
ゾ

l
ン
は
、
プ
ー
ル
、

シ
ン
ジ
ム
、
ゴ
ル
フ
レ
ン
ジ
な
ど
の
設
備
の
あ
る
会
員

制
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
、
駅
内
の
施
設
と
し
て

全
国
的
に
も
珍
し
い
天
然
温
泉
な
ど
が
複
合
し
た
健

康
・
リ
ラ
ク
ゼ

l
シ
ヨ
ン
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

コ
コ

ロ
も
カ
ラ
ダ
も
快
適
に
な
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
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で
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る
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ア
ク
テ
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ブ
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の
開
発
は
、

J
R
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
よ
っ
て
岐
阜
駅
が
高
架
化
さ
れ
、
そ
の
広
大

な
高
架
下
空
間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
に

岐
阜
県
、
岐
車
市
、

J
R
東
海
の
三
者
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
け
て
、
検
討
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
七
年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
区
域
を
定
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
と
負
担
で
開
発
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

以
降
県
は
、

J
R
岐
阜
駅
の
西
側
、
延
長
約
三
百

M
、

三
層
あ
る
高
架
下
空
間
約
三
万
七
千
平
方

M
に
つ
い
て

開
発
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
新
し
い
県
都
の
顔

づ
く
り
」
「
岐
阜
駅
周
辺
地
域
の
魅
力
、
活
力
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」
を
目
的
と
し
て
、
進
出
可
能
性
の
あ
る

テ
ナ
ン
ト
や
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
へ
の
誘
致
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

し
か
し
、
名
古
屋
と
い
う
大
都
市
圏
に
近
接
し
て
い

る
こ
と

(
J
R
で
十
八
分
)
、
岐
阜
駅
周
辺
の
再
開
発

岐
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周
辺
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化
起
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の
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の
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事
業
の
進
行
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
商
圏
に
魅
力
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
誘
致
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。
そ

う
し
た
中
で
唯

一
、
具
体
的
な
開
発
計
画
を
提
示
し
た

の
が
森
ピ
ル
都
市
企
画
制

(
当
時
は
森
ピ
ル
流
通
シ
ス

テ
ム
側
、
本
社
東
京
都
港
区
)
で
あ
っ
た
。

開
発
の
ス
キ

l
ム
は
、
森
ピ
ル
都
市
企
画
が
施
設
の

建
設
に
あ
た
り
、
十
年
間
分
割
払
い
で
県
が
買
い
取
る

と
と
も
に
、
施
設
を
森
ピ
ル
都
市
企
画
に

一
括
し
て
貸

し
付
け
、
同
社
が
二
十
年
間
施
設
運
営
に
あ
た
る
。

B

T
O
(民
間
事
業
者
が
自
ら
資
金
調
達
を
行
い
、
施
設

を
建
設
後
、
そ
の
所
有
権
を
公
共
に
移
転
し
、
そ
の
引

き
換
え
に
施
設
の
使
用
権
を
得
る
方
式
)
に
類
似
し
た

P
F
I
的
な
事
業
で
あ
る
。

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
主
な
理
由
と
し
て
は
、
商
圏

の
魅
力
不
足
な
ど
の
た
め
、
開
発
資
金
(
初
期
投
資
)

の
回
収
の
見
込
み
が
難
し
い
と
い
う
事
情
の
ほ
か
に
、

「
民
間
が
建
設
し
た
施
設
を
分
割
払
い
で
買
い
取
る
こ

と
で
、
開
発
資
金
を
平
均
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
民
間
に
よ
る
整
備
の
ほ
う
が
、
公
共
よ
り
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
開
発
段
階
か
ら
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
な
が
ら
の
開
発
が
で
き
る
」
な

ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

集
客
実
績
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
初
見
込
み
の
年
間

二
百
万
人
を
大
幅
に
上
回
る
約
五
百
万
人
(
一
日
平
均

一
万
四
千
人
)
が
来
場
し
て
い
る
勘
定
で
、
県
内
を
代

表
す
る
他
の
大
型
商
業
施
設
の
平
日
来
場
者
数
が
約
一

万
人
か
ら

一
万
六
千
人
な
の
で
、

J
R
駅
に
隣
接
す
る

立
地
事
情
を
考
え
て
も
、
大
い
に
健
闘
し
て
い
る
と
言

え
る
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
七
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
今
年
九

月
ま
で
の
二
十
七
カ
月
間
で
、
官
民
合
わ
せ
て
約
二
百

五
十
団
体
の
七
千
五
百
人
が
訪
れ
て
お
り
、
日
本
国
内

を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
視
察
が
あ

っ
た
。

T
A
K
U
M
I
工
房
で
開
講
し
て
い
る
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
ジ
ユ
エ
リ

1
、
陶
芸
、
吹
き
ガ
ラ
ス
、
和
紙
ち

ぎ
り
絵
、
彫
金
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
講
座

が
あ
り
、
会
員
数
は
約
千
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

会
員
構
成
は
岐
阜
県
内
の
参
加
者
が
中
心
で
、
女
性
が

八
割
以
上
で
圧
倒
的
に
多
く
、
世
代
と
し
て
は
二
十
代

と
三
十
代
で
五
割
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
若
い
世
代
に

人
気
が
あ
る
。
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る

若
者
に
と
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は

一
つ
の
溜
ま
り
場
と

な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

T
A
K
U
M
I
工
房
は
、
県
が
進
め
る
デ
ザ
イ
ン
戦

略
の
重
要
な

一
つ
の
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
事
業
内
容
は
、
岐
阜
県
の
伝
統
的
な
地
場
産
業
を

背
景
に
、
当
該
産
業
の
振
興
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
施
策

を
反
映
す
る
な
ど
、
他
の
施
設
と
比
べ
て
公
益
性
の
強

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

G
が
県
有
財
産
で
あ
る
以
上
、
県
民
や

地
域
に
相
応
の
メ
リ

ッ
ト
を
還
元
で
き
る
だ
け
の
成
果

が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
た
め

T
A
K
U
M
I
工

房
で
は
、
学
校
、
市
民
、
文
化
団
体
な
ど
へ
働
き
か
け
、

地
域
住
民
が
楽
し
く
H

匠
た
ち
H

と
交
流
し
、
自
分
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
企
画
運
営
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
を
単
な
る
駅
ピ
ル
と

は
異
な
る
施
設
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
最
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

G
の
整
備
に
よ
り
、
沈
滞
気
味
だ

っ
た

岐
阜
駅
周
辺
の
民
間
の
再
開
発
事
業
が
次
々
に
打
ち
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
駅
前
を
中
心
と
し
た
都
市
空
間
の

機
能
整
備
の
た
め
、
駅
周
辺
の
公
共
関
連
施
設
の
連
携

し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
衰
退
傾
向
に
あ

っ

た
中
心
市
街
地
の

ρ
起
爆
剤
H

と
し
て
の
効
果
も
生
ん

で
い
る
。

現
在
、

二
階
の

一
部
分
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
見

直
す
な
ど
の
課
題
も
抱
え
て
お
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
の

施
設
運
営
に
関
す
る
苦
労
も
尽
き
な
い
が
、
岐
阜
県
と

森
ビ
ル
都
市
企
画
側
と
の
二
人
三
脚
に
よ
る
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
岐
車
駅
周
辺
地
域
は
も
と
よ
り
、
岐
阜

県
全
体
の
活
性
化
の

ρ

起
爆
剤
μ

と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
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事
業
の
進
行
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
商
圏
に
魅
力
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
誘
致
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。
そ

う
し
た
中
で
唯

一
、
具
体
的
な
開
発
計
画
を
提
示
し
た

の
が
森
ピ
ル
都
市
企
画
制

(
当
時
は
森
ピ
ル
流
通
シ
ス

テ
ム
側
、
本
社
東
京
都
港
区
)
で
あ
っ
た
。

開
発
の
ス
キ

l
ム
は
、
森
ピ
ル
都
市
企
画
が
施
設
の

建
設
に
あ
た
り
、
十
年
間
分
割
払
い
で
県
が
買
い
取
る

と
と
も
に
、
施
設
を
森
ピ
ル
都
市
企
画
に

一
括
し
て
貸

し
付
け
、
同
社
が
二
十
年
間
施
設
運
営
に
あ
た
る
。

B

T
O
(民
間
事
業
者
が
自
ら
資
金
調
達
を
行
い
、
施
設

を
建
設
後
、
そ
の
所
有
権
を
公
共
に
移
転
し
、
そ
の
引

き
換
え
に
施
設
の
使
用
権
を
得
る
方
式
)
に
類
似
し
た

P
F
I
的
な
事
業
で
あ
る
。

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
主
な
理
由
と
し
て
は
、
商
圏

の
魅
力
不
足
な
ど
の
た
め
、
開
発
資
金
(
初
期
投
資
)

の
回
収
の
見
込
み
が
難
し
い
と
い
う
事
情
の
ほ
か
に
、

「
民
間
が
建
設
し
た
施
設
を
分
割
払
い
で
買
い
取
る
こ

と
で
、
開
発
資
金
を
平
均
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
民
間
に
よ
る
整
備
の
ほ
う
が
、
公
共
よ
り
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
開
発
段
階
か
ら
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
な
が
ら
の
開
発
が
で
き
る
」
な

ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

集
客
実
績
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
初
見
込
み
の
年
間

二
百
万
人
を
大
幅
に
上
回
る
約
五
百
万
人
(
一
日
平
均

一
万
四
千
人
)
が
来
場
し
て
い
る
勘
定
で
、
県
内
を
代

表
す
る
他
の
大
型
商
業
施
設
の
平
日
来
場
者
数
が
約
一

万
人
か
ら

一
万
六
千
人
な
の
で
、

J
R
駅
に
隣
接
す
る

立
地
事
情
を
考
え
て
も
、
大
い
に
健
闘
し
て
い
る
と
言

え
る
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
七
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
今
年
九

月
ま
で
の
二
十
七
カ
月
間
で
、
官
民
合
わ
せ
て
約
二
百

五
十
団
体
の
七
千
五
百
人
が
訪
れ
て
お
り
、
日
本
国
内

を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
視
察
が
あ

っ
た
。

T
A
K
U
M
I
工
房
で
開
講
し
て
い
る
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
ジ
ユ
エ
リ

1
、
陶
芸
、
吹
き
ガ
ラ
ス
、
和
紙
ち

ぎ
り
絵
、
彫
金
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
講
座

が
あ
り
、
会
員
数
は
約
千
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

会
員
構
成
は
岐
阜
県
内
の
参
加
者
が
中
心
で
、
女
性
が

八
割
以
上
で
圧
倒
的
に
多
く
、
世
代
と
し
て
は
二
十
代

と
三
十
代
で
五
割
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
若
い
世
代
に

人
気
が
あ
る
。
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る

若
者
に
と
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は

一
つ
の
溜
ま
り
場
と

な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

T
A
K
U
M
I
工
房
は
、
県
が
進
め
る
デ
ザ
イ
ン
戦

略
の
重
要
な

一
つ
の
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
事
業
内
容
は
、
岐
阜
県
の
伝
統
的
な
地
場
産
業
を

背
景
に
、
当
該
産
業
の
振
興
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
施
策

を
反
映
す
る
な
ど
、
他
の
施
設
と
比
べ
て
公
益
性
の
強

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

ア
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ィ
ブ

G
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県
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あ
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、
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れ
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、
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と
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特
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い
る
最
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
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。
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の
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に
よ
り
、
沈
滞
気
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だ

っ
た
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再
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が
次
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に
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と
と
も
に
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中
心
と
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都
市
空
間
の

機
能
整
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、
駅
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辺
の
公
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関
連
施
設
の
連
携
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た
取
り
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が
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な
ど
、
衰
退
傾
向
に
あ

っ

た
中
心
市
街
地
の

ρ
起
爆
剤
H

と
し
て
の
効
果
も
生
ん

で
い
る
。

現
在
、

二
階
の

一
部
分
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
見

直
す
な
ど
の
課
題
も
抱
え
て
お
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
の

施
設
運
営
に
関
す
る
苦
労
も
尽
き
な
い
が
、
岐
阜
県
と

森
ビ
ル
都
市
企
画
側
と
の
二
人
三
脚
に
よ
る
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
岐
車
駅
周
辺
地
域
は
も
と
よ
り
、
岐
阜

県
全
体
の
活
性
化
の

ρ

起
爆
剤
μ

と
な
る
こ
と
を
期
待

し
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い
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を

活

か

し

た

ま

ぢ

づ

く

り

@

神

戸
市

神
戸
市
で
は
従
来
か
ら
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
開
発
、

2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
神
戸
会
場
と

な
っ
た
神
戸
ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
な
ど
に
、

民
間
活
力
を
取
り
入
れ
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
平
成
十

一
年
七
月
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用

に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、
庁
内
に
関
係
課
長
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る

P
F
I
推
進
会
議
を
設
置
し
、

P
F
I

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
P
F
I
は
、
民
間

の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能
力
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
施
設
を
整
備
し
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
、
民
間

が
創
意
工
夫
し
や
す
い
事
業
か
ら
、
順
次
導
入
を
進
め

て
き
た
。

P
F
I
手
法
を
取
り
入
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
既
に

①
国
民
宿
舎
摩
耶
ロ
ッ
ジ
②

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
フ
イ
ツ

シ
ャ
リ

l
ナ
|
の
二
つ
が
あ
り
、
今
後
導
入
を
予
定
し

て
い
る
施
設
と
し
て
、
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
再
整
備

事
業
が
あ
る
。

摩
耶
ロ
ッ
ジ
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
の
摩
耶
山

頂
に
あ
る
国
民
宿
舎
だ
が
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
被

害
に
遭
い
、
運
営
を
休
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
甲
・

摩
耶
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
十
三
年
三
月
の
摩

耶
ケ
ー
ブ
ル

・
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
再
間
に
合
わ
せ
、

P

F
I
手
法
を
活
用
し
て
、
南
欧
風
ホ
テ
ル
「
オ
テ
ル
・

ド
・
摩
耶
」
を
同
年
七
月
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
。

客
室
は
全
部
で
三
十

一
室
(
定
員
七
十
六
人
)
、
和
室

か
ら
洋
室
に
変
更
し
た
ほ
か
、
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
料

理
や
展
望
ジ
ャ
グ
ジ

l
風
呂
を
導
入
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
開
業
か
ら

一
年
間
の
客
室
稼
働
率
は
五
七
%
、

二
年
目
の
十
四
年
八
月
の
客
室
稼
働
率
は
、
九
七
%
と

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ド

l
ル
ハ
ウ
ス
、
版
画
な
ど
の
体
験
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
の

P
F
I
手
法
に
よ
る
再
整
備
は
、
十
二

年
八
月
二
日
に
実
施
方
針
の
策
定
、
同
月
七
日
に
特
定

事
業
の
選
定
を
行
い
、
六
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
提

案
が
あ
っ
た
。
事
業
者
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
た
後
に
、
鹿
島
建
設
側
に

決
定
し
た
。

同
社
は
、
ホ
テ
ル
の
整
備
を
行
い
、
維
持
管
理
や
運

営
は

J
T
B
の
子
会
社
で
あ
る
側
ジ
エ
イ
コ
ム
に
委
託

し
て
お
り
、
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理
、
運

営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
は
財
政
負
担
と
し
て
、
施
設
の
再
整
備
に
か
か
っ

た
費
用
五
億
円
を
二
十
年
間
で
均
等
払
い
す
る
ほ
か
、

施
設
の
維
持
管
理
運
営
経
費
を
ホ
テ
ル
利
用
者
か
ら
徴

収
す
る
宿
泊
料
収
入
の
範
囲
内
で
事
業
者
に
支
払
っ
て

い
る
。
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こ
の
施
設
は
地
方
自
治
法
上
の
「
公
の
施
設
」
で
あ

る
た
め
、
事
業
者
が
ホ
テ
ル
利
用
者
か
ら
徴
収
し
た
宿

泊
料
を
、
直
接
自
ら
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
か
、
宿
泊
料
が
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
事

業
者
が
自
ら
の
判
断
で
割
引
プ
ラ
ン
を
設
け
る
、
と
い

っ
た
柔
軟
な
料
金
設
定
を
し
に
く
い
面
が
あ
る
。

市
と
事
業
者
は
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
毎
月

一
回
の
経
営
検
討
会
で
、
事
業
報
告
・
利
用
促
進
対

策

・
体
験
学
習
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
平
日
の
宿
泊
客
の
確
保

に
向
け
、
魅
力
あ
る
ソ
フ
ト
の
展
開
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
六
甲

・
摩
耶
エ
リ
ア

国
民
宿
舎
ど
フ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設
を
整
備

老
朽
化
し
た
中
央
卸
売
市
場
も
P
F
I
で

神
戸
市
企
画
調
整
局
調
査
室
長

谷
口
時
寛

~ 

を

活
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し

た

ま
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づ

く

り

@

神

戸
市

神
戸
市
で
は
従
来
か
ら
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
開
発
、

2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
神
戸
会
場
と

な
っ
た
神
戸
ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
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備
な
ど
に
、

民
間
活
力
を
取
り
入
れ
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
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成
十

一
年
七
月
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用

に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
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が
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定
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れ
た
の
を
機
に
、
庁
内
に
関
係
課
長
に
よ
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て
構
成
さ
れ
る

P
F
I
推
進
会
議
を
設
置
し
、

P
F
I

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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F
I
は
、
民
間

の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能
力
を
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用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
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を
整
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し
、
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の
高
い

サ
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ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
で
、
民
間

が
創
意
工
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し
や
す
い
事
業
か
ら
、
順
次
導
入
を
進
め

て
き
た
。

P
F
I
手
法
を
取
り
入
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
既
に

①
国
民
宿
舎
摩
耶
ロ
ッ
ジ
②

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
フ
イ
ツ

シ
ャ
リ

l
ナ
|
の
二
つ
が
あ
り
、
今
後
導
入
を
予
定
し

て
い
る
施
設
と
し
て
、
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
再
整
備

事
業
が
あ
る
。

摩
耶
ロ
ッ
ジ
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
の
摩
耶
山

頂
に
あ
る
国
民
宿
舎
だ
が
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
被

害
に
遭
い
、
運
営
を
休
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
甲
・

摩
耶
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
十
三
年
三
月
の
摩

耶
ケ
ー
ブ
ル

・
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
再
間
に
合
わ
せ
、

P

F
I
手
法
を
活
用
し
て
、
南
欧
風
ホ
テ
ル
「
オ
テ
ル
・

ド
・
摩
耶
」
を
同
年
七
月
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
。

客
室
は
全
部
で
三
十

一
室
(
定
員
七
十
六
人
)
、
和
室

か
ら
洋
室
に
変
更
し
た
ほ
か
、
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
料

理
や
展
望
ジ
ャ
グ
ジ

l
風
呂
を
導
入
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
開
業
か
ら

一
年
間
の
客
室
稼
働
率
は
五
七
%
、

二
年
目
の
十
四
年
八
月
の
客
室
稼
働
率
は
、
九
七
%
と

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ド

l
ル
ハ
ウ
ス
、
版
画
な
ど
の
体
験
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
の

P
F
I
手
法
に
よ
る
再
整
備
は
、
十
二

年
八
月
二
日
に
実
施
方
針
の
策
定
、
同
月
七
日
に
特
定

事
業
の
選
定
を
行
い
、
六
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
提

案
が
あ
っ
た
。
事
業
者
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
た
後
に
、
鹿
島
建
設
側
に

決
定
し
た
。

同
社
は
、
ホ
テ
ル
の
整
備
を
行
い
、
維
持
管
理
や
運

営
は

J
T
B
の
子
会
社
で
あ
る
側
ジ
エ
イ
コ
ム
に
委
託

し
て
お
り
、
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理
、
運

営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
は
財
政
負
担
と
し
て
、
施
設
の
再
整
備
に
か
か
っ

た
費
用
五
億
円
を
二
十
年
間
で
均
等
払
い
す
る
ほ
か
、

施
設
の
維
持
管
理
運
営
経
費
を
ホ
テ
ル
利
用
者
か
ら
徴

収
す
る
宿
泊
料
収
入
の
範
囲
内
で
事
業
者
に
支
払
っ
て

い
る
。
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こ
の
施
設
は
地
方
自
治
法
上
の
「
公
の
施
設
」
で
あ

る
た
め
、
事
業
者
が
ホ
テ
ル
利
用
者
か
ら
徴
収
し
た
宿

泊
料
を
、
直
接
自
ら
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
か
、
宿
泊
料
が
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
事

業
者
が
自
ら
の
判
断
で
割
引
プ
ラ
ン
を
設
け
る
、
と
い

っ
た
柔
軟
な
料
金
設
定
を
し
に
く
い
面
が
あ
る
。

市
と
事
業
者
は
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
毎
月

一
回
の
経
営
検
討
会
で
、
事
業
報
告
・
利
用
促
進
対

策

・
体
験
学
習
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
平
日
の
宿
泊
客
の
確
保

に
向
け
、
魅
力
あ
る
ソ
フ
ト
の
展
開
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
六
甲

・
摩
耶
エ
リ
ア

国
民
宿
舎
ど
フ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設
を
整
備

老
朽
化
し
た
中
央
卸
売
市
場
も
P
F
I
で

神
戸
市
企
画
調
整
局
調
査
室
長

谷
口
時
寛

~ 



(上)オテル・ド・摩耶の野外ジャクジー
(下)マリンピア神戸フィ ッシャリーナ

全
体
の
活
性
化
の
た
め
、
他
の
山
上
事
業
者
と
提
携
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
方
針
だ
。

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
フ
イ
ツ
シ
ャ
リ
l
ナ
は
、
明
石
海

峡
大
橋
を
望
め
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

l
ト
の
係
留
保
管
施

設
で
あ
り
、
「
人
と
海
と
魚
が
ふ
れ
あ
う
場
」
を
基
本
テ

ー
マ
に
、
海
を
埋
め
立
て
、
水
産
体
験
学
習
館
や
フ
ア

ク
ト
リ
l
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
施
設
な
ど
を
整
備
し
た
「
マ

リ
ン
ピ
ア
神
戸
」
に
隣
接
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
漁
業
生
産
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
垂
水
漁
港
に
放
置
さ
れ
て
い
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
を
分
離
収
容
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
普
及
を
図
る
た
め
、

P
F
I
手
法
を
導
入
し
て

整
備
、
十
三
年
十
月
に
供
用
を
開
始
し
た
。

施
設
は
百
四
十
七
隻
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
ト
を
収
容

特集=PFIを活かしたまちづくり

め海 問をが方 監理盟副圏曙厩ムaプー./iti鴇高温霊童欝調-.;週・会 ら特 二 約す

E fぷ票占tz二画面歯豊島kJ;::?事霊園圃言霊要事空白白 5
F クしあ接ジ法施 L~ー苛...s:> 一一週圃査者が業十施%と
I リ、る自ヤ上設 料 . 四盟国ーーーーーーをはあの八設とが
をエこ 。ら l のは iとたおヲ喝哩・・・・薗圃圃・・・・・・・・・・・・・経 、つ選日のなで
取 l の のボ「国司調E・・圃圃圃圃圃圃圃た 学た定に P つき
り シ施 収 l 公民也い九九L??一喝臨誌寮潤・・・・・・・・・・・・・・後識 。を実 F て
入ヨ設入トの宿 に経行施 I い十
れンは と利施舎払収用経 こ間び施をす採た、験 い方手る四
た分、 す用設摩つ入者費市とに運設採る算 。ヤ者 、針法 。年
事野農 る者」耶てのかをはとわ営の用独性こマな 二 のに 九
業に林 こかでロい範らプ施したを整し立をのハど っ策よ 月
のお水 とらあツる囲徴レ設てつ ー 備て採事事発か の定る 末
たい産 が徴るジ 。内収ジのいて括、お算業業動ら 企、整 現
めて省 で収たと ですヤ維る事し維り型者で機な 業 三 備 在
、聞 きすめ同 事る l 持 。業て持、の自は鮒る グ月は の
注全係 なる、様 業、ボ管 者、管係事ら、に審 ル十、 稼
目国事 い使事に 者使 l理 が 二 理留業が事決査 l六十 働
をで業 点用業、 に用ト運 行十お保形確業定委 プ日 三 率
集初、 に料者地 支料利営 う年よ管態保のし員 かに年 は

め
て
い
る
。

今
後
は
快
適
な
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の

P
R
、
適
正
な
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ

l
ト
の
係
留
で
、
健
全
な
経
営
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
全
国
で
多
数
放
置
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
l
ト
対
策
の
模
範
事
例
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

中
央
卸
売
市
場
本
場
の
再
整
備
は
、
主
要
幹
線
高
松

線
の
西
側
に
あ
る
老
朽
化
し
た
市
場
機
能
を
東
側
に
移

転
、
集
約
し
て
建
て
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
機

能
の
分
断
を
解
消
し
、
場
内
物
流
線
の
効
率
化
・
短
縮

化
、
市
場
機
能
の
高
度
化
を
図
り
、
生
鮮
食
料
品
流
通

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
よ
り
果
た
せ
る
よ
う

に
す
る
事
業
。
P
F
I
手
法
に
よ
り
民
間
事
業
者
に
施

設
の
整
備
や
維
持
管
理
を

一
体
的
に
行
っ
て
も
ら
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

中
央
卸
売
市
場
の
施
設
整
備
に

P
F
I
手
法
を
導
入

す
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
十
三
年
度
に
実
施
し
た

P
F
I
事
業
化
調
査
に
基
づ
き
、
現
在
は
、
十
九
年
度

の
供
用
を
目
指
し
、
事
業
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

神
戸
市
は
現
在
、
逼
迫
し
た
財
政
状
況
に
あ
る
た
め
、

行
財
政
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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こ
の
た
め
、
公
共
施
設
を
整
備
・
改
修
す
る
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
民
間
事
業
者
が
維
持
管
理
や
運
営
ま

で、

一
括
的
に
行
う
P
F
I
手
法
を
可
能
な
限
り
導
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(上)オテル・ド・摩耶の野外ジャクジー
(下)マリンピア神戸フィ ッシャリーナ
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島

根

県

八

雲

村

八
雲
村
は
島
根
県
の
東
部
に
位
置
し
、
中
国
山
地
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
北
部
は
松
江
市
に
つ
ら
な
る
都
市
近

郊
農
村
で
あ
る
。
面
積
は
五
十
六
平
方
キ
ロ
で
、
大
部
分

を
山
林
が
占
め
て
い
る
。
人
口
は
約
七
千
人
。
「
八
雲
」

の
名
称
は
、
古
事
記
に
よ
る
と
神
代
の
昔
、
須
佐
之
男

命
が
こ
こ
を
宮
造
り
の
地
に
選
ぴ
「
八
雲
立
つ
出
雲

八
重
垣
妻
龍
み
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
と

詠
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
。

八
雲
村
が

P
F
I
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備
が
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
施
設
は
、
昭
和
六
十
年
に
建
設
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
降
病
原
性
大
腸
菌
o
t
1
5
7
問
題
に

対
す
る
衛
生
管
理
面
の
充
実
の
た
め
た
び
た
び
改
善
を

図

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
施
設
の
狭
隆
解
消
や
主
要
地

方
道
の
拡
幅
計
画
と
も
重
な
り
、
新
た
に
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

補
助
事
業
で
つ
く
る
と

一
般
財
源
の
負
担
が
懸
念
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

P
F
I
の
活
用
を
検
討
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
手
法
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る

一
方
、
村
議
会
に
は
幾
度
と
な
く
説
明
し
、

一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
。

本
村
で
は
学
校
給
食
を
、
伝
統
的
に
教
育
の

一
環
と

し
て
位
置
付
け
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
中
核
と
な
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
地
元
の
新
鮮
で
安
全
な

食
材
を
使
い
、
最
近
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
も

学
校
給
食
を
テ

l
マ
に
取
り
上
げ
、
学
校
内
外
で
の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

今
回
の

P
F
I
を
活
用
し
た
施
設
整
備
は
、
従
来
の

手
法
と
の
比
較
に
お
い
て
、
と
く
に
厳
格
な
衛
生
管
理

の
必
要
性
か
ら
作
業
エ
リ
ア
の
区
分
、
児
童
生
徒
や
地

域
の
人
び
と
に
学
校
給
食
に
対
す
る
理
解
・
関
心
を
高

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
見
学
者
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
調

理
員
の
労
働
の
負
担
軽
減
、
作
業
環
境
の
向
上
な
ど
の

点
で
、
八
雲
村
の
学
校
給
食
を
推
進
す
る
た
め
に
よ
り

適
し
た
方
法
と
な
っ
た
。

今
回
の
事
業
は
、
前
記
の
よ
う
に
本
村
の
学
校
給
食

を
維
持
継
続
す
る
た
め
、

P
F
I
の
特
徴
の

一
つ
で
あ

る
民
間
事
業
者
に
よ
る
運
営
は
行
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
同

様
村
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

P
F
I
を
導
入

し
た
事
業
の
主
な
も
の
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備

の
設
計
・
建
築
・
維
持
管
理
・
修
繕
更
新
、
厨
房
機
器

の
調
達

・
維
持
管
理

・
修
繕
更
新
。
こ
の
ほ
か
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
よ
り
効
果
を
挙
げ
る

た
め
、
事
務
用
備
品

・
給
食
配
送
車
の
リ

l
ス
、
生
ご

み
処
理
機
の
調
達
、
食
器
・
ト
レ
イ
な
ど
消
耗
品
と
備

品
の
調
達
、
旧
施
設
の
取
り
壊
し
、
夜
間
警
備
、
植
栽

管
理
業
務
を

P
F
I
で
行
っ
た
。
事
業
構
築
に
あ
た
っ

て
は
、
給
食
現
場
の
考
え
・
思
い
が
う
ま
く
反
映
さ
れ
、

よ
り
よ
い
施
設
整
備
が
期
待
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
民
間
事
業
者
に
理
解
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

施
設
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
約
三
千
平
方
灯
、
鉄
骨

平
屋

一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
床
面
積
九

一
四

平
方

M
の
広
く
て
明
る
い
衛
生
的
で
し
か
も
働
き
や
す

い
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
完
成
し
た
。
総
事
業
費
は
約

九
億
七
千
万
円
。
一

千
食
分
の
給
食
を
供
給
で
き
、
毎

日
、
村
内
の
幼
稚
園
児
、
小

・
中
学
生
な
ど
計
八
百
三

十
人
の
昼
食
を
賄
な
っ
て
い
る
。
各
部
屋
を
効
率
的
に

配
置
し
た
り
、
給
食
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
な
つ
く
り

で
、
最
新
機
器
も
導
入
す
る
な
ど

P
F
I
の
手
法
な
ら

で
は
の
施
設
と
な

っ
た
。

事
業
形
態
は
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
で
事
業
方
式
は

B

T
O
方
式
と
し
た
。
給
食
の
調
理
配
送
な
ど
い
わ
ゆ
る

運
営
に
か
か
わ
る
部
分
は
従
来
の
と
お
り
村
が
直
接
実

施
す
る
た
め
、
村
か
ら
の
支
出
以
外
事
業
者
に
と

っ
て
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で
の
施
設
は
、
昭
和
六
十
年
に
建
設
さ
れ

た
が
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、
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と
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が
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よ
う
に
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し
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が
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な
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、
学
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・
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・
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連
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の
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で
安
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な
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、
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近
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総
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取
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運
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こ
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用
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・
給
食
配
送
車
の
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、
生
ご
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処
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機
の
調
達
、
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器
・
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な
ど
消
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と
備

品
の
調
達
、
旧
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の
取
り
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、
夜
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業
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で
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事
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に
あ
た
っ

て
は
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給
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現
場
の
考
え
・
思
い
が
う
ま
く
反
映
さ
れ
、

よ
り
よ
い
施
設
整
備
が
期
待
で
き
な
け
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ば
な
ら
な
い

し
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
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間
事
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に
理
解
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れ
な
け
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な
ら
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積
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で
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完
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。
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は
約
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七
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円
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千
食
分
の
給
食
を
供
給
で
き
、
毎

日
、
村
内
の
幼
稚
園
児
、
小

・
中
学
生
な
ど
計
八
百
三

十
人
の
昼
食
を
賄
な
っ
て
い
る
。
各
部
屋
を
効
率
的
に

配
置
し
た
り
、
給
食
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
な
つ
く
り

で
、
最
新
機
器
も
導
入
す
る
な
ど

P
F
I
の
手
法
な
ら

で
は
の
施
設
と
な

っ
た
。

事
業
形
態
は
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
で
事
業
方
式
は
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O
方
式
と
し
た
。
給
食
の
調
理
配
送
な
ど
い
わ
ゆ
る

運
営
に
か
か
わ
る
部
分
は
従
来
の
と
お
り
村
が
直
接
実

施
す
る
た
め
、
村
か
ら
の
支
出
以
外
事
業
者
に
と

っ
て
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収
入
が
見
込
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

っ
た
。

運
営
を
村
が
直
接
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

部
分
で
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
か
せ
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
が
、
採
算
性
を
考
慮
し
た
場
合
、
運
営
も

含
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
学
校
給
食
を
継
続
す
る
た
め
に
も
今
回
の
よ
う

ど
お
り
の
施
設
と
な
っ
た
。
ま
た
高
齢
者
の
多
い
給
食

用
野
菜
生
産
者
グ
ル
ー
プ
や
物
資
の
納
入
業
者
に
と
っ

て
も
、
荷
降
ろ
し
の
負
担
な
ど
を
軽
く
す
る
配
慮
が
施

さ
れ
て
お
り
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
食
器
を
は
じ
め
給

食
用
具
が
新
調
さ
れ
た
こ
と
、
最
新
の
厨
房
機
器
導
入

に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
喜
ば

れ
て
い
る
。
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
給
食
の
根
幹
部
分
が
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
供
用

開
始
当
初
の
反
応
は
な
い
が
、

地
域
の
方
も
含
め
て
、
見
学
者

ス
ペ
ー
ス
会
議
研
修
室
の
活
用

に
よ
り
、
学
校
給
食
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
点

で
こ
の
た
び
の
施
設
整
備
の
効

果
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。

-、d・な
事
業
形
態
・
事
業
方
式
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
事

業
期
間
は
三
十
年
に
設
定
し
た
。
施
設
の
耐
周
年
数
-

V
F
M
試
算
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり

新
し
い
施
設
は
、
現
場
を
あ
ず
か
る
職
員
に
と
っ
て

は
、
自
分
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
す
べ
て
が

一
新
さ
れ
、

機
器
な
ど
の
取
り
扱
い
に
慣
れ
る
こ
と
を
除
け
ば
希
望

こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
ゃ
職

般
の
人
た
ち
ま
で
含
め

員て
、
多
く
の
人
た
ち
の
要
望
に

こ
た
え
る
た
め
の
施
設
は
、
多

額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の

P
F
I
方
式
に
よ

っ
て
事
業
費
と
初
期
投
資
を
極
力
抑
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。わ

が
国
で
の

P
F
I事
業
は
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と

こ
ろ
だ
が
、
今
日
的
財
政
事
情
や
民
聞
か
ら
の
事
業
発

案
が
可
能
と
な
り
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
共

の
分
野
に
活
か
す
道
が
聞
か
れ
る
と
い
っ
た
点
か
ら
、

P
F
I事
業
は
ま
さ
し
く
「
官
民
共
同
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
も
と
く
に
代
表
と
な

る
企
業
は
、
共
同
の
責
任
者
と
し
て
地
域
の
企
業
を
巻

き
込
み
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

P
F
I
事
業
の
浸
透

定
着
化
が
図
ら
れ
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
事
業
機
会

創
出
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

一
方
公
共
の
側
で
も
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
事
業
発

案
に
関
す
る
窓
口
の
整
備
、
各
自
治
体
と
し
て
の
基
本

的
指
針
と
い
っ
た
も
の
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
単
発
の
事
業
実
施
で
終
わ
ら
ず
、
長
期
的
展
望
の

中
で

P
F
I
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
体
系
化
さ
れ

整
備
し
や
す
く
な
る
も
の
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
事

業
実
施
に
至
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

P
F
I
の
導

入
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
た
、
そ
う
す
る
だ
け
の
価
値
は
あ
る
。

今
回
の
八
雲
村
の
取
り
組
み
は
、
事
業
規
模
と
し
て

は
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
、
未
知
の
分
野
へ
の
果
敢
な

挑
戦
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
・
効
果
は
意
外
と
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

P
F
I事
業
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
現

行
諸
制
度
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
国
を
挙
げ
て
推
進
す
る
姿

勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
取
り
組
ま
れ
な
が
ら
、
次
第
に
確
た

る
も
の
と
な
り
、
ま
す
ま
す
成
熟
度
を
増
し
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
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収
入
が
見
込
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

っ
た
。

運
営
を
村
が
直
接
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

部
分
で
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
か
せ
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
が
、
採
算
性
を
考
慮
し
た
場
合
、
運
営
も

含
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
学
校
給
食
を
継
続
す
る
た
め
に
も
今
回
の
よ
う

ど
お
り
の
施
設
と
な
っ
た
。
ま
た
高
齢
者
の
多
い
給
食

用
野
菜
生
産
者
グ
ル
ー
プ
や
物
資
の
納
入
業
者
に
と
っ

て
も
、
荷
降
ろ
し
の
負
担
な
ど
を
軽
く
す
る
配
慮
が
施

さ
れ
て
お
り
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
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供
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は
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を
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ニ
ュ
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
喜
ば

れ
て
い
る
。
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
給
食
の
根
幹
部
分
が
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
供
用

開
始
当
初
の
反
応
は
な
い
が
、

地
域
の
方
も
含
め
て
、
見
学
者

ス
ペ
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研
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の
活
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て
い
た
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い
う
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効
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き
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-、d・な
事
業
形
態
・
事
業
方
式
が
適
し
て
い
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ま
た
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事
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期
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は
三
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年
に
設
定
し
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。
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V
F
M
試
算
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

特集=PFIを活かしたまちづくり
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一
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取
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れ
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P
F
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。
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-
、
新
公
共
経
営

(
N
P
M
)
と
は

ニュ

l
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(
以
下

「
N
P
M
」
と
い
う
)
と
は
、
公
共
部
門
に
お
い
て
も

企
業
経
営
的
な
手
法
を
導
入
し
、
よ
り
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
と
い
う
新
し
い

公
共
経
営
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
住
民
を

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
と
見
る
こ
と
、
数
値
目
標
の
設

定
と
行
政
評
価
を
行
う
こ
と
な
ど
に
あ
る
。

N
P
M
に
つ
い
て
は
、
既
に
英
米
の
先
進
的
な
地
方

公
共
団
体
や
中
央
政
府
が
導
入
し
、
世
界
的
な
潮
流
に

も
な
っ
て
お
り
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
を
前
提
と

し
た
行
政
管
理
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
わ
が
国
に
お
い

て
も
、
そ
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

-、
静
岡
県
の
こ
れ
ま
で
の

N
P
M
へ
の
取
り
組
み

-静
岡
県
は
、
平
成
七
年
度
の
新
行
財
政
改
革
大
綱
策

定
以
来
、
民
間
手
法
を
積
極
的
に
活
用
し
、
県
民
本
位

の
生
産
性
の
高
い
行
政
を
目
指
し
て
き
た
。

平
成
九
年
度
に
は
、

専
門
家
の
研
究
成
果
な
ど
を
取

り
入
れ
、
汎
用
性
の
高
い
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「業
務
棚
卸
表
」
(
目
的
、
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め
の

手
段
の
体
系
な
ど
を
示
し
た

一
種
の
作
戦
書
)
の
本
格

的
な
作
成
を
行
い
、
十
年
度
に
は
、
組
織
の
フ
ラ

ッ
ト

化
に
着
手
し
、
十

一
年
度
に
は
、

T
Q
M
(総
合
的
品

質
管
理
)
の
発
想
に
よ
る
方
針
管
理
を
行
う
「
戦
略
展

開
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
行

っ
た
。
こ
う
し
て
本
県
は
、

N
P
M
の
構
成
要
素
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
て
き
た
。

一一一、
新
し
い
総
合
計
画
な
ど
に
よ
る

N
P
M
の
確
立

と
い
う
形
の
連
結
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本

で
初
め
て
本
格
的
な

N
P
M
の
仕
組
み
の
確
立
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

i也邸づくり2002年12月号⑨22

十
四
年
四
月
、
静
岡
県
は
、
新
し
い
総
合
計
画
「
魅

力
あ
る

ρ

し
ず
お
か
u
2
0
1
0
年
戦
略
プ
ラ
ン
|
富

国
有
徳
、
し
ず
お
か
の
挑
戦
l
」
を
策
定
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
策
定
過
程
か
ら
原
案
を
含
め
て
情
報
を
す
べ

て
公
開
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
七
百
件
を
超
え
る
県
民
意
見
を
い
た
だ

い
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
環
境
、
安
心
、
安
全
、

産
業
、
交
流
、

人
づ
く
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
七
つ
の
生
活
領

域
ご
と
に
、
専
ら
成
果
指
標
(
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
)
を

用
い
て
百
五
十
八
項
目
も
の
数
値
目
標
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
十
四
年
六
月
に
は
、
こ
の
総
合
計
画
と
連
結

さ
せ
る
形
で
「
業
務
棚
卸
表
」
を
改
定
し
、
総
合
計
画

|
実
施
計
画
と
し
て
の
業
務
棚
卸
表
l
毎
年
度
の
予
算

四
N
P
M
確
立
の

成
果
と
今
後
の
展
開

以
上
の
よ
う
な
静
岡
県
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て

は
、
業
務
棚
却
表
の
活
用
な
ど
に
よ
る
千
九
百
億
円
も

の
経
費
の
見
直
し
、
五
百
人
を
超
え
る
定
員
の
削
減
な

ど
、
行
政
改
革
の
面
で
既
に
表
れ
て
い
る
。
行
政
効
果

の
改
善
も
随
所
に
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
教
育
の
よ
う

な
数
値
目
標
に
な
じ
み
に
く
い
と
思
わ
れ
て
い
た
分
野

で
さ
え
、
数
値
目
標
を
掲
げ
て
生
徒
指
導
を
推
進
し
た

結
果
、
公
立
小
・
中
学
校
の
い
じ
め

・
非
行
件
数
が
最

近
七
年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
本
県
の
取
り
組
み
は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
。
今
後
は
、

N
P
M
の
推
進
役
と
な
る

N
P

M
リ
ー
ダ
ー
を
相
当
数
養
成
し
、
本
県
作
成
の
政
策
形

成
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
た
研
修
な
ど
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、

N
P
M
学
会
的
な
全
国
の
研
究

者
の
交
流
の
場
づ
く
り
も
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
試
み
が
、
住
民
本
位
の
生
産
性

の
高
い
行
政
を
目
指
す
多
く
の
地
方
公
共
団
体
の
皆
さ

ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
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十
四
年
四
月
、
静
岡
県
は
、
新
し
い
総
合
計
画
「
魅

力
あ
る

ρ

し
ず
お
か
u
2
0
1
0
年
戦
略
プ
ラ
ン
|
富

国
有
徳
、
し
ず
お
か
の
挑
戦
l
」
を
策
定
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
策
定
過
程
か
ら
原
案
を
含
め
て
情
報
を
す
べ

て
公
開
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
七
百
件
を
超
え
る
県
民
意
見
を
い
た
だ

い
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
環
境
、
安
心
、
安
全
、

産
業
、
交
流
、

人
づ
く
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
七
つ
の
生
活
領

域
ご
と
に
、
専
ら
成
果
指
標
(
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
)
を

用
い
て
百
五
十
八
項
目
も
の
数
値
目
標
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
十
四
年
六
月
に
は
、
こ
の
総
合
計
画
と
連
結

さ
せ
る
形
で
「
業
務
棚
卸
表
」
を
改
定
し
、
総
合
計
画

|
実
施
計
画
と
し
て
の
業
務
棚
卸
表
l
毎
年
度
の
予
算

四
N
P
M
確
立
の

成
果
と
今
後
の
展
開

以
上
の
よ
う
な
静
岡
県
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て

は
、
業
務
棚
却
表
の
活
用
な
ど
に
よ
る
千
九
百
億
円
も

の
経
費
の
見
直
し
、
五
百
人
を
超
え
る
定
員
の
削
減
な

ど
、
行
政
改
革
の
面
で
既
に
表
れ
て
い
る
。
行
政
効
果

の
改
善
も
随
所
に
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
教
育
の
よ
う

な
数
値
目
標
に
な
じ
み
に
く
い
と
思
わ
れ
て
い
た
分
野

で
さ
え
、
数
値
目
標
を
掲
げ
て
生
徒
指
導
を
推
進
し
た

結
果
、
公
立
小
・
中
学
校
の
い
じ
め

・
非
行
件
数
が
最

近
七
年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
本
県
の
取
り
組
み
は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
。
今
後
は
、

N
P
M
の
推
進
役
と
な
る

N
P

M
リ
ー
ダ
ー
を
相
当
数
養
成
し
、
本
県
作
成
の
政
策
形

成
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
た
研
修
な
ど
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、

N
P
M
学
会
的
な
全
国
の
研
究

者
の
交
流
の
場
づ
く
り
も
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
試
み
が
、
住
民
本
位
の
生
産
性

の
高
い
行
政
を
目
指
す
多
く
の
地
方
公
共
団
体
の
皆
さ

ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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夢のある学校=東京都調布市

統合により平成14年8月に完成した調布市立調和小学校は、地域の拠点として施設を有効活用するため、

市立図書館などの市民間方妨包設を併設した r21世紀にふさわしい、夢のある学校」を目指した複合施設。

また、新校舎の建設には、義務教育施設としては初のPFIを導入した。
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また、新校舎の建設には、義務教育施設としては初のPFIを導入した。



道の駅・針テラスロ奈良県都祁村
地域振興、活性化の拠点、併せて地域産業の発展を目指した

施設として昨年7月オーフ。ン。駐車場、 トイレ、休憩所、情

報館、都祁温泉フィ ットネスバ-t< 510台収容の駐車場など
がある。

(上より)道の駅全景、商館、都祁温泉、農産物直売所

市民プラザー新潟県上越市
多様な市民活動を総合的に支援しながら、市民の自主性や自

発性をはぐくむため、市民参加のもと基本計画を策定、PFI方

式により旧大型商業施設庖舗の遊休施設をリニューアル整備

し、複合拠点施設ヘ転用した。平成13年 1月のオープン以来

わずか 1年 3カ月間で入館者が50万人に達した。

(上より)市民プラザ全景、リユースコーナー、花の即売会、屋上多目的広場とグラスハウス

道の駅・針テラスロ奈良県都祁村
地域振興、活性化の拠点、併せて地域産業の発展を目指した

施設として昨年7月オーフ。ン。駐車場、 トイレ、休憩所、情

報館、都祁温泉フィ ットネスバ-t< 510台収容の駐車場など
がある。

(上より)道の駅全景、商館、都祁温泉、農産物直売所

市民プラザー新潟県上越市
多様な市民活動を総合的に支援しながら、市民の自主性や自

発性をはぐくむため、市民参加のもと基本計画を策定、PFI方

式により旧大型商業施設庖舗の遊休施設をリニューアル整備

し、複合拠点施設ヘ転用した。平成13年 1月のオープン以来

わずか 1年 3カ月間で入館者が50万人に達した。

(上より)市民プラザ全景、リユースコーナー、花の即売会、屋上多目的広場とグラスハウス



金
沢
競
馬
場
の
省
エ
ネ
対
案
H

石
川
県

競
馬
場
の
各
施
設
で
使
用
す
る
電
力
消
費
量
を
、
そ
の
性
能
を
低
下
さ
せ

な
い
で
削
減
す
る
た
め
、
ト
ラ
ン
ス
を
高
性
能
タ
イ
プ
に
し
た
り
、
昼
光

セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
て
晴
天
時
に
は
外
の
光
を
と
り
入
れ
照
明
を
消
灯
す

る
制
御
回
路
な
ど
を
設
置
。
従
来
に
比
べ
電
力
料
金
を
年
間
で
九
百
四
十

五
万
円
、
一
五
%
削
減
を
目
指
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
会
社
H
名
古
屋
市

い
わ
ゆ
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
定
め
に
よ

っ
て
名
古
屋
市
全

域
よ
り
分
別
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
、
再
商
品
化
事

業
者
に
引
き
渡
す
た
め
に
選
別
、
圧
縮
梱
包
を
施
し
、
保
管
す
る
た
め
の

施
設
で
あ
る
。
平
成
十
二
年
八
月
よ
り
稼
働
を
始
め
、
現
在
そ
の
処
理
量

は
日
量
約
九
十
トン
に
上
る
。

歯菌圃園

女
性
・
消
費
生
活
会
館
(
仮
称
)
H
大
分
県

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
複

合
施
設
と
し
て
、
来
春
オ
ー
プ
ン
を
目
途
に
建
設
中
。
同
会
館
は
五
階
建

て
の
建
物
の
一
、
二
階
で
、
相
談
室
、
講
座
実
験
室
、
大
・
小
会
議
室
、

O

A
研
修
室
、
団
体
交
流
プ
ラ
ザ
な
ど
を
有
す
る
ほ
か
、
オ
ス
ト
メ
イ
卜
用
ト

イ
レ
も
設
置
さ
れ
る
。
他
の
フ
ロ
ア
に
は
民
間
事
業
所
が
入
居
す
る
予
定
。
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に
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会
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は
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建
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建
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、
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、
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室
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講
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実
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室
、
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会
議
室
、

O

A
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室
、
団
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プ
ラ
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な
ど
を
有
す
る
ほ
か
、
オ
ス
ト
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卜
用
ト

イ
レ
も
設
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は
民
間
事
業
所
が
入
居
す
る
予
定
。



あすとホール=大阪府泉大津市
公益施設「あすとホール」で行われている生涯教育および、地域情報などに関するサービスは、PFIを用いて展開してし唱。

民間のネットワークで多彩かつ魅力的に、柔軟かつ効率的に提供するのはもちろん、

当施設を拠点とし、地域コミュニティ活動を通してのまちづくりに果たす役割も担う。

創造と安心を未来につなぐまちの実現に向けて活動を続けている。
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創造と安心を未来につなぐまちの実現に向けて活動を続けている。



地
方
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
は
、
県
や
市
町
村
を
丸

ご
と
エ
リ
ア
と
す
る
広
大
な
「
テ

l
マ
パ

l
ク
」
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
東
北
は

残
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
例
が
多
い
。
地
球

環
境
の
保
全
が
人
類
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
大
き
な
課
題

と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
多
く
の
人

た
ち
が
自
然
に
強
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
田
園
風
景
や

自
然
景
観
、
昔
な
が
ら
の
食
文
化
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
が

当
て
ら
れ
、
新
た
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

I
i
形
県
も
こ
う
し
た
時
代
的
な
背
景
か
ら
、
か
つ

I
t
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
ぐ
い
の
「
資
源
」

を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
が
盛
ん
だ
。
春
の
田
植
え
体

験
は
今
や
名
物
と
し
て
定
着
。
首
都
圏
か
ら
も
多
く
の

中
学
生
や
高
校
生
た
ち
が
訪
れ
る
。
泥
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
の
苗
の
手
植
え
。
秋
に
は
稲
刈
り
も
あ
り
、
取
れ

た
コ
メ
で
収
穫
祭
と
い
っ
た
具
合
だ
。
ま
た
、
県
内
陸

部
の
最
上
地
域
で
は
巨
木
探
し
が
盛
ん
だ
。
全
国
で
も

指
折
り
の
巨
木
が
次
々
に
見
つ
か
り
、
巨
木
ツ
ア

l
も

企
画
さ
れ
る
な
ど
「
自
然
王
国
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方、

雪
国
と
し
て
ス
キ
ー
や
ス
ノ

l
ボ
l
ド
な
ど

の
レ
ジ
ャ
ー
以
外
は
何
も
な
く
な
る
冬
で
さ
え
、
雪
下

コラム

ろ
し
体
験
な
ど
で
都
会
か
ら
若
い
人
た
ち
が
や
っ
て
来

る
。
こ
れ
ら
は
「
作
業
」
で
あ
り
、
奉
仕
活
動
で
で
も

な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
る
人
な
ど
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
今
で
は
立
派
な
「
観
光
資
源
」
と
な
っ
た
。

近
年
、
注
目
を
浴
び
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ
ズ
ム
は
、

こ
う
し
た
体
験
型
観
光
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

山
形
県
の
地
域
お
こ
し
の

一
端
は
、
こ
の
よ
う
な
体

験
型
観
光
に
代
表
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
の
が
「
温
泉
」
で
あ
る
。
県
内
に
は
四
十
四
の
市
町

村
が
あ
る
が
、
温
泉
は
全
自
治
体
に
あ
る
。
天
童
温
泉

や
蔵
王
温
泉
、
銀
山
温
泉
と
い
っ
た
古
く
か
ら
の
「
温

泉
街
」
ば
か
り
で
は
な
い
、
む
し
ろ
新
た
に
掘
り
出
し

た
「
温
泉
地
」
の
ほ
う
が
数
は
多
い
。
山
形
県
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
果
樹
王
国
」
に

「
温
泉
王
国
」
が
加
わ
り
、
「
山
形
新
幹
線
で
ど
う
ぞ
!
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

て
T
』
し
い
温
泉
は
、
竹
下
内
閣
の
と
き
に
全
国
を
に

ム半世の
ぎ
わ
せ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

一
億
円
を
活
用

し
た
ケ
l
ス
が
目
立
つ
。
共
通
し
て
い
る
の
は
低
料
金

と
豪
華
な
温
泉
施
設
だ
。
各
自
治
体
が
公
社
方
式
で
運

営
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
入
浴
料
金
は
二
百
円

か
ら
三
百
円
。
サ
ウ
ナ
や
露
天
ぶ
ろ
も
付
い
て
い
る
。

ど
ん
な
山
の
中
の
町
や
村
に
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

山

岸

町

彰

一

山
形
新
聞
論
説
委
員

域
特
性
を
活
か
し
た
温
泉
は
終
日
、
多
く
の
利
用
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
リ
ン
ゴ
産
地
の
朝
日
町
に
あ
る
「
り
ん
ご

温
泉
」
は
、
毎
日
、
男
女
別
の
露
天
ぶ
ろ
と
内
湯
に
六

十
個
ほ
ど
の
リ
ン
ゴ
を
入
れ
て
い
る
。
香
り
が
よ
く
肌

も
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
と
女
性
に
人
気
だ
。
さ
ら
に
寒
河

江
市
の
「
パ
ラ
温
泉
」
、
新
幹
線
駅
と
温
泉
が

一
緒
に

な
っ
た
高
畠
町
の
「
ま
ほ
ろ
ば
温
泉

・
太
陽
館
」
、
砂

ぶ
ろ
の
あ
る
戸
沢
村
の
「
い
き
い
き
ラ
ン
ド
・
ぽ
ん
ぽ

館
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

-
・

う
し
た
温
泉
施
設
が
地
域
づ
く
り
の
中
核
に
な

、
、

っ
て
い
る
の
は
、

一
般
の
観
光
施
設
が
地
元
住

民
の
利
用
と
は
懸
け
離
れ
た
「
来
訪
者
」
の
た
め
の
施

設
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
双
方
が
楽
し
め
る
数

少
な
い
施
設
だ
か
ら
だ
。

離
村
を
決
意
し
た
山
間
地
の
住
民
の
中
に
は
、
温
泉

が
で
き
た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
喜
ん
で
住
む
よ
う
に
な
っ

た
例
も
あ
る
。
施
設
内
で
は
地
元
の
取
れ
た
て
の
野
菜

や
果
樹
な
ど
旬
の
味
も
並
ぶ
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
狩
り
の
後
、
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
。
渓
流
づ
り
や
山
登
り
の
帰
り
に
ひ
と
ふ
ろ
。
本
格

的
な
健
康
づ
く
り
へ
の
活
用
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。
幅
広

い
用
途
の
温
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
財
産
だ
。
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地
方
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
は
、
県
や
市
町
村
を
丸

ご
と
エ
リ
ア
と
す
る
広
大
な
「
テ

l
マ
パ

l
ク
」
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
東
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は

残
さ
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多
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。
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題
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ら
れ
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よ
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に
な
っ
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以
来
、
多
く
の
人

た
ち
が
自
然
に
強
い
関
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を
示
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
田
園
風
景
や

自
然
景
観
、
昔
な
が
ら
の
食
文
化
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
が

当
て
ら
れ
、
新
た
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

I
i
形
県
も
こ
う
し
た
時
代
的
な
背
景
か
ら
、
か
つ

I
t
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
ぐ
い
の
「
資
源
」

を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
が
盛
ん
だ
。
春
の
田
植
え
体

験
は
今
や
名
物
と
し
て
定
着
。
首
都
圏
か
ら
も
多
く
の

中
学
生
や
高
校
生
た
ち
が
訪
れ
る
。
泥
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
の
苗
の
手
植
え
。
秋
に
は
稲
刈
り
も
あ
り
、
取
れ

た
コ
メ
で
収
穫
祭
と
い
っ
た
具
合
だ
。
ま
た
、
県
内
陸

部
の
最
上
地
域
で
は
巨
木
探
し
が
盛
ん
だ
。
全
国
で
も

指
折
り
の
巨
木
が
次
々
に
見
つ
か
り
、
巨
木
ツ
ア

l
も

企
画
さ
れ
る
な
ど
「
自
然
王
国
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一
方、

雪
国
と
し
て
ス
キ
ー
や
ス
ノ

l
ボ
l
ド
な
ど

の
レ
ジ
ャ
ー
以
外
は
何
も
な
く
な
る
冬
で
さ
え
、
雪
下

コラム

ろ
し
体
験
な
ど
で
都
会
か
ら
若
い
人
た
ち
が
や
っ
て
来

る
。
こ
れ
ら
は
「
作
業
」
で
あ
り
、
奉
仕
活
動
で
で
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な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
る
人
な
ど
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
今
で
は
立
派
な
「
観
光
資
源
」
と
な
っ
た
。

近
年
、
注
目
を
浴
び
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ
ズ
ム
は
、

こ
う
し
た
体
験
型
観
光
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

山
形
県
の
地
域
お
こ
し
の

一
端
は
、
こ
の
よ
う
な
体

験
型
観
光
に
代
表
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
の
が
「
温
泉
」
で
あ
る
。
県
内
に
は
四
十
四
の
市
町

村
が
あ
る
が
、
温
泉
は
全
自
治
体
に
あ
る
。
天
童
温
泉

や
蔵
王
温
泉
、
銀
山
温
泉
と
い
っ
た
古
く
か
ら
の
「
温

泉
街
」
ば
か
り
で
は
な
い
、
む
し
ろ
新
た
に
掘
り
出
し

た
「
温
泉
地
」
の
ほ
う
が
数
は
多
い
。
山
形
県
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
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樹
王
国
」
に

「
温
泉
王
国
」
が
加
わ
り
、
「
山
形
新
幹
線
で
ど
う
ぞ
!
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

て
T
』
し
い
温
泉
は
、
竹
下
内
閣
の
と
き
に
全
国
を
に

ム半世の
ぎ
わ
せ
た
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ふ
る
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創
生
」

一
億
円
を
活
用

し
た
ケ
l
ス
が
目
立
つ
。
共
通
し
て
い
る
の
は
低
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華
な
温
泉
施
設
だ
。
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。
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岸

町

彰

一

山
形
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説
委
員
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温
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。
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湯
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で
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に
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で
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川

県

グ
讃
州
さ
ぬ
き
の
高
松
さ
ま
の
城
が
見
え
ま
す
波
の
上
μ

と
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
高
松
城
は
ま
た
の
名
を
玉
藻

城
と
一言
う
。
こ
の
城
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
讃
岐

一
国
を

与
え
ら
れ
た
生
駒
親
正
が
、
天
正
十
六
年
(
一
五
八
八

年
)
か
ら
築
城
に
着
手
し
た
平
城
(
水
城
)
で
あ
り
、

日
本
三
大
水
域
の

一
つ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
築
城
と
と

も
に
港
が
整
備
さ
れ
、
生
駒
氏
の
後
、
徳
川
光
園
(
水

戸
黄
門
)
の
兄
に
あ
た
る
松
平
頼
重
が
城
主
と
な
り
、

松
平
氏
の
治
世
が
十

一
代
に
わ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
高

松
は
栄
え
て
き
た
。

明
治
四
十
三
年
に
四
国
と
本
州
を
結
ぶ
宇
高
連
絡
船

が
就
航
し
て
以
来
、
高
松
市
は
、
四
国
の
玄
関
口
と
し

て
、
ま
た
、
国
の
多
く
の
出
先
機
関
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
民
間
企
業
の
支
庖
・
支
社
の
立
地
が
進
む
な

ど
、
四
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て

の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
瀬
戸
大
橋
な
ど
の
開
通
で
本

州
四
国
三
橋
時
代
を
迎
え
、
今
後
、
広
域
的
な
交
流
や

連
携
が
活
発
化
す
る

一
方
、
地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す

高
ま
る
な
ど
、
本
県
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
大

き
く
変
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
が
引
き
続
き
四
国
お
よ
び
環
瀬

戸
内
交
流
圏
で
主
要
な
役
割
を
担
い
、
さ
ら
に
飛
躍
、

発
展
し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
集
積
さ
れ
た
諸
機

能
を
維
持
、
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
化
や
情
報

化
に
対
応
し
た
新
た
な
機
能
の
創
出
に
努
め
る
な
ど
中

枢
拠
点
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
二
十

一
世
紀
の
城

『新
玉
藻
城
』

づ
く
り
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
国
際
化
・
情

報
化
に
対
応
し
た
新
し
い
都
心
の
核
づ
く
り
、
海

陸
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
、

美
し
い
瀬
戸
内
海
や
玉
藻
城
跡
の
景
観
を
活
か
し

た
シ
ン
ボ
ル
ゾ

i
ン
の
形
成
な
ど
を
整
備
方
針
に

掲
げ
た
。
宇
高
連
絡
船
が
発
着
し
て
い
た
高
松
港

の

一
部
を
埋
め
立
て
、
再
開
発
す
る
こ
と
と
し
、

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
香
川
県
と
高
松
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
称
は
、

一
般
か
ら
募
集
し
て

「
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
」
と
し
た
。

昨
年
五
月
に
、

J
R
高
松
新
駅
舎
、
駅
前
広
場
、
駅

前
広
場
地
下
駐
車
場
、
全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
な
ど
都
市
施
設
、
高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を

は
じ
め
、
大
型
旅
客
船
の
係
留
施
設
で
あ
る
二
万
ト
ン級

岸
壁
や
五
千
ト
ン
・
三
千
ト
ン級
岸
壁
、
浮
き
桟
橋
、
緑
地

な
ど
の
港
湾
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
、
昨
年
八

月
に
着
工
し
た
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l

(仮
称
)
の
工
事
が

平
成
十
六
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
化
し
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
は
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の
中
核
を

担
う
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
、
交
流
と
連
携
を
基
軸
に
、
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海側から見たサンポ ト高松。
中央右がシンボルタワーの工事現場

国
際
化
・
情
報
化
に
対
応
し
た
文
化
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
民
間
の
業
務
・
商
業
機
能
な

ど
多
様
な
機
能
を
備
え
た
、
香
川
県
・
高
松
市
の
象
徴

と
な
る
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
香
川
県
・
高
松
市
・

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
開
発
附
が
共
同
で
整
備
し
て
い
る
。

情
報
通
信
科
学
館
長
)
同
年
春
完
成
へ

サ
ン
ボ
ー
ト
高
松
の
、
ン
ン
ボ
ル
タ
ワ
!
内
に

小計
河25
簡i

策
課

を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

@

書

川

県

グ
讃
州
さ
ぬ
き
の
高
松
さ
ま
の
城
が
見
え
ま
す
波
の
上
μ

と
歌
に
う
た
わ
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で
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、
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本
三
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の
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と
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に
対
応
し
た
新
し
い
都
心
の
核
づ
く
り
、
海

陸
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
、

美
し
い
瀬
戸
内
海
や
玉
藻
城
跡
の
景
観
を
活
か
し

た
シ
ン
ボ
ル
ゾ

i
ン
の
形
成
な
ど
を
整
備
方
針
に

掲
げ
た
。
宇
高
連
絡
船
が
発
着
し
て
い
た
高
松
港

の

一
部
を
埋
め
立
て
、
再
開
発
す
る
こ
と
と
し
、

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
香
川
県
と
高
松
市
が

一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
愛
称
は
、

一
般
か
ら
募
集
し
て

「
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
」
と
し
た
。

昨
年
五
月
に
、

J
R
高
松
新
駅
舎
、
駅
前
広
場
、
駅

前
広
場
地
下
駐
車
場
、
全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
な
ど
都
市
施
設
、
高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を

は
じ
め
、
大
型
旅
客
船
の
係
留
施
設
で
あ
る
二
万
ト
ン級

岸
壁
や
五
千
ト
ン
・
三
千
ト
ン級
岸
壁
、
浮
き
桟
橋
、
緑
地

な
ど
の
港
湾
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
、
昨
年
八

月
に
着
工
し
た
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l

(仮
称
)
の
工
事
が

平
成
十
六
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
化
し
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
は
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の
中
核
を

担
う
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
、
交
流
と
連
携
を
基
軸
に
、
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海側から見たサンポ ト高松。
中央右がシンボルタワーの工事現場

国
際
化
・
情
報
化
に
対
応
し
た
文
化
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
民
間
の
業
務
・
商
業
機
能
な

ど
多
様
な
機
能
を
備
え
た
、
香
川
県
・
高
松
市
の
象
徴

と
な
る
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
香
川
県
・
高
松
市
・

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
開
発
附
が
共
同
で
整
備
し
て
い
る
。

情
報
通
信
科
学
館
長
)
同
年
春
完
成
へ

サ
ン
ボ
ー
ト
高
松
の
、
ン
ン
ボ
ル
タ
ワ
!
内
に

小計
河25
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具
体
的
に
は
、
高
層
棟
と
低
層
棟
の

二
棟
で
構
成
、

西
側
に
県
の
施
設
や
民
間
の
オ
フ
ィ
ス
と
情
報
文
化
関

連
施
設
を
中
心
と
し
た
地
上
三
十

階

(
一
五

一
・
一二
H
川
)

の
高
層
棟
を
、
東
側
に
高
松
市
の
新
市
民
会
館
や
民
間

の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
地
上
七
階
(
四
四
・
八
灯
)

の
低
層
棟
を
配
置
す
る
計
画
で
延
べ
床
面
積
は
約
十
万

三一
千
平
方
れ
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
整
備
は
、
事
業
コ
ン
ペ
方

式
で
進
め
ら
れ
、
十

一
年
十
二
月
に
入
選
案
が
決
定
さ

れ
た
。
選
ば
れ
た
住
友
商
事
グ
ル
ー
プ
が
、
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ

l
開
発
側
を
設
立
し
て
建
物
の
整
備
を
行
い
、
こ

の
建
物
に
入
居
す
る
情
報
通
信
科
学
館
(
仮
称
)
を
は

じ
め
、
国
際
会
議
場
、
か
が
わ
情
報
プ
ラ
ザ
な
ど
の
施

設
は
、
県
が
購
入
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
P
F
I
法
に
は
基
づ
か
な
い
が
、

一
種
の

P
F
I
的

手
法
で
あ
る
と
丑一
守
え
る
。

情
報
通
信
科
学
館
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
高
層
棟

四
階
と
五
階
に
入
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
の
情

報
リ
テ
ラ
シ
!
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
化
に

よ
る
集
い
と
交
流
の
創
出
に
よ
り
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、

①
情
報
化
の
普
及
啓
発
②
情
報
化
時
代
を
担
う

人
材
の
育
成
③
情
報
化
に
よ
る
集
い
と
交
流
の
創
出
ー

と
い
う
三
つ
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

急
速
な
技
術
革
新
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
常
に
利

用
者
の
ニ

l
ズ
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
創
意
と
工
夫

に
満
ち
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
県
民
に
提
供
す

特集=PFIを活かしたまちづ くり

る
施
設
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
!
と
同
じ
十
六
年
春

の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
。

施
設
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

①
情
報
化
に
関
す
る
理

解
を
楽
し
み
な
が
ら
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
施
設
②
講
座
な
ど
に
よ
り
情
報
リ
テ
ラ
シ

l
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
ア
カ
デ
ミ
ー
施
設
③
多
彩
な
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
情
報
を
発
信
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ー
で
あ
る
。

当
初
は
、
通
常
の
県
有
施
設
と
同
様
に
直
営
方
式
で

考
え
て
い
た
が
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の
未
来
の
目
的
に

沿
う
施
設
と
す
る
た
め
、
展
示
施
設
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
必
須
で
あ
る
こ
と
、
民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
・

ア
イ
デ
ア
を
最
大
限
に
活
用
し
、
情
報
通
信
分
野
に
お

け
る
急
速
な
技
術
革
新
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
、
併
せ
て
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
県
で
初
め
て
の

P
F
I
方

式
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
十
三
年
十
二
月
に
実

施
方
針
を
公
表
し
、
十
四
年
七
月
二
十
四
日
付
け
で
入

札
公
告
を
行

っ
た
。
事
業
期
間
は
、
十
五
年
四
月
か
ら
二

十
六
年
三
月
ま
で
の
十

一
年
間
。
事
業
は

B
O
T
方
式

と
し
た
。
こ
の
十
月
十
五
日
に
入
札
・
開
札
を
行
い
、
十

二
月
に
は
選
定
事
業
者
の
決
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

従
来
の

P
F
I
事
業
で
は
、
建
設
工
事
か
ら
維
持
管

理
ま
で
を
行
う
事
業
が
中
心
だ

っ
た
が
、
情
報
通
信
科

学
館
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
躯
体
工
事
は

対
象
外
で
あ
り
、
展
示
等
室
内
整
備
業
務
、
維
持
管
理

業
務
、
さ
ら
に
は
他
県
で
の
事
例
が
少
な
い
運
営
業
務

を
も
民
間
選
定
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
た
め
、
選
定
基
準
も
、
運
営
面
を
重
視
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
十
年
間
の
維
持
管
理
・
運
営
期
間
内
に
お
い

て
、
陳
腐
化
が
早
い
情
報
通
信
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
業
務
も
業
務
範
囲
と
し
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
情
報
通
信
科
学
館
は
、
年
間

来
館
者
数
に
応
じ
、
当
該
年
度
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
料
の

支
払
い
を
増
額
ま
た
は
減
額
す
る
と
い
う
全
国
で
初
め

て
の
ス
キ

l
ム
を
設
定
し
た
。

な
お
、
本
県
に
お
い
て
初
め
て
の
総
合
評
価

一
般
競

争
入
札
で
あ
り
、
会
計
規
則
な
ど
と
の
調
整
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
実
施

方
針
を
公
表
す
る
ま
で
に
は
、
も

っ
と
詳
細
な
部
分
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

今
回
の

P
F
I
方
式
に
よ
る
整
備
を
通
じ
て
、
今
ま

で
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
は
、
今
後
、

行
政
全
般
に
つ
い
て
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
の
知
識
が
乏
し

い
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

も

っ
と
勉
強
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後
、
開
館
に
向
け
、
ま
す
ま
す

未
知
の
領
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
十
六
年

春
、
新
た
な
情
報
化
の
城
で
あ
る
情
報
通
信
科
学
館
が

オ
ー
プ
ン
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
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具
体
的
に
は
、
高
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と
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層
棟
の
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棟
で
構
成
、
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の
施
設
や
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間
の
オ
フ
ィ
ス
と
情
報
文
化
関

連
施
設
を
中
心
と
し
た
地
上
三
十

階

(
一
五
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・
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H
川
)

の
高
層
棟
を
、
東
側
に
高
松
市
の
新
市
民
会
館
や
民
間

の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
地
上
七
階
(
四
四
・
八
灯
)

の
低
層
棟
を
配
置
す
る
計
画
で
延
べ
床
面
積
は
約
十
万

三一
千
平
方
れ
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
整
備
は
、
事
業
コ
ン
ペ
方

式
で
進
め
ら
れ
、
十

一
年
十
二
月
に
入
選
案
が
決
定
さ

れ
た
。
選
ば
れ
た
住
友
商
事
グ
ル
ー
プ
が
、
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ

l
開
発
側
を
設
立
し
て
建
物
の
整
備
を
行
い
、
こ

の
建
物
に
入
居
す
る
情
報
通
信
科
学
館
(
仮
称
)
を
は

じ
め
、
国
際
会
議
場
、
か
が
わ
情
報
プ
ラ
ザ
な
ど
の
施

設
は
、
県
が
購
入
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
P
F
I
法
に
は
基
づ
か
な
い
が
、

一
種
の

P
F
I
的

手
法
で
あ
る
と
丑一
守
え
る
。

情
報
通
信
科
学
館
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
高
層
棟

四
階
と
五
階
に
入
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
の
情

報
リ
テ
ラ
シ
!
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
化
に

よ
る
集
い
と
交
流
の
創
出
に
よ
り
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、

①
情
報
化
の
普
及
啓
発
②
情
報
化
時
代
を
担
う

人
材
の
育
成
③
情
報
化
に
よ
る
集
い
と
交
流
の
創
出
ー

と
い
う
三
つ
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

急
速
な
技
術
革
新
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
常
に
利

用
者
の
ニ

l
ズ
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
創
意
と
工
夫

に
満
ち
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
県
民
に
提
供
す

特集=PFIを活かしたまちづ くり

る
施
設
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
!
と
同
じ
十
六
年
春

の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
。

施
設
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

①
情
報
化
に
関
す
る
理

解
を
楽
し
み
な
が
ら
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
施
設
②
講
座
な
ど
に
よ
り
情
報
リ
テ
ラ
シ

l
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
ア
カ
デ
ミ
ー
施
設
③
多
彩
な
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
情
報
を
発
信
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ー
で
あ
る
。

当
初
は
、
通
常
の
県
有
施
設
と
同
様
に
直
営
方
式
で

考
え
て
い
た
が
、
サ
ン
ポ

l
ト
高
松
の
未
来
の
目
的
に

沿
う
施
設
と
す
る
た
め
、
展
示
施
設
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
必
須
で
あ
る
こ
と
、
民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
・

ア
イ
デ
ア
を
最
大
限
に
活
用
し
、
情
報
通
信
分
野
に
お

け
る
急
速
な
技
術
革
新
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
、
併
せ
て
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
県
で
初
め
て
の

P
F
I
方

式
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
十
三
年
十
二
月
に
実

施
方
針
を
公
表
し
、
十
四
年
七
月
二
十
四
日
付
け
で
入

札
公
告
を
行

っ
た
。
事
業
期
間
は
、
十
五
年
四
月
か
ら
二

十
六
年
三
月
ま
で
の
十

一
年
間
。
事
業
は

B
O
T
方
式

と
し
た
。
こ
の
十
月
十
五
日
に
入
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・
開
札
を
行
い
、
十

二
月
に
は
選
定
事
業
者
の
決
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を
行
う
予
定
で
あ
る
。

従
来
の

P
F
I
事
業
で
は
、
建
設
工
事
か
ら
維
持
管

理
ま
で
を
行
う
事
業
が
中
心
だ

っ
た
が
、
情
報
通
信
科

学
館
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

l
の
躯
体
工
事
は

対
象
外
で
あ
り
、
展
示
等
室
内
整
備
業
務
、
維
持
管
理

業
務
、
さ
ら
に
は
他
県
で
の
事
例
が
少
な
い
運
営
業
務

を
も
民
間
選
定
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
た
め
、
選
定
基
準
も
、
運
営
面
を
重
視
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
十
年
間
の
維
持
管
理
・
運
営
期
間
内
に
お
い

て
、
陳
腐
化
が
早
い
情
報
通
信
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
業
務
も
業
務
範
囲
と
し
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
情
報
通
信
科
学
館
は
、
年
間

来
館
者
数
に
応
じ
、
当
該
年
度
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
料
の

支
払
い
を
増
額
ま
た
は
減
額
す
る
と
い
う
全
国
で
初
め

て
の
ス
キ

l
ム
を
設
定
し
た
。

な
お
、
本
県
に
お
い
て
初
め
て
の
総
合
評
価

一
般
競

争
入
札
で
あ
り
、
会
計
規
則
な
ど
と
の
調
整
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
実
施

方
針
を
公
表
す
る
ま
で
に
は
、
も

っ
と
詳
細
な
部
分
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

今
回
の

P
F
I
方
式
に
よ
る
整
備
を
通
じ
て
、
今
ま

で
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
は
、
今
後
、

行
政
全
般
に
つ
い
て
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
の
知
識
が
乏
し

い
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

も

っ
と
勉
強
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後
、
開
館
に
向
け
、
ま
す
ま
す

未
知
の
領
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
十
六
年

春
、
新
た
な
情
報
化
の
城
で
あ
る
情
報
通
信
科
学
館
が

オ
ー
プ
ン
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
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を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

@

福

岡

市

福
岡
市
が
ご
み
焼
却
処
理
施
設
と
し
て
初
め
て
市
街

地
の
東
区
箱
崎
地
区
に
建
設
し
た
臨
海
工
場
か
ら
出
る

余
熱
を
利
用
す
る
複
合
施
設
「
タ
ラ
ソ
福
岡
」
が
こ
の

春
か
ら
稼
働
し
て
い
る
。

施
設
の
計
画
・
検
討
は
平
成
九
年
度
ご
ろ
か
ら
始
ま

り
、
せ
っ
か
く
施
設
を
造
る
の
で
あ
れ
ば
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民
が
満
足
す
る
も
の
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
発
端
だ
。

当
初
は
、
当
時
は
や
り
の
レ
ジ
ャ
ー
プ
l
ル
の
よ
う

な
も
の
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
健

康
意
識
が
高
ま
り
、
地
域
交
流
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ

る
中
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
健
康
・
運
動
・
交
流
」

と
し
て
、
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
温
浴
施
設
を
調
査
、
検

討
し
た
。
楽
し
く
運
動
で
き
て
、
運
動
習
慣
の
な
い
中

高
年
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
施
設
は
、
潜
在
的
需

要
が
高
い
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
か
ら
温
海
水
プ
l
ル
を

中
心
と
し
た
「
健
康
増
進
ゾ

1
ン
」
と
、
地
域
交
流
の

促
進
を
目
的
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ

l
ン
」
に
よ

る
複
合
施
設
と
し
て
計
画
し
た
。

ー..、、

三
点
の
理
由
か
ら
だ
。

ま
ず
第

一
は
「
専
門
分
野
の
民
間
企
業
に
よ
る
施
設

整
備

・
運
営
の

一
体
的
取
り
組
み
の
必
要
性
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
施
設
の
特
殊
性
(
健
康
増
進
施
設
)
か
ら
、
運

営
に
は
民
開
業
者
に
よ
る
専
門
知
識
と
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
運
営
仕
様
と
整
合
し
た

ハ
l
ド
整
備
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

行
政
が
整
備
し
た
公
共
施
設
の
運
営
を
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
来
上

が
っ
た
施
設
が
運
営
す
る
側
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
と

は
限
ら
な
い
。
本
施
設
の
よ
う
に
行
政
に
と
っ
て
経
験

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
と
き

ペ

ス
の
本

町山

ふ

制

措

は

な

お

さ

ら

で

あ

る

。
そ
の
た
め
運
営
者
が
計

侃

畝
九
柵
画
段
階
か
ら
関
与
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

め

き

一

由

た

で

メ

自

第

二
は
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
契
約
の
導
入
の

の

が

イ

進

流

を

拡

必

要

性

」

で

あ

る

。
こ
れ
は
民
間
業
者
が
持
つ

促

交

則

る

イ

の
晴
え
専
門
知
識
や
経
営
能
力
、
経
営
技
術
を
最
大
限

テ

問

問

集

二

代
め
に

。

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
契
約
シ
ス
テ
ム

世

た

軽

料

巳

争

初

演

嘱

の

導

入

が

必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
間
で

こ

に

定

力

ヒ

糊『丸

田
明
肘
碕
は
当
た
り
前
だ
が
従
来
の
手
法
で
は
、
市
民
ニ

.

l

ズ
を
取
り
込
も
う
と
か
、
顧
客
満
足
度
を
高

め
る
と
か
い
っ
た
発
想
は
出
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

三
点
目
は
「
財
政
面
で
の
コ
ス
ト
縮
減
」
で
あ
り
、

P
F
I
手
法
を
採
用
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
設
計
・

I也威づくり2002年12月号⑨30

-温海水を用いたプールによる健康づくり

支媛施設(水中運動プールなど)

水中での運動やマッサージ効果によって、

市民の健康保持-増進に寄与する施設。

・ウォーキングによる健康づくり支媛施設

(情報提供コーナーなど)

ウォーキングについての正しい知識や周

辺コースの情報提供などを行う。

十
年
度
に
な
り
、
財
政
所
管
部
署
か
ら
、
財
政
を
圧

迫
し
な
い
よ
う
な
手
法
と
し
て

P
F
I
を
検
討
す
る
よ

う
に
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
基
本
設
計
を
行
う
中
で
、

P
F
I
を
導
入
す
れ
ば
民
間
で
は
ど
の
部
分
を
分
担
で

き
る
か
、
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

P

F
I
で
や
れ
そ
う
だ
、
と
の
結
論
が
で
た
た
め
、

P
F

I
法
の
施
行
を
に
ら
み
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

議
会
か
ら
も

P
F
I
手
法
で
進
め
る
こ
と
で
承
認
を
受

け
、
十
三
年
二
月
契
約
を
締
結
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
三
年
度
に
か
け
て
、
設
計

・
建
設

を
行
い
、
十
四
年
四
月

一
日
運
営
を
開
始
し
た
。

こ
の
施
設
に

P
F
I
手
法
を
採
用
し
た
の
は
主
に
次
の

}
み
焼
却
施
設
の
余
熱
利
用
し
た
タ
ラ
ソ
福
岡

「
健
康
・
運
動
・
交
流
」
が
コ
ン
セ
プ
ト

t 匿霊冨冨E-・

福
岡
市
環
境
局
工
場
整
備
課

阿
比
留
浩
一
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建
設
に
お
け
る
効
率
化
、
維
持
費
負
担
・
運
営
リ
ス
ク

の
解
消
な
ど
、
財
政
面
で
の
コ
ス
ト
縮
減
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
支
出
額
が
将
来
に
わ
た
り
明
確
に
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
。

本
事
業
は

B
O
T
方
式
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
は
、

自
ら
資
金
を
調
達
し
て
施
設
の
設
計
・
建
設
を
行
い
、

三
月
三
十

一
日
ま
で
の
十
五
年
間
。

利
用
料
金
に
関
し
て
市
が
指
定
し
た
の
は
「
ビ
ジ
タ

ー
の
プ

l
ル
利
用
を
二
時
間
で
八
百
円
以
下
」
と
い
う

条
件
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
料
金
は
、
運
営
者
の

判
断
で
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ

れ
が

P
F
I
手
法
で
な
か
っ
た
ら
市
民
ニ

l
ズ
と
の

「
ず
れ
」
が
わ
か
っ
て
も
料
金
改
定
な
ど
す
ぐ
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

施
設
を
所
有
し
て
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
金
と
市
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
料
収
入
に
よ
っ
て
、
市
が
提
示
す
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
(
施
設
の
維
持
管
理
、
安
価
で
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
)
を
運
営
期
間
中
、
市
民
に
提
供
す
る
。

こ
の
期
間
は
市
が
土
地
を
無
償
貸
付
し
、
電
力
の
無
償

供
給
を
行
う
。
運
営
期
間
終
了
後
、
民
間
事
業
者
は
施

設
を
市
に
無
償
で
譲
渡
す
る
。

運
営
期
間
は
平
成
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
二
十
九
年

特集=PFIを活かしたまちづくり

個
別
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
プ
ー
ル
に
比
べ
れ
ば

料
金
が
高
い
が
、

一
般
的
な
民
間

事
業
者
の
料
金
と
比
べ
る
と
か
な

り
の
低
価
格
だ
。
従
来
手
法
の
公

共
施
設
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
は
で
き
な
か
っ
た
で

あ
ろ
、
っ
。

朝
九
時
半
か
ら
深
夜

O
時
半
ま

で
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ

l
ン
は
朝

九
時
か
ら
夜
九
時
ま
で
)
と
い
う

営
業
時
間
の
設
定
も

P
F
I
手
法

な
ら
で
は
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ

l
ズ
に
素
早
く
反
応
し
て
運
営
す

る
こ
と
は
従
来
手
法
の
施
設
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
、

利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
市
民
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

タ
ラ
ソ
福
岡
は

P
F
I
手
法
の
採
用
の
ほ
か
、
温
海

水
を
利
用
し
た
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

i
施
設
」
で
あ
る
と

い
う
点
で
も
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。
わ
が
国
で
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
は
「
海
洋
療
法
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
の
海
藻
や
海
泥
の
パ
ッ
ク

を
連
想
さ
れ
る
人
も
あ
ろ
う
が
、
発
祥
の
地
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
」
は
健
康
増
進
や
病
気
の

予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日

本
で
言
う
温
泉
(
湯
治
)
の
よ
う
な
も
の
で
、
美
容
は

そ
の
効
果
の

一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
」
と
は
海
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
の
タ
ラ
サ
と
治

療
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
セ
ラ
ピ

l
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
あ
る
。

利
用
者
か
ら
は
、
「
今
ま
で
の
施
設
(
食
肉
市
場
)
が

あ
っ
た
と
き
と
比
べ
、
ま
ち
が
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
た
」
「
長
年
悩
ん
で
い
た
ア
ト
ピ

l
の
症
状
が
軽
減
し

た
」
「
民
間
の
施
設
と
比
べ
る
と
料
金
が
格
安
で
あ
る
」

と
い
っ
た
良
い
意
見
も
あ
る
が
、
「
利
用
し
た
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
定
員
が
す
ぐ
埋
ま
る
の
で
な
か
な
か
受
講
で
き

な
い
」
「
市
の
施
設
と
比
べ
る
と
料
金
が
高
い
」
な
ど
の

意
見
も
聞
か
れ
る
。

今
の
と
こ
ろ
利
用
者
か
ら
は
、

P
F
I
手
法
だ
か
ら

ど
う
こ
う
、
と
い
っ
た
声
は
な
い
が
、
従
来
手
法
の
施

設
に
比
べ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
け
る
で
あ
ろ
う
。

運
営
・
管
理
面
で
は
本
市
初
の

P
F
I
事
業
で
前
例

の
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
料
の
支
払
い
手
続

き
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後
、
事
業
者
と
力

を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

31⑨旭繊づくり2002年12月号

建
設
に
お
け
る
効
率
化
、
維
持
費
負
担
・
運
営
リ
ス
ク

の
解
消
な
ど
、
財
政
面
で
の
コ
ス
ト
縮
減
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
支
出
額
が
将
来
に
わ
た
り
明
確
に
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
。

本
事
業
は

B
O
T
方
式
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
は
、

自
ら
資
金
を
調
達
し
て
施
設
の
設
計
・
建
設
を
行
い
、

三
月
三
十

一
日
ま
で
の
十
五
年
間
。

利
用
料
金
に
関
し
て
市
が
指
定
し
た
の
は
「
ビ
ジ
タ

ー
の
プ

l
ル
利
用
を
二
時
間
で
八
百
円
以
下
」
と
い
う

条
件
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
料
金
は
、
運
営
者
の

判
断
で
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ

れ
が

P
F
I
手
法
で
な
か
っ
た
ら
市
民
ニ

l
ズ
と
の

「
ず
れ
」
が
わ
か
っ
て
も
料
金
改
定
な
ど
す
ぐ
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

施
設
を
所
有
し
て
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
金
と
市
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
料
収
入
に
よ
っ
て
、
市
が
提
示
す
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
(
施
設
の
維
持
管
理
、
安
価
で
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
)
を
運
営
期
間
中
、
市
民
に
提
供
す
る
。

こ
の
期
間
は
市
が
土
地
を
無
償
貸
付
し
、
電
力
の
無
償

供
給
を
行
う
。
運
営
期
間
終
了
後
、
民
間
事
業
者
は
施

設
を
市
に
無
償
で
譲
渡
す
る
。

運
営
期
間
は
平
成
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
二
十
九
年

特集=PFIを活かしたまちづくり

個
別
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
プ
ー
ル
に
比
べ
れ
ば

料
金
が
高
い
が
、

一
般
的
な
民
間

事
業
者
の
料
金
と
比
べ
る
と
か
な

り
の
低
価
格
だ
。
従
来
手
法
の
公

共
施
設
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
は
で
き
な
か
っ
た
で

あ
ろ
、
っ
。

朝
九
時
半
か
ら
深
夜

O
時
半
ま

で
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ

l
ン
は
朝

九
時
か
ら
夜
九
時
ま
で
)
と
い
う

営
業
時
間
の
設
定
も

P
F
I
手
法

な
ら
で
は
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ

l
ズ
に
素
早
く
反
応
し
て
運
営
す

る
こ
と
は
従
来
手
法
の
施
設
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
、

利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
市
民
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

タ
ラ
ソ
福
岡
は

P
F
I
手
法
の
採
用
の
ほ
か
、
温
海

水
を
利
用
し
た
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

i
施
設
」
で
あ
る
と

い
う
点
で
も
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。
わ
が
国
で
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
は
「
海
洋
療
法
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
の
海
藻
や
海
泥
の
パ
ッ
ク

を
連
想
さ
れ
る
人
も
あ
ろ
う
が
、
発
祥
の
地
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

l
」
は
健
康
増
進
や
病
気
の

予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日
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で
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果
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海
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治
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す
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フ
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ン
ス
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の
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ピ
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を
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み
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せ
た
造
語
で
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る
。

利
用
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か
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は
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「
今
ま
で
の
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(
食
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市
場
)
が
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っ
た
と
き
と
比
べ
、
ま
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が
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る
い
イ
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に
な

っ
た
」
「
長
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悩
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で
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ト
ピ
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の
症
状
が
軽
減
し

た
」
「
民
間
の
施
設
と
比
べ
る
と
料
金
が
格
安
で
あ
る
」

と
い
っ
た
良
い
意
見
も
あ
る
が
、
「
利
用
し
た
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
定
員
が
す
ぐ
埋
ま
る
の
で
な
か
な
か
受
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で
き

な
い
」
「
市
の
施
設
と
比
べ
る
と
料
金
が
高
い
」
な
ど
の

意
見
も
聞
か
れ
る
。

今
の
と
こ
ろ
利
用
者
か
ら
は
、

P
F
I
手
法
だ
か
ら

ど
う
こ
う
、
と
い
っ
た
声
は
な
い
が
、
従
来
手
法
の
施

設
に
比
べ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
け
る
で
あ
ろ
う
。

運
営
・
管
理
面
で
は
本
市
初
の

P
F
I
事
業
で
前
例

の
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
料
の
支
払
い
手
続

き
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後
、
事
業
者
と
力

を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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地

方

行

財

政

関

連

施

策

解

説

園

総
務
省
自
治
行
政
局
自
治
政
策
課

平
成
市
年
墓
地
方
行
財
政
重
点
施
策
に
つ
い
て

ω

一電
子
自
治
体
の
推
進

電
子
自
治
体
の
実
現
を
機
に
、
既
存
の
業
務
の
電
算

化
を
図
る
と
い
う
発
想
を
超
え
て
、
業
務
全
体
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
を
図
り
、
地

方
行
政
の
総
合
性
・
機
動
性
を
確
保
。

地
方
行
政
の
業
務
改
革
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
。

・
電
子
自
治
体
の
実
現
で
、
申
請
・
届
け
出
な
ど
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
に
よ
る
住
民
の
利
便

性
の
向
上
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
と
併
せ
た

I

T
(情
報
通
信
技
術
)
の
活
用
を
推
進

・
有
権
者
の
利
便
の
向
上
や
開
票
の
迅
速
化
を
図
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
に
お
け
る
電
子
投
票
の

実
施
を
促
進

・
震
ヶ
関
W
A
N
と
接
続
す
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
効
果
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進

・
地
方
公
共
団
体
に
か
か
わ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
官

職
証
明
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
電
子
証

明
書
の
発
行
な
ど
を
行
う
高
度
な
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
を
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人
に
対
し
て
も
安

い
費
用
で
提
供
す
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
制
度

を
創
設

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な

運
用
。

-
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
基
盤
を
充
実

ま
た
、
国
の
機
関
な
ど
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提

供
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド

(
I
C
カ
ー

ド
)
の
活
用
で
、
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
や
転

入
・
転
出
手
続
き
の
簡
略
化
を
実
施

・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
制
度
面
、
技
術
・
運
用
面

で
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
審

議
や
外
部
監
査
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
運
営
の
監
査
を
実

か
也
ふ
h
M個
人
情
報
の
保
護
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
充
実

の
た
め
の
支
援
。

・
個
人
情
報
保
護
条
例
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な

ど
の
整
備

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
則

っ
た
庁
内
の
情
報
管

理
体
制
と
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な
ど
を
踏
ま
え
た
職
員
の

教
育
・
訓
練
の
実
施

電
子
自
治
体
実
現
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
体
制
の

整
備
。

・
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
営
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
遠
隔
監
視
、
シ
ス
テ
ム
の
共

同
研
究
開
発
や
職
員
の
教
育

・
訓
練
の
場
の
整
備
な

ど
、
電
子
自
治
体
の
実
現
の
推
進
の
た
め
、
総
合
的

な
支
援
体
制
を
整
備
(
図
1
)
。

一公
私
協
働
の
取
り
組
み

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
し
て
の
住
民
の
積
極
的

参
加
に
よ
る
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
枠
組
み

を
構
築
。

・
各
種
の
公
益
法
人
、

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民

間
企
業
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
る
新
し
い
公
私
協
働
の
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
運
営
の
促
進

・
行
政
と
の
協
働
の
も
と
、
住
民
が
中
心
と
な

っ
て
考

え
、
主
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
わ

が
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
促
進

一個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
国
主
形
成
を

3
一推
進
す
る
た
め
の

一地
域
課
題
へ
の
重
点
的
恕
取
り
組
み

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
地
域
課
題
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・
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の
利
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の
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や
開
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の
迅
速
化
を
図
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
に
お
け
る
電
子
投
票
の

実
施
を
促
進

・
震
ヶ
関
W
A
N
と
接
続
す
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
効
果
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進

・
地
方
公
共
団
体
に
か
か
わ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
官

職
証
明
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
電
子
証

明
書
の
発
行
な
ど
を
行
う
高
度
な
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
を
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人
に
対
し
て
も
安

い
費
用
で
提
供
す
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
制
度

を
創
設

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な

運
用
。

-
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
基
盤
を
充
実

ま
た
、
国
の
機
関
な
ど
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提

供
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド

(
I
C
カ
ー

ド
)
の
活
用
で
、
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
や
転

入
・
転
出
手
続
き
の
簡
略
化
を
実
施

・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
制
度
面
、
技
術
・
運
用
面

で
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
審

議
や
外
部
監
査
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
運
営
の
監
査
を
実

か
也
ふ
h
M個
人
情
報
の
保
護
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
充
実

の
た
め
の
支
援
。

・
個
人
情
報
保
護
条
例
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な

ど
の
整
備

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
則

っ
た
庁
内
の
情
報
管

理
体
制
と
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
な
ど
を
踏
ま
え
た
職
員
の

教
育
・
訓
練
の
実
施

電
子
自
治
体
実
現
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
体
制
の

整
備
。

・
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
営
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
遠
隔
監
視
、
シ
ス
テ
ム
の
共

同
研
究
開
発
や
職
員
の
教
育

・
訓
練
の
場
の
整
備
な

ど
、
電
子
自
治
体
の
実
現
の
推
進
の
た
め
、
総
合
的

な
支
援
体
制
を
整
備
(
図
1
)
。

一公
私
協
働
の
取
り
組
み

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
し
て
の
住
民
の
積
極
的

参
加
に
よ
る
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
枠
組
み

を
構
築
。

・
各
種
の
公
益
法
人
、

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民

間
企
業
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
る
新
し
い
公
私
協
働
の
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
運
営
の
促
進

・
行
政
と
の
協
働
の
も
と
、
住
民
が
中
心
と
な

っ
て
考

え
、
主
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
わ

が
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
促
進

一個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
国
主
形
成
を

3
一推
進
す
る
た
め
の

一地
域
課
題
へ
の
重
点
的
恕
取
り
組
み

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
地
域
課
題
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へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
推
進
。

一活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

地
域
の
活
性
化
を
支
え
る
の
は
「
人
」

う
観
点
か
ら
、
個
性
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う

意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
生

地方行財政関連施策解説

で
あ
る
と
い

図1r地方公共団体の IT総合サポート機能の充実」イメージ図

地域衛星

通i言ネットワーク

公的個人認証サービス

支援機能

公的個人認駈サービスの管理

総合行政ネットワーク

サポート機能
・総合行政ネットワーク

(L GWA N)の管理
.各種サービスの提供
一一一一-1=耳

口

霞ヶ関WAN

インヲーネット

涯
学
習
の
充
実
。

高速LAN
政策立案支援機能

| 電子自治体推進機能 | 地方公共団体喫緊の課題 情報セキュリティ構築 ・確保隣同
ごとの政策立案資料の提供 白 白 ー

共同研究機能 産属島理教育 過疎 情報化 1!=f" ~ ')アイ不リンー

と222!きさの能力を傭 O o 0 o :主主Z・緊急対応
一…可 白訂宵京支援

収集提供早島

業務革新コンサルテイング

電子自治体の体帯購築支援
• I T情報の収集・提供
.相該に対する助言

・研修・啓発事業の推進

相駁に対

する助冒

曾

新
産
業
創
出
や
雇

用
確
保
を
は
じ
め
、

地
域
の
発
展
に
結
び

つ
く
科
学
技
術
振
興

の
た
め
、
地
方
公
共

団
体
の
自
主
的
か
っ

戦
略
的
な
取
り
組
み

を
推
進
。
と
く
に
、

公
立
大
学
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
、

地
域
の
資
源
や
人
材

を
活
用
し
た
新
し
い

産
学
官
の
連
携
を
推

進
。容

易
か
つ
安
価
な

情
報
の
や
り
取
り
を

可
能
と
す
る
基
盤
で

あ
る
超
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
ア
ク
セ
ス

網
な
ど
に
常
時
接
続

可
能
な
環
境
を
全
国

的
に
整
備
し
、
地
域

間
の
デ
ジ
タ
ル

・
デ

パ
イ
ド
を
解
消
し
て

地
域
振
興

・
産
業
振

興
な
ど
を
図
る
た
め
、
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
光
フ

ァ
イ
バ

ー
網
整
備
な
ど
を
推
進
。

I
T
の
導
入
に
際
し
て
は
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体

が
業
務
(
住
民
サ
ー
ビ
ス
業
務
お
よ
び
内
部
管
理
業
務
)

を
共
同
化
し
た
う
え
で
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
シ

ス
テ
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
(
外
部
資
源
活
用
)
で
、

大
幅
な
経
費
削
減
を
伴
う
業
務
改
革
と

I
T
関
連
地
場

産
業
の
起
業
・
定
着
、
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
共
同
ア
ウ
ト
ソ

l
シ
ン
グ
・
電
子
自
治

体
推
進
戦
略
を
推
進
(
図
2
)
。

I
T
を
活
用
し
た
新
た
な
地
域
振
興
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
「
e

|
ふ
る
さ
と
構
想
」
を
推
進
。

一個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

都
市
や
農
山
漁
村
、
歴
史
や
伝
統
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
有
す
る
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
都
市
基
盤
・

産
業
基
盤
な
ど
の
整
備
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
国
土

・

環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
向
上
。

各
地
域
の
特
色
あ
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
共
生
・
対
流
を
促
進
し
、
都
市
と
農
山
漁
村
の

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
共
有
・
事
受
す
る
こ
と

で
、
全
体
と
し
て
多
様
な
国
土
の
形
成
を
推
進
。

一人
と
自
然
に
や
さ
し
い
地
域
つ
く
り

地
域
の
多
様
な
ニ

l
ズ
を
汲
み
上
げ
、

高
齢
者
、
障

害
者
、
女
性
や
子
供
、
外
国
人
な
ど
す
べ
て
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
医
療

・

介
護
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
お
よ
び

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
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へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
推
進
。

一活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

地
域
の
活
性
化
を
支
え
る
の
は
「
人
」

う
観
点
か
ら
、
個
性
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う

意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
生

地方行財政関連施策解説

で
あ
る
と
い

図1r地方公共団体の IT総合サポート機能の充実」イメージ図

地域衛星

通i言ネットワーク

公的個人認証サービス

支援機能

公的個人認駈サービスの管理

総合行政ネットワーク

サポート機能
・総合行政ネットワーク

(L GWA N)の管理
.各種サービスの提供
一一一一-1=耳

口

霞ヶ関WAN

インヲーネット

涯
学
習
の
充
実
。

高速LAN
政策立案支援機能

| 電子自治体推進機能 | 地方公共団体喫緊の課題 情報セキュリティ構築 ・確保隣同
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と222!きさの能力を傭 O o 0 o :主主Z・緊急対応
一…可 白訂宵京支援

収集提供早島

業務革新コンサルテイング

電子自治体の体帯購築支援
• I T情報の収集・提供
.相該に対する助言

・研修・啓発事業の推進

相駁に対

する助冒

曾

新
産
業
創
出
や
雇

用
確
保
を
は
じ
め
、

地
域
の
発
展
に
結
び

つ
く
科
学
技
術
振
興

の
た
め
、
地
方
公
共

団
体
の
自
主
的
か
っ

戦
略
的
な
取
り
組
み

を
推
進
。
と
く
に
、

公
立
大
学
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
、

地
域
の
資
源
や
人
材

を
活
用
し
た
新
し
い

産
学
官
の
連
携
を
推

進
。容

易
か
つ
安
価
な

情
報
の
や
り
取
り
を

可
能
と
す
る
基
盤
で

あ
る
超
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
ア
ク
セ
ス

網
な
ど
に
常
時
接
続

可
能
な
環
境
を
全
国

的
に
整
備
し
、
地
域

間
の
デ
ジ
タ
ル

・
デ

パ
イ
ド
を
解
消
し
て

地
域
振
興

・
産
業
振

興
な
ど
を
図
る
た
め
、
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
光
フ

ァ
イ
バ

ー
網
整
備
な
ど
を
推
進
。

I
T
の
導
入
に
際
し
て
は
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体

が
業
務
(
住
民
サ
ー
ビ
ス
業
務
お
よ
び
内
部
管
理
業
務
)

を
共
同
化
し
た
う
え
で
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
シ

ス
テ
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
(
外
部
資
源
活
用
)
で
、

大
幅
な
経
費
削
減
を
伴
う
業
務
改
革
と

I
T
関
連
地
場

産
業
の
起
業
・
定
着
、
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
共
同
ア
ウ
ト
ソ

l
シ
ン
グ
・
電
子
自
治

体
推
進
戦
略
を
推
進
(
図
2
)
。

I
T
を
活
用
し
た
新
た
な
地
域
振
興
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
「
e

|
ふ
る
さ
と
構
想
」
を
推
進
。

一個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

都
市
や
農
山
漁
村
、
歴
史
や
伝
統
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
有
す
る
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
都
市
基
盤
・

産
業
基
盤
な
ど
の
整
備
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
国
土

・

環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
向
上
。

各
地
域
の
特
色
あ
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
共
生
・
対
流
を
促
進
し
、
都
市
と
農
山
漁
村
の

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
共
有
・
事
受
す
る
こ
と

で
、
全
体
と
し
て
多
様
な
国
土
の
形
成
を
推
進
。

一人
と
自
然
に
や
さ
し
い
地
域
つ
く
り

地
域
の
多
様
な
ニ

l
ズ
を
汲
み
上
げ
、

高
齢
者
、
障

害
者
、
女
性
や
子
供
、
外
国
人
な
ど
す
べ
て
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
医
療

・

介
護
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
お
よ
び

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
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テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
の
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を

促
進
。

環
境
と
調
和
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
へ
向
け
て
、

事
業
者
、
消
費
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
再
使
用
・
再
生
利

用
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
自
立
的
処
理
が
効
果
的

に
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
世
代
ま
で
恵
み
あ
る
自
然
環
境
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
、
生
活
環
境
対

策
、
国
土
保
全
対
策
な
ど
を
促
進
。

一安
全
な
地
域
つ
く
り

国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に
か
か
わ
り
、
国

・
地

方
を
通
じ
た
最
も
基
本
的
で
重
要
な
基
盤
整
備
と
し

て
、
固
と
地
方
公
共
団
体
が
、
適
切
な
役
割
分
担
の
下

に
積
極
的
に
推
進
。

火
災
予
防
対
策
な
ど
の
推
進
。

・
昨
年
の
東
京
・
新
宿
区
歌
舞
伎
町
ピ
ル
火
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
防
火
管
理
の
充
実
と
違
反
是
正
の
徹
底

な
ど
に
よ
り
、
小
規
模
雑
居
ピ
ル
な
ど
に
対
す
る
防

火
安
全
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
防
火
対
策

を
推
進

救
急
救
命
な
ど
の
充
実

・
高
度
化
0

・
救
命
率
を

一
層
高
め
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
処
置

範
囲
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
医
学
的
観
点
か
ら

救
急
救
命
士
の
行
う
応
急
処
置
な
ど
の
質
を
高
め
る

た
め
の
体
制
を
構
築

大
規
模
災
害
な
ど
へ
の
対
応
。

3-?(J)ーの 「①住民サービスの質的向上
JL、示 =イ1②地方公共団体におけるコスト削減と業務改革

し③ IT関連地場産業をはじめとする新需要創出

年白

図2

データセンターの運営などを行

う地元 IT企業を中心に、通信

サービスの提供、ネ ットワーク

の保守・運用、メンテナンス、

物流サービスなど、さらには職

員の教育・訓練などについて地

元で相当の需要効果を創出

業務処理を行うサーバの管理、ソ

フトの不具合に対応したパージョ

ンアップなどのメンテナンスおよ

び不正アクセスなどに対するセキ

ュリティ対策などを共同で行うこ

とにより、低いコストで高い水準

の管理が可能
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-
大
規
模
地
震
な
ど
に
対
す
る
広
域
緊
急
対
応
体
制
の

充
実
と
都
道
府
県
相
互
間
地
域
防
災
計
画
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
の
推
進

-
N
B
C
テ
ロ
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
案
な
ど
が
国
会
で
継
続

審
議
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
民
保
護
法
制

に
お
け
る
住
民
の
安
全
確
保
策
な
ど
に
つ
い
て
検

↓

1
 

防
災

・
危
機
管
理
に
か
か
わ
る
組
織
、
人
材
、
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
・
充
実
0

・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
防
災
・
危
機
管
理
に
か
か

わ
る
組
織
体
制
の
整
備
促
進
、

e
ー
ラ

l
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
・
研
修
体
制
の
構
築

な
ど

-
国

・
地
方
公
共
団
体
・
住
民
の
防
災
情
報
の
共
有
化

の
た
め
、
全
国
的
に
必
要
と
さ
れ
る
防
災
情
報
通
信

基
盤
を
確
保

・
消
防
防
災
に
か
か
わ
る
科
学
技
術
の
高
度
化
の
推
進

自
治
体
消
防
の
強
化
と
広
域
緊
急
対
応
体
制
の
整

備
。

・
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
を
含
め
た
消
防
の
緊

急
対
応
力
を
強
化

・
大
規
模
・
特
殊
災
害
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急

消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
の
位
置
付
け
お
よ
び
国
の
役

割
の
明
確
化
、
機
能
の
拡
充
と
と
も
に
、
国
に
よ
る

主
体
的
な
火
災
原
因
調
査
の
実
施
、
高
速
性

・
機
動

性
を
活
か
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
都
道
府
県
保
有
分

を
含
め
た
活
用
な
ど
、
広
域
緊
急
対
応
体
制
を
強
化
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テ
ィ
ア
に
よ
る
活
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性
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の
た
め
の
取
り
組
み
を

促
進
。

環
境
と
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和
し
た
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環
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、
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消
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、
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そ
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ぞ
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の
役
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を
果
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す
こ
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で
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
再
使
用
・
再
生
利

用
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
自
立
的
処
理
が
効
果
的

に
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
世
代
ま
で
恵
み
あ
る
自
然
環
境
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
、
生
活
環
境
対

策
、
国
土
保
全
対
策
な
ど
を
促
進
。

一安
全
な
地
域
つ
く
り

国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に
か
か
わ
り
、
国

・
地

方
を
通
じ
た
最
も
基
本
的
で
重
要
な
基
盤
整
備
と
し

て
、
固
と
地
方
公
共
団
体
が
、
適
切
な
役
割
分
担
の
下

に
積
極
的
に
推
進
。

火
災
予
防
対
策
な
ど
の
推
進
。

・
昨
年
の
東
京
・
新
宿
区
歌
舞
伎
町
ピ
ル
火
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
防
火
管
理
の
充
実
と
違
反
是
正
の
徹
底

な
ど
に
よ
り
、
小
規
模
雑
居
ピ
ル
な
ど
に
対
す
る
防

火
安
全
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
防
火
対
策

を
推
進

救
急
救
命
な
ど
の
充
実

・
高
度
化
0

・
救
命
率
を

一
層
高
め
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
処
置

範
囲
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
医
学
的
観
点
か
ら

救
急
救
命
士
の
行
う
応
急
処
置
な
ど
の
質
を
高
め
る

た
め
の
体
制
を
構
築

大
規
模
災
害
な
ど
へ
の
対
応
。

3-?(J)ーの 「①住民サービスの質的向上
JL、示 =イ1②地方公共団体におけるコスト削減と業務改革

し③ IT関連地場産業をはじめとする新需要創出

年白

図2

データセンターの運営などを行

う地元 IT企業を中心に、通信

サービスの提供、ネ ットワーク

の保守・運用、メンテナンス、

物流サービスなど、さらには職

員の教育・訓練などについて地

元で相当の需要効果を創出

業務処理を行うサーバの管理、ソ

フトの不具合に対応したパージョ

ンアップなどのメンテナンスおよ

び不正アクセスなどに対するセキ

ュリティ対策などを共同で行うこ

とにより、低いコストで高い水準

の管理が可能

Cコlt2112語読

位|需品イ42ど

|ハードウエア吋吟

|ソフト日州司
連携

データセンター

(各都道府県に1-2カ所)

設置・運営:地元 IT企業

-
大
規
模
地
震
な
ど
に
対
す
る
広
域
緊
急
対
応
体
制
の

充
実
と
都
道
府
県
相
互
間
地
域
防
災
計
画
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
の
推
進

-
N
B
C
テ
ロ
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
案
な
ど
が
国
会
で
継
続

審
議
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
民
保
護
法
制

に
お
け
る
住
民
の
安
全
確
保
策
な
ど
に
つ
い
て
検

↓

1
 

防
災

・
危
機
管
理
に
か
か
わ
る
組
織
、
人
材
、
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
・
充
実
0

・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
防
災
・
危
機
管
理
に
か
か

わ
る
組
織
体
制
の
整
備
促
進
、

e
ー
ラ

l
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
・
研
修
体
制
の
構
築

な
ど

-
国

・
地
方
公
共
団
体
・
住
民
の
防
災
情
報
の
共
有
化

の
た
め
、
全
国
的
に
必
要
と
さ
れ
る
防
災
情
報
通
信

基
盤
を
確
保

・
消
防
防
災
に
か
か
わ
る
科
学
技
術
の
高
度
化
の
推
進

自
治
体
消
防
の
強
化
と
広
域
緊
急
対
応
体
制
の
整

備
。

・
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
を
含
め
た
消
防
の
緊

急
対
応
力
を
強
化

・
大
規
模
・
特
殊
災
害
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急

消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
の
位
置
付
け
お
よ
び
国
の
役

割
の
明
確
化
、
機
能
の
拡
充
と
と
も
に
、
国
に
よ
る

主
体
的
な
火
災
原
因
調
査
の
実
施
、
高
速
性

・
機
動

性
を
活
か
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
都
道
府
県
保
有
分

を
含
め
た
活
用
な
ど
、
広
域
緊
急
対
応
体
制
を
強
化
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順
序
だ
て

物
事
を
者

訓
練
の
場

「
第
十
六
回
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修

会
」
は
、
九
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
(
企

画
入
門
コ

l
ス
)
お
よ
び
九
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
(
実
践
応
用
コ

l
ス
)
の

H
程
で
、
東
京
都
文
京
区
の
東
京
弥
生
会

館
で
開
催
さ
れ
四
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
自
治
体
や
地
域
づ
く
り

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
な
ど
を
対
象

に
、
昭
和
六
十

一
年
ス
タ
ー
ト
、
今
年
で

設
立
十
七
年
目
を
迎
え
た
側
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
中
で
も
歴
史
の
あ
る

研
修
会
で
あ
る
。

企
画
入
門
コ

l
ス
は
初
め
て
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
担
当
者
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
、

「
イ
ベ
ン
ト
の
考
え
方
」
「
企
画
立
案
の
仕

方
」
「
実
践
の
方
法
」
な
ど
を
テ

l
マ
に

し
て
、
制
タ
ッ
プ
ク
リ
エ

l
ト
代
表
取
締

役
の
二
瓶
長
記
氏
を
主
任
講
師
と
し
て
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
が
行
わ
れ
た
。
同

氏
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
の
事
例
紹
介
を
交
え
た
講
義
を
行
い
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
コ
ン
セ
プ
ト

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

地域イベン卜実務研修会

特
別
講
義
に
は
「
第
六
回
ふ
る
さ
と
イ

ベ
ン
ト
大
賞
」
で
大
賞
を
受
賞
し
た
、
岐

阜
県
美
濃
市
の
「
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー

ト
展
」
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
正
田
武
則

氏
を
招
い
た
。
同
氏
は
、
美
濃
市
活
性
化

に
お
け
る
「
あ
か
り
ア
1
ト
展
」
の
位
置

付
け
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
で
は
、
各
自
が
持
ち

寄
っ
た
地
域
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら

一
つ
の
地
域
を
取
り
上
げ
、
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
練
り
あ
げ
た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、

コ
ア
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
サ
ブ
(
付
帯
)
イ

ベ
ン
ト
、
期
待
す
る
イ
ベ
ン
ト
効
果
な
ど

を

一
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
各
班
の
代
表

が
O
H
P
を
使
っ
て
発
表
を
行
っ
た
。

一
方
、
実
践
応
用
コ

l
ス
は
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
を
有
す
る
人
を
対

象
に
、
「
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
打

破
す
る
に
は
」
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
」
な
ど
を
テ

l
マ
に
、

側
地
域
戦
略
研
究
所
所
長
の
新
藤
健

一
郎

氏
を
講
師
と
し
て
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
自
ら
各
地
で
手

掛
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
事
例
に
基

づ
き
、
約
百
六
十
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
実
践
的
な
講
義
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
る
う
え
で
の
「
住
民
の
ヤ
ル
気
」

と
「
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
」
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
で
は
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
新
た
な
「
伝
説
」
を
創
作
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
柱
と
し
た
七
枚
の
企
画
書

を
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
書
き
込
ん
だ
模

造
紙
を
使
っ
て
各
班
の
代
表
が
発
表
し
た
。

両
コ

l
ス
と
も
研
修
終
了
後
、
各
班
の

代
表
者
に
メ
ン
バ
ー
全
員
の
修
了
証
が
渡

さ
れ
、
研
修
会
は
無
事
終
了
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
講
義
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
楽

し
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
い
う
力
が
湧
い
て

き
た
」
「
順
序
だ
て
て
物
事
を
考
え
る
訓

練
と
な
っ
た
」
な
ど
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
関
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

交
流
会
に
お
け
る
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た

地
域
産
品
の
交
換
会
に
つ
い
て
も
「
各
地

の
名
産

・
名
物
が
分
か
り
、
有
意
義
だ
っ

た
」
と
好
評
で
あ
っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

「
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修
会
」
を
要
請

の
あ
る
地
減
で
開
催
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ρ

出

前
研
修
会
μ

を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は

福
岡
県
八
女
市
で
開
催
し
、
好
評
を
得
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
こ
の
よ
う
な

研
修
会
を
地
方
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
セ
ン
タ
ー

で
は
積
極
的
に
出
前
研
修
会
を

P
R
し
て

需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
っ
て
い
き
た

、
。

-
V
 

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
業
務
第
一
課

副
参
事

宮
本
明
人
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順
序
だ
て

物
事
を
者

訓
練
の
場

「
第
十
六
回
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修

会
」
は
、
九
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
(
企

画
入
門
コ

l
ス
)
お
よ
び
九
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
(
実
践
応
用
コ

l
ス
)
の

H
程
で
、
東
京
都
文
京
区
の
東
京
弥
生
会

館
で
開
催
さ
れ
四
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
自
治
体
や
地
域
づ
く
り

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
な
ど
を
対
象

に
、
昭
和
六
十

一
年
ス
タ
ー
ト
、
今
年
で

設
立
十
七
年
目
を
迎
え
た
側
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
中
で
も
歴
史
の
あ
る

研
修
会
で
あ
る
。

企
画
入
門
コ

l
ス
は
初
め
て
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
担
当
者
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
、

「
イ
ベ
ン
ト
の
考
え
方
」
「
企
画
立
案
の
仕

方
」
「
実
践
の
方
法
」
な
ど
を
テ

l
マ
に

し
て
、
制
タ
ッ
プ
ク
リ
エ

l
ト
代
表
取
締

役
の
二
瓶
長
記
氏
を
主
任
講
師
と
し
て
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
が
行
わ
れ
た
。
同

氏
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
の
事
例
紹
介
を
交
え
た
講
義
を
行
い
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
コ
ン
セ
プ
ト

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

地域イベン卜実務研修会

特
別
講
義
に
は
「
第
六
回
ふ
る
さ
と
イ

ベ
ン
ト
大
賞
」
で
大
賞
を
受
賞
し
た
、
岐

阜
県
美
濃
市
の
「
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー

ト
展
」
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
正
田
武
則

氏
を
招
い
た
。
同
氏
は
、
美
濃
市
活
性
化

に
お
け
る
「
あ
か
り
ア
1
ト
展
」
の
位
置

付
け
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
で
は
、
各
自
が
持
ち

寄
っ
た
地
域
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら

一
つ
の
地
域
を
取
り
上
げ
、
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
練
り
あ
げ
た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、

コ
ア
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
サ
ブ
(
付
帯
)
イ

ベ
ン
ト
、
期
待
す
る
イ
ベ
ン
ト
効
果
な
ど

を

一
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
各
班
の
代
表

が
O
H
P
を
使
っ
て
発
表
を
行
っ
た
。

一
方
、
実
践
応
用
コ

l
ス
は
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
を
有
す
る
人
を
対

象
に
、
「
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
打

破
す
る
に
は
」
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
」
な
ど
を
テ

l
マ
に
、

側
地
域
戦
略
研
究
所
所
長
の
新
藤
健

一
郎

氏
を
講
師
と
し
て
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
自
ら
各
地
で
手

掛
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
事
例
に
基

づ
き
、
約
百
六
十
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
実
践
的
な
講
義
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
る
う
え
で
の
「
住
民
の
ヤ
ル
気
」

と
「
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
」
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
で
は
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
新
た
な
「
伝
説
」
を
創
作
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
柱
と
し
た
七
枚
の
企
画
書

を
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
書
き
込
ん
だ
模

造
紙
を
使
っ
て
各
班
の
代
表
が
発
表
し
た
。

両
コ

l
ス
と
も
研
修
終
了
後
、
各
班
の

代
表
者
に
メ
ン
バ
ー
全
員
の
修
了
証
が
渡

さ
れ
、
研
修
会
は
無
事
終
了
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
講
義
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
楽

し
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
い
う
力
が
湧
い
て

き
た
」
「
順
序
だ
て
て
物
事
を
考
え
る
訓

練
と
な
っ
た
」
な
ど
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
関
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

交
流
会
に
お
け
る
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た

地
域
産
品
の
交
換
会
に
つ
い
て
も
「
各
地

の
名
産

・
名
物
が
分
か
り
、
有
意
義
だ
っ

た
」
と
好
評
で
あ
っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

「
地
域
イ
ベ
ン
ト
実
務
研
修
会
」
を
要
請

の
あ
る
地
減
で
開
催
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ρ

出

前
研
修
会
μ

を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は

福
岡
県
八
女
市
で
開
催
し
、
好
評
を
得
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
こ
の
よ
う
な

研
修
会
を
地
方
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
セ
ン
タ
ー

で
は
積
極
的
に
出
前
研
修
会
を

P
R
し
て

需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
っ
て
い
き
た

、
。

-
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側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
福
岡
県
と

の
共
催
で
十
月
二
十

一
日
、
福
岡
市
の
西

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
地
域
活

性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム

-m
福
岡
」
を
開
催
し
た
。

総
務
省
、
朝
日

・
毎
日

・
読
売
・
日
経
・

産
経
・
西
日
本
各
新
聞
社
と
地
域
づ
く
り

団
体
全
国
協
議
会
の
後
援
を
受
け
「
交
流

と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
幻
世
紀
型

の
地
方
都
市
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と

題
し
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
行
政
関

係
者
、

一
般
市
民
ら
約
三
百
人
が
参
加
し

た
。

「
か
つ
て
は
、
大
都
市
、
中
都
市
、
小
都

市
と
地
域
に
よ
る
階
層
区
分
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
、
そ
れ
は
消
費
行
動
に
も
明
確

に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
身
近
な

も
の
を
買
い
揃
え
る
と
き
は
居
住
地
近
く

の
商
庖
へ
、
大
き
な
買
い
物
を
す
る
と
き

は
都
心
の
百
貨
庖
へ
足
を
運
ぶ
と
い
う
具

合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七

0
年
代
以
降

は
郊
外
型
の
量
販
庖
で
生
活
必
需
品
の
す

べ
て
を
買
い
揃
え
よ
う
と
し
た
り
、
さ
ら

に
最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

買
い
物
の
重
点
が
移
行
す
る
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ベ

l
ス
が
郊

外
に
シ
フ
ト
し
た」

と
述
べ
、

I

T
の
急
速
な
普
及
も
あ
い
ま
っ
て
、

地戚づくり2002年12月号⑨36

たど盛
。がし
真て
にき
「た
そ都
れ市
」と

で田
は舎
なの
い相
か互
と交
ヲA‘:~右
肩岡 IL 

じな

これからのまちづくりには、 皆が汗
を流し知恵を出し合うことが大切
一一大林宣彦氏

そ
し
て
、
理
想
的
な
都
市
像
と
し
て
は
、

「
人
の
目
線
で
街
並
み
が
見
渡
せ
る
こ
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
歩
け
る
街
で
あ
る
こ
と
、

手
軽
に
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
、
身
近
に
自
然
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
地
域
性
に
配
慮
し
な
が
ら
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
あ

開
会
に
あ
た
り
、
福
岡
県
の
武
田
文
男

副
知
事
は
、
「
交
通
網
の
発
達
や
高
度
情

報
化
か
ら
生
じ
る
生
活
圏
広
域
化
の
傾
向

の
中
で
、
地
域
づ
く
り
団
体
や
地
方
公
共

団
体
で

『交
流
」
『
連
携
」
の
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
て
、
福
岡
県
が
都
市
の
連
携

に
よ
る
地
域
づ
く
り
施
策
と
し
て
掲
げ
て

い
る
「
筑
後
田
園
都
市
圏
構
想
」
や
、
交

流
施
策
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
。
続
い

て
当
セ
ン
タ
ー
の
松
本
英
昭
理
事
長
は
、

「
地
域
づ
く
り
活
動
」
に
お
け
る
「
交
流
」

「
連
携
」
の
意
義
を
強
調
し
た
う
え
で
、

基
調
講
演
者
を
紹
介
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。

る
」
と
ま
と
め
た
。

交流と連携による
まちづくり
21世紀型の
地方都市のあり方を考える

〈
ン
テ
ナ
ン
ス
型

、
ノ
の
ま
ち
づ
く
り

続
い
て
映
画
監
督
の
大
林
宣
彦

氏
が
「
わ
た
し
の
好
き
な
ま
ち
な

み
」
と
題
し
、
出
身
地
、
広
島
県
尾
道
市

で
の
映
画
製
作
の
き
っ
か
け
や
、
お
気
に

入
り
の
ま
ち
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。

今
日
の
地
域
社
会
を
「
自
立
分
散
型
」
と

論
じ
た
。

次
に
、
私
た
ち
の
心
理
の
変
化
に
つ
い

て
ふ
れ
、
最
近
の
世
論
調
査
で
は
、
「
心

の
豊
か
さ
」
「
日
々
の
充
実
」
「
社
会
貢
献

へ
の
意
欲
や
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
」

が
上
昇
し
て
い
る
と
し
て
、
「
ま
だ
ま
だ

日
本
人
は
歴
史
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
が
っ
て
い
る
現
象

が
見
て
取
れ
る
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

手
が
か
り
・
ヒ
ン
ト
は
、
「
身
近
な
街
並

み
や
生
活
の
中
で
の
小
さ
な
再
発

見
の
積
み
重
ね
な
ど
、
情
報
化
社

会
に
の
ら
な
い
も
の
の
中
に
隠
さ

れ
て
い
る
」
と
話
し
、
近
年
、
隆

地域性に配慮しながら調和のと
れたまちづくりを目指すべき
一一西村幸夫氏

代
表
作
「
転
校
生
」
「
時
を
か
け
る
少

女
」
そ
し
て
「
さ
び
し
ん
ほ
う
」
は
い
ず

れ
も
、
尾
道
市
の
昔
な
が
ら
の
街
並
み
を

舞
台
に
し
た
物
語
で
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
。氏
は
、

こ
の
街
を
そ
の
ま
ま
に
守
り
続
け
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
製
作
し
た
と
述
べ
、
実
際

に
映
画
を
見
た
人
か
ら
「
ど
こ
に
で
も
あ

る
近
代
的
な
街
と
は
違
う
何
か
、

情
報
に
は
な
ら
な
い
何
か
を
、
歩

い
て
体
験
し
た
く
な
っ
た
」
と
聞

い
て
、
思
い
が
伝
わ
っ
た
よ
う
で

与

7
日
の
地
域
社
会
は

4τ
「
自
立
分
散
型
」

。rum
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
の
西
村
幸
夫
氏

が
「
幻
世
紀
の
都
市
像
と
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。西

村
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
像
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
九
七

0
年
代
初

頭
か
ら
今
日
ま
で
の
日
本
の
地
域
社
会
の

変
遷
を
説
明
し
た
。
こ
の
中
で
同
氏
は

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
福
岡
県
と

の
共
催
で
十
月
二
十

一
日
、
福
岡
市
の
西

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
地
域
活

性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム

-m
福
岡
」
を
開
催
し
た
。

総
務
省
、
朝
日

・
毎
日

・
読
売
・
日
経
・

産
経
・
西
日
本
各
新
聞
社
と
地
域
づ
く
り

団
体
全
国
協
議
会
の
後
援
を
受
け
「
交
流

と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
幻
世
紀
型

の
地
方
都
市
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と

題
し
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
行
政
関

係
者
、

一
般
市
民
ら
約
三
百
人
が
参
加
し

た
。

「
か
つ
て
は
、
大
都
市
、
中
都
市
、
小
都

市
と
地
域
に
よ
る
階
層
区
分
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
、
そ
れ
は
消
費
行
動
に
も
明
確

に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
身
近
な

も
の
を
買
い
揃
え
る
と
き
は
居
住
地
近
く

の
商
庖
へ
、
大
き
な
買
い
物
を
す
る
と
き

は
都
心
の
百
貨
庖
へ
足
を
運
ぶ
と
い
う
具

合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七

0
年
代
以
降

は
郊
外
型
の
量
販
庖
で
生
活
必
需
品
の
す

べ
て
を
買
い
揃
え
よ
う
と
し
た
り
、
さ
ら

に
最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

買
い
物
の
重
点
が
移
行
す
る
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ベ

l
ス
が
郊

外
に
シ
フ
ト
し
た」

と
述
べ
、

I

T
の
急
速
な
普
及
も
あ
い
ま
っ
て
、

地戚づくり2002年12月号⑨36

たど盛
。がし
真て
にき
「た
そ都
れ市
」と

で田
は舎
なの
い相
か互
と交
ヲA‘:~右
肩岡 IL 

じな

これからのまちづくりには、 皆が汗
を流し知恵を出し合うことが大切
一一大林宣彦氏

そ
し
て
、
理
想
的
な
都
市
像
と
し
て
は
、

「
人
の
目
線
で
街
並
み
が
見
渡
せ
る
こ
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
歩
け
る
街
で
あ
る
こ
と
、

手
軽
に
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
、
身
近
に
自
然
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
地
域
性
に
配
慮
し
な
が
ら
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
あ

開
会
に
あ
た
り
、
福
岡
県
の
武
田
文
男

副
知
事
は
、
「
交
通
網
の
発
達
や
高
度
情

報
化
か
ら
生
じ
る
生
活
圏
広
域
化
の
傾
向

の
中
で
、
地
域
づ
く
り
団
体
や
地
方
公
共

団
体
で

『交
流
」
『
連
携
」
の
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
て
、
福
岡
県
が
都
市
の
連
携

に
よ
る
地
域
づ
く
り
施
策
と
し
て
掲
げ
て

い
る
「
筑
後
田
園
都
市
圏
構
想
」
や
、
交

流
施
策
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
。
続
い

て
当
セ
ン
タ
ー
の
松
本
英
昭
理
事
長
は
、

「
地
域
づ
く
り
活
動
」
に
お
け
る
「
交
流
」

「
連
携
」
の
意
義
を
強
調
し
た
う
え
で
、

基
調
講
演
者
を
紹
介
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。

る
」
と
ま
と
め
た
。

交流と連携による
まちづくり
21世紀型の
地方都市のあり方を考える

〈
ン
テ
ナ
ン
ス
型

、
ノ
の
ま
ち
づ
く
り

続
い
て
映
画
監
督
の
大
林
宣
彦

氏
が
「
わ
た
し
の
好
き
な
ま
ち
な

み
」
と
題
し
、
出
身
地
、
広
島
県
尾
道
市

で
の
映
画
製
作
の
き
っ
か
け
や
、
お
気
に

入
り
の
ま
ち
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。

今
日
の
地
域
社
会
を
「
自
立
分
散
型
」
と

論
じ
た
。

次
に
、
私
た
ち
の
心
理
の
変
化
に
つ
い

て
ふ
れ
、
最
近
の
世
論
調
査
で
は
、
「
心

の
豊
か
さ
」
「
日
々
の
充
実
」
「
社
会
貢
献

へ
の
意
欲
や
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
」

が
上
昇
し
て
い
る
と
し
て
、
「
ま
だ
ま
だ

日
本
人
は
歴
史
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
が
っ
て
い
る
現
象

が
見
て
取
れ
る
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

手
が
か
り
・
ヒ
ン
ト
は
、
「
身
近
な
街
並

み
や
生
活
の
中
で
の
小
さ
な
再
発

見
の
積
み
重
ね
な
ど
、
情
報
化
社

会
に
の
ら
な
い
も
の
の
中
に
隠
さ

れ
て
い
る
」
と
話
し
、
近
年
、
隆

地域性に配慮しながら調和のと
れたまちづくりを目指すべき
一一西村幸夫氏

代
表
作
「
転
校
生
」
「
時
を
か
け
る
少

女
」
そ
し
て
「
さ
び
し
ん
ほ
う
」
は
い
ず

れ
も
、
尾
道
市
の
昔
な
が
ら
の
街
並
み
を

舞
台
に
し
た
物
語
で
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
。氏
は
、

こ
の
街
を
そ
の
ま
ま
に
守
り
続
け
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
製
作
し
た
と
述
べ
、
実
際

に
映
画
を
見
た
人
か
ら
「
ど
こ
に
で
も
あ

る
近
代
的
な
街
と
は
違
う
何
か
、

情
報
に
は
な
ら
な
い
何
か
を
、
歩

い
て
体
験
し
た
く
な
っ
た
」
と
聞

い
て
、
思
い
が
伝
わ
っ
た
よ
う
で

与

7
日
の
地
域
社
会
は

4τ
「
自
立
分
散
型
」

。rum
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
の
西
村
幸
夫
氏

が
「
幻
世
紀
の
都
市
像
と
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。西

村
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
像
を
展

望
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
九
七

0
年
代
初

頭
か
ら
今
日
ま
で
の
日
本
の
地
域
社
会
の

変
遷
を
説
明
し
た
。
こ
の
中
で
同
氏
は



非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
と
語
る
。

し
か
し
、

一
般
公
開
に
先
立
つ
地
元
試

写
会
で
は
、
「
ひ
び
割
れ
た
土
塀
や
車
も

進
入
で
き
な
い
小
道
を
な
ぜ
撮
影
し
た
の

か
」
と
行
政
を
は
じ
め
、
住
民
か
ら
も
不

評
を
買
っ
た
こ
と
、
当
時
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
全
国
的
に

「
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ピ

ル
ド
・
大
量
消
費
型
」
の
考
え
方
が
主
流

で
、
古
い
も
の
を
活
か
す
「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス

・
蓄
積
型
」
は
少
数
派
で
あ
っ
た
こ
と

を
振
り
返
っ
た
。
今
や
物
や
金
よ
り
心
の

豊
か
さ
を
重
視
す
る
価
値
観
が
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の

「失
わ
れ
た
十
年
」
で
、
徐
々

に
日
本
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ

れ
こ
そ
が
暗
い
世
相
の
中
で
、
私
た
ち
が

獲
得
し
た
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
述
べ
、

「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
利
便

性
や
快
適
性
よ
り
、
皆
が
汗
を
流
し
知
恵

を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
取
り
組
む

『メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・
蓄
積
型
』
を
基
本
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
す
べ
き
で
あ
る
」

と
語

っ
た
。

』ぉ

C
流
と
連
携
に
よ
る

Yコ
ま
ち
づ
く
り

こ
の
あ
と
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
学
部
教
授
の
井
上
繁
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
、

N
P
O
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
理
事
の
今
泉
重
敏
氏
、
福
岡
県
大
牟
田

市
長
の
栗
原
孝
氏
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

地域活性化フォーラム

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

残
間
里
江
子
氏
、
九
州
大
学
大
学
院
人
間

I~ネルディスカ y ション。
左よりコディネ タの井上氏、
パネラーの今泉、栗原、残問、出口の
各氏

ち
の
駅
」
を
紹
介
し
、
「
人
が
集
ま
る
と

こ
ろ
か
ら
交
流
が
生
ま
れ
、
や
る
気
と
笑

顔
で
活
動
の
輪
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
」
と

述
べ
、
主
体
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は

N
P
O
が
地
域
づ
く
り
の
カ

ギ
に
な
る
と
話
し
た
。

環
境
学
研
究
院
助
教
授
の
出
口
敦
氏
が

「交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
l
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

ま
ず
、
今
泉
氏
が
、
日
ご
ろ
取
り
組
ん

で
い
る
、
特
産
品
の
展
示
な
ど
、
地
域
性

を
活
か
し
た
交
流
拠
点
の
整
備
事
業
「
ま

栗
原
氏
は
、
「
平
成
三

年
の
炭
鉱
閉
山
に
伴
い
、

福
祉
と
環
境
リ
サ
イ
ク

ル
産
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
」
と
話
し
、
と
く

に
近
隣
自
治
体
と
連
携

し
、
ゴ
ミ
を
固
形
燃
料

化
、
熱
源
と
し
て
発
電

に
利
用
す
る
事
業
を
紹

介
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

は
、
単
な
る
パ

i
ト
ナ

ー
と
し
て
で
は
な
く
、

競
争
相
手
と
し
て
個
性

を
競
い
合
い
、
筑
後
地

方
全
体
が
活
性
化
す
る

よ
う
な
関
係
で
あ
り
た

い
」
と
述
べ
た
。「ま

ち
の

出
口
氏
は
、

に
ぎ
わ
い
」
に
関
し
て
、

都
市
計
画
の
観
点
か
ら
、

「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
た

め
に
は
、
都
市
を
あ
る

程
度
高
密
度
に
仕
向
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
必
ず
人
と

人
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が

必
要
」
と
論
じ
た
。
ま
た
現
在
、
取
り
組

ん
で
い
る
九
州
大
学
の
移
転
計
画
に
つ
い

て
、
「
地
域
に
聞
か
れ
た
大
学
、
地
域
と

と
も
に
発
展
し
て
い
く
大
学
を
目
指
し
て

い
る
」
と
語

っ
た
。

残
問
氏
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
経

験
を
踏
ま
え
、

「
交
流

・
連
携
施
策
は
、

き
ち
ん
と
相
手
方
を
選
定
し
、
目
的
意
識

を
持

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」

と
述

べ
、
事
業
実
施
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
実
質
的
か
(
リ
ア
リ
テ
ィ
の
有
無
)
、

②
対
価
に
見
合
う
か
③
個
(
人
)
を
見
据

え
た
も
の
か
④
防
災
、
防
犯
対
策
⑤
挑
戦

的
か
⑥
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
か
の
六

つ
の
条
件
を
提
示
し
た
。

最
後
に
井
上
氏
が
、
四
人
の
意
見
を
ま

と
め

「都
市
連
携
の
底
流
に
は
競
争
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
個
性
や
魅
力
を

磨
き
あ
っ
て
い
く
過
程
で
理
想
的
な
関
係

が
構
築
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り

競
争
の
中
か
ら
共
創
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
域
内

に
お
い
て
も
、
地
域
づ
く
り
は
行
政
や
地

域
住
民
、

N
P
O
な
ど
が

一
体
と
な

っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
締
め

く
く

っ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
幕
を
閉
じ
た
。
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非
常
に
う
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か
っ
た
と
語
る
。
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進
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な
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ぜ
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し
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」
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行
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、
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か
ら
も
不
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っ
た
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と
、
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時
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く
り
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、
全
国
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に

「
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ッ
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ン
ド
ピ

ル
ド
・
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量
消
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」
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考
え
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主
流

で
、
古
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の
を
活
か
す
「
メ
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テ
ナ
ン

ス

・
蓄
積
型
」
は
少
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派
で
あ
っ
た
こ
と

を
振
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返
っ
た
。
今
や
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や
金
よ
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心
の

豊
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を
重
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す
る
価
値
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が
、
バ
ブ
ル

崩
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後
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「失
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た
十
年
」
で
、
徐
々

に
日
本
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ

れ
こ
そ
が
暗
い
世
相
の
中
で
、
私
た
ち
が

獲
得
し
た
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
述
べ
、

「
こ
れ
か
ら
の
ま
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づ
く
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に
は
、
利
便

性
や
快
適
性
よ
り
、
皆
が
汗
を
流
し
知
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を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
取
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積
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ま
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で
あ
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」

と
語

っ
た
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学
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の
井
上
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氏
を
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し
、
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流
セ
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の
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、
福
岡
県
大
牟
田

市
長
の
栗
原
孝
氏
、
プ
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デ
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サ
ー
、
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大
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を
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、
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と

こ
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ら
交
流
が
生
ま
れ
、
や
る
気
と
笑
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で
活
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の
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が
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ら
に
拡
大
す
る
」
と

述
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、
主
体
性
と
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シ
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ン

の
重
要
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を
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明
し
た
。
ま
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、
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の
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は
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な
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と
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を

テ
l
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を

行
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た
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ま
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、
今
泉
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が
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日
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取
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組
ん

で
い
る
、
特
産
品
の
展
示
な
ど
、
地
域
性
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流
拠
点
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な
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と
述
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の
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は
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に
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わ
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に
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て
、
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画
の
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、
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に
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わ
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の
創
出
の
た

め
に
は
、
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ョ
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た
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、
取
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る
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の
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計
画
に
つ
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て
、
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、
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に
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く
大
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を
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指
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と
語

っ
た
。
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、

「
交
流

・
連
携
施
策
は
、

き
ち
ん
と
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手
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し
、
目
的
意
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を
持
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こ
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が
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要
」

と
述

べ
、
事
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実
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の
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の
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と
し
て

①
実
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的
か
(
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テ
ィ
の
有
無
)
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②
対
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に
見
合
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か
③
個
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を
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据
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も
の
か
④
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災
、
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犯
対
策
⑤
挑
戦

的
か
⑥
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
か
の
六

つ
の
条
件
を
提
示
し
た
。

最
後
に
井
上
氏
が
、
四
人
の
意
見
を
ま

と
め

「都
市
連
携
の
底
流
に
は
競
争
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
個
性
や
魅
力
を

磨
き
あ
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て
い
く
過
程
で
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想
的
な
関
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が
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築
で
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で
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か
、
つ
ま
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争
の
中
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の
で
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と
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の
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内

に
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も
、
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く
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政
や
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民
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が
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取
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ロ
ツ

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
海
外
研
修

の

一
員
と
し
て
九
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
十
日
間
、
ド
イ
ツ
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
視
察
し
て
回
っ
た
。

私
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
、
文
化
に
触

れ
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
び
と
の
意
識
や
環

境
づ
く
り
の
実
情
を
知
り
た
く
て
研
修
に

参
加
し
た
。
今
回
は
、
ド
イ
ツ
に
留
学
と

勤
務
の
経
験
の
あ
る
、
当
リ
ー
ダ
ー
養
成

塾
主
任
講
師
の
早
稲
田
大
学
卯
月
盛
夫
教

疫
を
団
長
に
、
熟
生
十
六
人
が
参
加
し
て

プ
レ

l
メ
ン
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
ほ
か
ド
イ

ツ
西
部
の
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
を
旅
し

た
。ち

な
み
に
、
私
は
参
加
メ
ン
バ
ー
中
、

最
年
少
で
人
生
経
験
も
浅
く
、
こ
の
研
修

か
ら
ど
れ
だ
け
吸
収
で
き
た
か
自
信
は
な

い
が
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。

市
民
に
根
付
く
住
民
自
治

古
く
は
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
と
し
て
有
名

で
、
市
民
に
も
住
民
自
治
の
観
念
が
根
付

い
て
い
る
と
い
う
。
訪
問
し
た
地
域
事
務

所
で
は
、
主
に
地
域
事
務
所
と
地
域
評
議

J~ 

修

事B
~ 
CI 

研
会
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
地

域
事
務
所
は
市
の
出
先
機
関
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
市
民
の
側
か
ら
市

に
対
し
て
施
策
を
提
案
し
、
地
域
の
要
望

を
実
現
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
の
印
象
を
受
け

た
。
そ
の
提
案
を
つ
く
り
、
要
望
を
ま
と

め
る
た
め
評
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

驚
い
た
の
は
月

一
回
行
わ
れ
る
評
議
会

は
、
住
民
に
公
開
さ
れ
、
だ
れ
で
も
自
由

に
意
見
や
要
望
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
地
域
事
務
所
は
評
議
会
で
出
さ

れ
た
意
見
に
つ
い
て
、
六
週
間
以
内
に
結

論
を
出
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
言
い
っ
放
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

自
転
車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
中
心
市
街
地
を
巡
る
か
た
ち
で
自

転
車
専
用
道
が
あ
り
、
自
転
車
標
識
も
整

備
さ
れ
、
駅
前
に
は
と
て
も
立
派
な
駐
輪

場
が
あ
っ
た
。
実
際
に
街
を
歩
い
て
み
て
、

確
か
に
交
通
手
段
と
し
て
自
転
車
は
優
れ

て
い
る
と
実
感
し
た
。
地
元
の
人
び
と
は
、

快
適
に
毎
日
を
過
ご
す
た
め
自
動
車
の
持

つ
便
利
さ
よ
り
自
転
車
を
選
び
、
「
狭
い

道
も
使
え
、
外
の
新
鮮
な
空
気
に
触
れ
ら

れ
、
健
康
に
も
良
く
、
楽
し
い
」
と
答
え

る
。
そ
の
考
え
方
と
同
時
に
、
自
転
車
中

心
の
環
境
整
備
を
こ
こ
ま
で
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
感
動
し
た
。

文
化
の
香
り
を
満
喫

国
際
規
模
の
芸
術
祭
「
ド
キ
ユ
メ
ン
夕

日
」
を
見
て
文
化
の
香
り
を
満
喫
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
ほ
ほ
五
年
に

一
度
開
催
さ

れ
、
今
回
で
十

一
回
を
数
え
る
。
美
術
館

な
ど
四
カ
所
を
会
場
に
現
代
美
術
を
中
心

と
し
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
団
地
も
見
学
し
た
が
、
屋

根
に
土
を
の
せ
植
物
を
植
え
る
な
ど
、
日

本
で
は

一
般
的
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

施
策
の
実
現
に
は
民
委
な
の
は

市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
ど

市
民
運
営
の
、
ン
ス
テ
ム

モンシャオの家並み

で
、
な
ん
と
な
く
「
と
っ
て
も
実
験
的
な

建
物
だ
な
」
と
思
っ
た
。

ま
た
、
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
王
宮
殿
を
散
策

し
た
が
、
宮
殿
の
て
っ
ぺ
ん
に
へ
ラ
ク
レ

ス
像
が
そ
び
え
立
ち
、
中
庭
の
溜
池
か
ら

は
午
後
二
時
に
な
る
と
街
へ
水
が
流
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
巨
大
な

権
力
者
、
王
の
力
を
見
た
。

い
よ
い
よ
日
本
人
観
光
客
も
ほ
と
ん
ど

訪
れ
な
い
秘
境
?
モ
ン
シ
ャ
オ
へ

。
景
観

が
と
に
か
く
美
し
い
。
住
民
全
員
で
ま
ち

を
守
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
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を
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確
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を
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な
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と
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水
が
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に
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、
王
の
力
を
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た
。
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日
本
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こ
の
町
は
昔
、
織
物
の
ま
ち
と
し
て
栄

え
た
が
、
今
は
工
場
跡
地
を
ホ
テ
ル
と
し

て
再
利
用
す
る
な
ど
観
光
都
市
に
衣
替
え

し
た
。
ま
た
、
五
十
年
前
か
ら
独
自
の
景

観
条
例
を
設
け
、
「
屋
根
は
天
然
の
石
板

に
限
る
」
「
広
告
は
落
ち
着
い
た
色
で
街

並
み
に
あ
っ
て
い
る
も
の
」
な
ど
の
規
制

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
努
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
あ
の
よ
う
に
整
っ
た
、
見
飽
き
る

こ
と
の
な
い
街
並
み
が
出
来
上
が
る
の
だ

な
と
納
得
し
た
。

旅
も
後
半
、
だ
ん
だ
ん
疲
れ
が
た
ま
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
温
泉
の
街
パ

l
デ
ン
バ

ー
デ
ン
市
へ

。
こ
こ
の
温
泉
に
は
温
泉
医

師
が
常
駐
し
、
主
に
治
療
目
的
で
世
界
中

か
ら
お
客
が
集
ま
り
、
経
営
は
市
が
民
間

に
任
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
温
泉

バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
に
て
(前
列
左
か
ら
二
人
目
、か
筆
者
)

全園地域リーダー養成塾

治
療
に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
私
に

と

っ
て
、
雨
の
中
を
走
っ
て
運
良
く
入
れ

た
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
が
こ
の
旅

一
番
の
思
い

出
と
な
っ
た
。

環
境
に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

骨
こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と

き
、
ま
ず
子
供
の
住
環
境
を
考
え
、
そ
の

た
め
に
最
良
の
街
と
な
る
よ
う
に
計
画
を

つ
く
る
。
そ
の
結
果
、
中
心
市
街
地
に
車

が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
道
に
沿
っ

て
水
路
を
流
し
た
り
な
ど
す
る
。
市
内
の

交
通
分
担
率
は
、
自
動
車
、
公
共
交
通
機

関
(
路
面
電
車
、
パ
ス
な
ど
て
自
転
車

が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

一
と
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
街
の
中
心
部
に
は
大
型

デ
パ
ー
ト
も
あ
る
が
、
売
る
物
を
制
限
し
、

小
売
庖
を
守
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
話
で

一
番
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
環
境
に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
至
る

所
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
設
置

し
て
あ
り
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
る

新
し
い
燃
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
植

物
燃
料
は
、
原
料
と
な
る
菜
の
花
を
栽
培

す
る
土
地
が
も
う
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い

た
め
、
自
動
車
離
れ
が
進
む
よ
う
ガ
ソ
リ

ン
代
を
高
く
し
て
市
民
の
意
識
改
革
を
図

っ
て
い
く
ほ
う
が
良
い
と
の
こ
と
。
そ
し

て
、
原
子
力
発
電
の
廃
止
を
決
定
し
た
ド

イ
ツ
の
中
で
も
、
こ
こ
は
西
に
フ
ラ
ン
ス
、

東
に
ス
イ
ス
国
境
が
す
ぐ
近
い
街
な
の

で
、
と
く
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
近
隣
の
固
と
連
携
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
の
話
を
う
か
が
っ
た
。

次
に
訪
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ボ

l
パ

ン
地
区
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
エ

ネ
ル
ギ

1
を
自
ら
つ
く
り
だ
す
な
ど
、
徹

底
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
こ
だ
わ
っ
た
住

環
境
づ
く
り
を
住
民
自
ら
の
手
で
行
っ
て

、
，
.
。

し

争

人旅
の
最
後
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
ね

た
。
視
察
研
修
を
終
え
た
安
堵
感
か
、
み

ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
感
じ
。

ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
城
を
見
学
し
た
後
、
少
し
時
間
の

余
裕
も
あ
っ
た
の
で
お
土
産
を
買
い
、
み

ん
な
で
ド
イ
ツ
最
後
の
街
と
ピ

l
ル
を
楽

し
ん
だ
。

ド
イ
ツ
雑
感

食
べ
物
は
想
像
し
て
い
た
よ
う
な
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ン
は
ど
こ
で
食

べ
て
も
お
い
し
か
っ
た
が
、
と
く
に
い
ろ

ん
な
木
の
実
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
(
ジ
ャ

ム
の
よ
う
に
煮
詰
め
た
鮮
や
か
な
赤
い

色
)
が
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
ド
イ

ツ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

と
て
も
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
自
分
が
こ
う
し
た
い
、
こ

う
変
え
た
い
な
ど
の
目
的
が
で
き
る
と
、

す
ぐ
に
団
体
を
組
織
し
、
な
る
べ
く
行
政

の
手
を
借
り
ず
に
自
分
た
ち
自
身
で
環
境

づ
く
り
を
行
い
、
理
想
の
生
活
を
形
づ
く

っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と
聞
い
た
。
今
回

訪
問
し
た
街
で
い
う
と
、
カ
ツ
セ
ル
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
住
宅
や
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ボ
ー

パ
ン
地
区
の

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に
住
む
人
び

と
な
ど
で
あ
り
、
こ
う
や
っ
て
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
国
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

な
と
感
じ
た
。

ま
た
同
時
に
、
行
政
の
側
か
ら
意
識
的

に
と
い
う
か
、
強
制
的
に
で
も
市
民
の
考

え
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
も
感
じ
た
。
今
回
訪
問
し
た

街
で
い
う
と
、
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
で
の
自
転

車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
の
都
市
計
画
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
行

政
主
導
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

の
実
現
に
は
、
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
と

市
民
運
営
の
シ
ス
テ
ム
が
必
ず
必
要
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。

私
は
、
今
回
の
視
察
研
修
で
自
分
に
と

っ
て
の
快
適
で
安
心
・
安
全
な
生
活
と
は

何
か
を
考
え
、
実
行
し
て
い
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
と
活
力
を
得
た
気
が
し
て
い
る
。

特
定
非
営
利
活
動
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こ
の
町
は
昔
、
織
物
の
ま
ち
と
し
て
栄

え
た
が
、
今
は
工
場
跡
地
を
ホ
テ
ル
と
し

て
再
利
用
す
る
な
ど
観
光
都
市
に
衣
替
え

し
た
。
ま
た
、
五
十
年
前
か
ら
独
自
の
景

観
条
例
を
設
け
、
「
屋
根
は
天
然
の
石
板

に
限
る
」
「
広
告
は
落
ち
着
い
た
色
で
街

並
み
に
あ
っ
て
い
る
も
の
」
な
ど
の
規
制

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
努
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
あ
の
よ
う
に
整
っ
た
、
見
飽
き
る

こ
と
の
な
い
街
並
み
が
出
来
上
が
る
の
だ

な
と
納
得
し
た
。

旅
も
後
半
、
だ
ん
だ
ん
疲
れ
が
た
ま
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
温
泉
の
街
パ

l
デ
ン
バ

ー
デ
ン
市
へ

。
こ
こ
の
温
泉
に
は
温
泉
医

師
が
常
駐
し
、
主
に
治
療
目
的
で
世
界
中

か
ら
お
客
が
集
ま
り
、
経
営
は
市
が
民
間

に
任
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
温
泉

バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
に
て
(前
列
左
か
ら
二
人
目
、か
筆
者
)

全園地域リーダー養成塾

治
療
に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
私
に

と

っ
て
、
雨
の
中
を
走
っ
て
運
良
く
入
れ

た
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
が
こ
の
旅

一
番
の
思
い

出
と
な
っ
た
。

環
境
に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

骨
こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と

き
、
ま
ず
子
供
の
住
環
境
を
考
え
、
そ
の

た
め
に
最
良
の
街
と
な
る
よ
う
に
計
画
を

つ
く
る
。
そ
の
結
果
、
中
心
市
街
地
に
車

が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
道
に
沿
っ

て
水
路
を
流
し
た
り
な
ど
す
る
。
市
内
の

交
通
分
担
率
は
、
自
動
車
、
公
共
交
通
機

関
(
路
面
電
車
、
パ
ス
な
ど
て
自
転
車

が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

一
と
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
街
の
中
心
部
に
は
大
型

デ
パ
ー
ト
も
あ
る
が
、
売
る
物
を
制
限
し
、

小
売
庖
を
守
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
話
で

一
番
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
環
境
に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
至
る

所
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
設
置

し
て
あ
り
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
る

新
し
い
燃
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
植

物
燃
料
は
、
原
料
と
な
る
菜
の
花
を
栽
培

す
る
土
地
が
も
う
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い

た
め
、
自
動
車
離
れ
が
進
む
よ
う
ガ
ソ
リ

ン
代
を
高
く
し
て
市
民
の
意
識
改
革
を
図

っ
て
い
く
ほ
う
が
良
い
と
の
こ
と
。
そ
し

て
、
原
子
力
発
電
の
廃
止
を
決
定
し
た
ド

イ
ツ
の
中
で
も
、
こ
こ
は
西
に
フ
ラ
ン
ス
、

東
に
ス
イ
ス
国
境
が
す
ぐ
近
い
街
な
の

で
、
と
く
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
近
隣
の
固
と
連
携
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
の
話
を
う
か
が
っ
た
。

次
に
訪
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ボ

l
パ

ン
地
区
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
エ

ネ
ル
ギ

1
を
自
ら
つ
く
り
だ
す
な
ど
、
徹

底
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
こ
だ
わ
っ
た
住

環
境
づ
く
り
を
住
民
自
ら
の
手
で
行
っ
て

、
，
.
。

し

争

人旅
の
最
後
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
ね

た
。
視
察
研
修
を
終
え
た
安
堵
感
か
、
み

ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
感
じ
。

ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
城
を
見
学
し
た
後
、
少
し
時
間
の

余
裕
も
あ
っ
た
の
で
お
土
産
を
買
い
、
み

ん
な
で
ド
イ
ツ
最
後
の
街
と
ピ

l
ル
を
楽

し
ん
だ
。

ド
イ
ツ
雑
感

食
べ
物
は
想
像
し
て
い
た
よ
う
な
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ン
は
ど
こ
で
食

べ
て
も
お
い
し
か
っ
た
が
、
と
く
に
い
ろ

ん
な
木
の
実
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
(
ジ
ャ

ム
の
よ
う
に
煮
詰
め
た
鮮
や
か
な
赤
い

色
)
が
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
ド
イ

ツ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

と
て
も
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
自
分
が
こ
う
し
た
い
、
こ

う
変
え
た
い
な
ど
の
目
的
が
で
き
る
と
、

す
ぐ
に
団
体
を
組
織
し
、
な
る
べ
く
行
政

の
手
を
借
り
ず
に
自
分
た
ち
自
身
で
環
境

づ
く
り
を
行
い
、
理
想
の
生
活
を
形
づ
く

っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と
聞
い
た
。
今
回

訪
問
し
た
街
で
い
う
と
、
カ
ツ
セ
ル
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
住
宅
や
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ボ
ー

パ
ン
地
区
の

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に
住
む
人
び

と
な
ど
で
あ
り
、
こ
う
や
っ
て
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
国
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

な
と
感
じ
た
。

ま
た
同
時
に
、
行
政
の
側
か
ら
意
識
的

に
と
い
う
か
、
強
制
的
に
で
も
市
民
の
考

え
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
も
感
じ
た
。
今
回
訪
問
し
た

街
で
い
う
と
、
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
で
の
自
転

車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
の
都
市
計
画
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
行

政
主
導
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

の
実
現
に
は
、
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
と

市
民
運
営
の
シ
ス
テ
ム
が
必
ず
必
要
だ
と

い
う
点
で
あ
る
。

私
は
、
今
回
の
視
察
研
修
で
自
分
に
と

っ
て
の
快
適
で
安
心
・
安
全
な
生
活
と
は

何
か
を
考
え
、
実
行
し
て
い
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
と
活
力
を
得
た
気
が
し
て
い
る
。

特
定
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活
動
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フリーの
立場で
さまざまな
活動を展開

綾
部
市
は
京
都
府
の
中
央
よ
り
や
や
北

に
位
置
し
、
人
口
約
三
万
九
千
人
、
近
畿

圏
の
都
市
で
は
四
番
目
に
広
大
な
面
積
を

有
し
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
は
ぐ
く
ま

れ
た
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
綾
部
市
で
、

二
十
代
、

三
十
代
の
若

者
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
N
E
X
T
」
を
訪
れ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
提
案

「
N
E
X
T
」
は
、
平
成
十
年
九
月
、

一

十

一
世
紀
を
担
う
若
い
世
代
が
個
人
、
グ

ル
ー
プ
同
士
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、

自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
企
画
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
。
N
E
X
T
と

い
う
言
葉
に
は
、

「次
の
」
と
か
「
隣
の
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
若

者
が
、
隣
の
人
た
ち
を
ど
ん
ど
ん
仲
間
に

し
て
交
流
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

く
た
め
の
、
接
着
剤
の
よ
う
な
団
体
に
し

よ
う
と
い
う
願
い
か
ら
こ
の
名
前
が
付
け

ら
れ
た
。

「
N
E
X
T
」
が
結
成
さ
れ
る
き

っ
か
け

と
な

っ
た
の
が
、
綾
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
出
さ
れ
た
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
若
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
新
世

代
会
議」

を
開
催
し
よ
う
と
い
う
提
案
で

あ
っ
た
。
こ
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
集
ま

っ
た
若
者
た
ち
に
よ

っ
て
発
足
し
た
の
が

「
N
E
X
T
」
で
あ
る
。

新
世
代
会
議
開
催
に
向
け
、
人
口
減
少

が
進
む
綾
部
市
に
、
定
住
人
口
よ
り
も
交

流
人
口
を
増
や
し
、
綾
部
に
市
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
企
画
を
広
く
市
民
か

ら
募
集
し
た
。
会
議
当
日
は
応
募
の
あ

っ

た
中
か
ら
、

「
N
E
X
T
」
が
厳
選
し
た

五
案
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
方
式
で
話
し
合

っ
た
。
こ
の
新
世
代
会

議
で
出
さ
れ
た
企
画
案
を
基
に
、
平
成
十

一
年
か
ら
十
三
年
の
三
年
間
に
開
催
さ
れ

た
の
が
、
綾
部
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、

何
度
も
市
外
か
ら
遊
び
に
来
て
も
ら
う
交

流
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
た

「ネ
イ
チ

ャ
l
ツ
ア
l
」
で
あ

っ
た
。

同
ツ
ア
ー
で
は
、
県
内
外
の
若
者
を
招

き
、
陶
芸
や
お
茶
の
接
待
、
和
紙
の
手
す

き
を
体
験
し
た
り
、
地
元
の
温
泉
で
疲
れ

い
や

を
癒
し
た
あ
と
、
地
元
産
の
野
菜
を
使

っ

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打

っ
た
り
し

な
が
ら
お
互
い
の
交
流
を
深
め
た
。

情
報
満
載
の
タ
ウ
ン
誌

結
成
か
ら
四
年
、

「
N
E
X
T
」
は
一一一

十
人
ほ
ど
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
と
な

っ
た
。
主
な
活
動
と
し
て
、

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

域
活
性
化
図
る

若
者
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
た
め

「月
刊

N
E
X
T
」
の
発
行
、

F
M
い
か

る

「
N
E
X
T

の
放
送
、

i自滅づくり2002年12月号⑨40

D
O
O
R」

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

「
i
ネ
ッ
ト

・
あ
や

NEXTのメンバー (視察旅行にて)

べ
」
の
運
営
、
綾
部
青
年
交
流
会
の
開
催

な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

若
者
向
け
の
情
報
を
多
く
盛
り
込
ん
だ

タ
ウ
ン
誌

『月
刊

N
E
X
T
』
は
、
十

一

年
二
月
創
刊
で
、
十
四
年
十
月
現
在
で
四

十
四
号
を
数
え
る
。
毎
月
二
十
日
発
行
で

購
読
は
無
料
。
毎
月
六
百
部
印
刷
、
市
内

の
各
施
設
や
商
庖
な
ど
約
七
十
カ
所
に
置

い
て
い
る
。
「
N
E
X
T
」
の
活
動
内
容

の
ほ
か
、
綾
部
市
内
や
近
隣
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
が
満

載
で
、

「
情
報
交
換
に
役
立

つ
」
と
多
く

の
読
者
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
。

情
報
誌
だ
け
で
な
く
、
十

一
年
十
月
か

ら
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
で
あ
る

F
M
い
か

る
に
月
二
回、

一
回
三
十
分
の
時
間
を
借

り
て
、

「
N
E
X
T
D
O
O
R
」
を
放
送

し、

音
楽
を
交
え
な
が
ら
地
元
の
情
報
発

信
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
外
の
幅
広
い
世
代
の
人
た

ち
に
綾
部
の
話
題
や
行
政
施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
時
間
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
意

見
を
交
わ
し
て
も
ら
お
う
と
、

E
メ
l
ル

を
利
用
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

「
i
ネ

ッ
ト
・
あ
や
べ
」
も
開
設
し
て
い
る
。
日

ご
ろ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
合
え
る
場
に
な
れ

ば
と
の
期
待
か
ら
開
設
し
、
現
在
で
は
全

フリーの
立場で
さまざまな
活動を展開

綾
部
市
は
京
都
府
の
中
央
よ
り
や
や
北

に
位
置
し
、
人
口
約
三
万
九
千
人
、
近
畿

圏
の
都
市
で
は
四
番
目
に
広
大
な
面
積
を

有
し
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
は
ぐ
く
ま

れ
た
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
綾
部
市
で
、

二
十
代
、

三
十
代
の
若

者
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
N
E
X
T
」
を
訪
れ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
提
案

「
N
E
X
T
」
は
、
平
成
十
年
九
月
、

一

十

一
世
紀
を
担
う
若
い
世
代
が
個
人
、
グ

ル
ー
プ
同
士
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、

自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
企
画
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
。
N
E
X
T
と

い
う
言
葉
に
は
、

「次
の
」
と
か
「
隣
の
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
若

者
が
、
隣
の
人
た
ち
を
ど
ん
ど
ん
仲
間
に

し
て
交
流
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

く
た
め
の
、
接
着
剤
の
よ
う
な
団
体
に
し

よ
う
と
い
う
願
い
か
ら
こ
の
名
前
が
付
け

ら
れ
た
。

「
N
E
X
T
」
が
結
成
さ
れ
る
き

っ
か
け

と
な

っ
た
の
が
、
綾
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
出
さ
れ
た
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
若
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
新
世

代
会
議」

を
開
催
し
よ
う
と
い
う
提
案
で

あ
っ
た
。
こ
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
集
ま

っ
た
若
者
た
ち
に
よ

っ
て
発
足
し
た
の
が

「
N
E
X
T
」
で
あ
る
。

新
世
代
会
議
開
催
に
向
け
、
人
口
減
少

が
進
む
綾
部
市
に
、
定
住
人
口
よ
り
も
交

流
人
口
を
増
や
し
、
綾
部
に
市
外
か
ら
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
企
画
を
広
く
市
民
か

ら
募
集
し
た
。
会
議
当
日
は
応
募
の
あ

っ

た
中
か
ら
、

「
N
E
X
T
」
が
厳
選
し
た

五
案
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
方
式
で
話
し
合

っ
た
。
こ
の
新
世
代
会

議
で
出
さ
れ
た
企
画
案
を
基
に
、
平
成
十

一
年
か
ら
十
三
年
の
三
年
間
に
開
催
さ
れ

た
の
が
、
綾
部
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、

何
度
も
市
外
か
ら
遊
び
に
来
て
も
ら
う
交

流
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
た

「ネ
イ
チ

ャ
l
ツ
ア
l
」
で
あ

っ
た
。

同
ツ
ア
ー
で
は
、
県
内
外
の
若
者
を
招

き
、
陶
芸
や
お
茶
の
接
待
、
和
紙
の
手
す

き
を
体
験
し
た
り
、
地
元
の
温
泉
で
疲
れ

い
や

を
癒
し
た
あ
と
、
地
元
産
の
野
菜
を
使

っ

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打

っ
た
り
し

な
が
ら
お
互
い
の
交
流
を
深
め
た
。

情
報
満
載
の
タ
ウ
ン
誌

結
成
か
ら
四
年
、

「
N
E
X
T
」
は
一一一

十
人
ほ
ど
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
と
な

っ
た
。
主
な
活
動
と
し
て
、

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

域
活
性
化
図
る

若
者
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
た
め

「月
刊

N
E
X
T
」
の
発
行
、

F
M
い
か

る

「
N
E
X
T

の
放
送
、

i自滅づくり2002年12月号⑨40

D
O
O
R」

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

「
i
ネ
ッ
ト

・
あ
や

NEXTのメンバー (視察旅行にて)

べ
」
の
運
営
、
綾
部
青
年
交
流
会
の
開
催

な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

若
者
向
け
の
情
報
を
多
く
盛
り
込
ん
だ

タ
ウ
ン
誌

『月
刊

N
E
X
T
』
は
、
十

一

年
二
月
創
刊
で
、
十
四
年
十
月
現
在
で
四

十
四
号
を
数
え
る
。
毎
月
二
十
日
発
行
で

購
読
は
無
料
。
毎
月
六
百
部
印
刷
、
市
内

の
各
施
設
や
商
庖
な
ど
約
七
十
カ
所
に
置

い
て
い
る
。
「
N
E
X
T
」
の
活
動
内
容

の
ほ
か
、
綾
部
市
内
や
近
隣
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
が
満

載
で
、

「
情
報
交
換
に
役
立

つ
」
と
多
く

の
読
者
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
。

情
報
誌
だ
け
で
な
く
、
十

一
年
十
月
か

ら
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
で
あ
る

F
M
い
か

る
に
月
二
回、

一
回
三
十
分
の
時
間
を
借

り
て
、

「
N
E
X
T
D
O
O
R
」
を
放
送

し、

音
楽
を
交
え
な
が
ら
地
元
の
情
報
発

信
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
外
の
幅
広
い
世
代
の
人
た

ち
に
綾
部
の
話
題
や
行
政
施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
時
間
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
意

見
を
交
わ
し
て
も
ら
お
う
と
、

E
メ
l
ル

を
利
用
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

「
i
ネ

ッ
ト
・
あ
や
べ
」
も
開
設
し
て
い
る
。
日

ご
ろ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
合
え
る
場
に
な
れ

ば
と
の
期
待
か
ら
開
設
し
、
現
在
で
は
全



国
で
百
五
十
人
も
の
登
録
者
を
数
え
る
ま

で
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
直
接
触
れ
合
う
場
の
創
設
と
し

て
、
大
都
市
に
住
む
独
身
女
性
と
市
内
の

独
身
男
性
な
ど
を
参
加
対
象
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
「
綾
部
の
春
」
や
、
綾
部
市
内
の
若

者
が
大
勢
集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
綾
部
青
年
交
流
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
「

N
E
X
T
」

は
、
月
刊
誌

・
ラ
ジ
オ
・

E
メ
l
ル

・
交

流
会
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
、

よ
り
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
。

市
長
を
講
師
に
勉
強
会

フ

マフ
! リ地、l域
k 守/'¥

の
支ケ提
王ツ安

通トや
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強
会
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。
青
空
市
場
に
は
近
隣
市
町
村

だ
け
で
な
く
、
遠
く
は
大
阪
や
神
戸
な
ど

か
ら
数
多
く
の
人
び
と
が
集
ま
る
。
今
年

四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
フ
リ
l
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
過
去
最
高
の
約
九
十
庖
舗

が
出
屈
し
お
よ
そ

一
千
人
が
訪
れ
た
。
出

店
者
の
多
く
は
過
去
に
も
庖
を
出
し
た
経

験
の
あ
る
リ
ピ
ー
タ

l
で
、
交
流
人
口
の

確
保
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

各
種
勉
強
会
で
は
、
市
長
を
講
師
に
招

い
て
の
勉
強
会
と
し
て
、

三
日
間
で
延
べ

十

一
時
間
に
わ
た
り
、
講
演
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
通
貨
の
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
市
内
で
の
地
域
通
貨
導
入

を
模
索
し
、
今
年

一
月
に
地
域
通
貨
「
ゆ

の
流
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ー
ら
」

eNEXTプロフィール
・設立年=平成10年.代表者=久木隆哉.会員数=30人 (男20人、女10人)
.事務局連絡先=干623-0037 京都府綾部市並松町上溝口20-3(有)両丹企画内n0773-43-0453

「
ゅ

l
ら
」
と
は
市
内
を
流
れ
る
由
良
川

か
ら
と
っ
て
名
付
け
た
。
流
通
開
始
後
は

「ゆ

l
ら
企
画
」
を
立
ち
上
げ
て
管
理
・

発
行
を
行
い
、
地
域
通
貨
が
昔
の
人
た
ち

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
「
お

互
い
様
の
や
り
と
り
」
や
「
思
い
や
り
の
心
」

と
い
っ
た
助
け
合
い
を
取
り
戻
す
手
段
の

一

つ
に
な
る
よ
う
普
及
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
年
配
の
方
が
中
心
と
な
っ
て

若
者
の
意
見
を
参
考
に
綾
部
の
将
来
構
想

を
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、
若
者
か
ら
呼

び
掛
け
て
各
世
代
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

人
を
集
め
、
自
分
た
ち
が
担
う
綾
部
の
将

来
に
つ
い
て
熱
く
議
論
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
交
流
会
」
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

継
続
は
力

前
記
の
よ
う
に
「

N
E
X
T
」
は
綾
部

市
内
に
あ
る
若
者
グ
ル
ー
プ
同
士
の
つ
な

が
り
を
目
指
す
、
互
助
組
織
的
存
在
で
あ

る
。
こ
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、

他
国
体
の
事
業
へ
の
協
賛
や
、

一
人
の
夢

を
み
ん
な
で
実
現
す
る
取
り
組
み
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
劇
団
銅
縄
「
セ
ン
ポ
・

ス
ギ
ハ
ア
ラ
」
公
演
へ
の
協
力
ゃ
、
山
家

「
ゃ
な
祭
り
」
へ
の
協
力
、
「
あ
や
べ
寄
席
」

後
援
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
に
協
力
し
、

個
人
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
き
た
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
意
欲
や
自
主
性
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
年
会
費
も
入
会
金

も
な
く
、
月
に

一
度
集
ま
る
例
会
や
ミ

l

テ
ィ
ン
グ
へ
の
出
席
率
も
関
係
な
く
、
縛

ら
れ
な
い
出
入
り
自
由
な
環
境
に
心
掛
け

て
い
る
。
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
た
め

に
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
り
、
映
画
観
賞
会
や

視
察
旅
行
を
行
っ
た
り
し
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
交
流
も
深
め
て
い
る
。
各
種
活
動
を

通
じ
て
気
を
付
け
て
い
る
の
が
、
メ
ン
バ

ー
の
や
る
気
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
思
っ

た
こ
と
は
す
ぐ
実
行
し
、
意
図
を
し
っ
か

り
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
継
続

こ
そ
が
力
で
あ
り
、
無
理
を
し
な
い
こ
と

も
大
切
に
し
て
き
た
。

細
か
い
と
こ
ろ
に
気
を
配
り
、
相
手
を

喜
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
と
信
頼
を

得
て
き
た
。
「
N
E
X
T
」
は
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
輪
を
構
築
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
綾
部
が
大
好
き
な

ん
で
す
。
綾
部
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

自
分
が
綾
部
を
好
き
で
な
く
て
は
綾
部
の

い
い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
綾
部
を
好
き
に
な
る
こ
と
か

ら
始
め
、
僕
ら
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
綾

部
を
活
気
付
か
せ
よ
う
と
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
綾
部
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
、
話
を
う
か
が
っ
た
事
務
局
の
四
方
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
話
す
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事
荒
矢
大
輔
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国
で
百
五
十
人
も
の
登
録
者
を
数
え
る
ま

で
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
直
接
触
れ
合
う
場
の
創
設
と
し

て
、
大
都
市
に
住
む
独
身
女
性
と
市
内
の

独
身
男
性
な
ど
を
参
加
対
象
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
「
綾
部
の
春
」
や
、
綾
部
市
内
の
若

者
が
大
勢
集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
綾
部
青
年
交
流
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
「

N
E
X
T
」

は
、
月
刊
誌

・
ラ
ジ
オ
・

E
メ
l
ル

・
交

流
会
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
、

よ
り
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
。

市
長
を
講
師
に
勉
強
会

フ
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強
会
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。
青
空
市
場
に
は
近
隣
市
町
村

だ
け
で
な
く
、
遠
く
は
大
阪
や
神
戸
な
ど

か
ら
数
多
く
の
人
び
と
が
集
ま
る
。
今
年

四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
フ
リ
l
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
過
去
最
高
の
約
九
十
庖
舗

が
出
屈
し
お
よ
そ

一
千
人
が
訪
れ
た
。
出

店
者
の
多
く
は
過
去
に
も
庖
を
出
し
た
経

験
の
あ
る
リ
ピ
ー
タ

l
で
、
交
流
人
口
の

確
保
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

各
種
勉
強
会
で
は
、
市
長
を
講
師
に
招

い
て
の
勉
強
会
と
し
て
、

三
日
間
で
延
べ

十

一
時
間
に
わ
た
り
、
講
演
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
通
貨
の
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
市
内
で
の
地
域
通
貨
導
入

を
模
索
し
、
今
年

一
月
に
地
域
通
貨
「
ゆ

の
流
通
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ー
ら
」
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「
ゅ

l
ら
」
と
は
市
内
を
流
れ
る
由
良
川

か
ら
と
っ
て
名
付
け
た
。
流
通
開
始
後
は

「ゆ

l
ら
企
画
」
を
立
ち
上
げ
て
管
理
・

発
行
を
行
い
、
地
域
通
貨
が
昔
の
人
た
ち

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
「
お

互
い
様
の
や
り
と
り
」
や
「
思
い
や
り
の
心
」

と
い
っ
た
助
け
合
い
を
取
り
戻
す
手
段
の

一

つ
に
な
る
よ
う
普
及
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
年
配
の
方
が
中
心
と
な
っ
て

若
者
の
意
見
を
参
考
に
綾
部
の
将
来
構
想

を
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、
若
者
か
ら
呼

び
掛
け
て
各
世
代
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

人
を
集
め
、
自
分
た
ち
が
担
う
綾
部
の
将

来
に
つ
い
て
熱
く
議
論
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
交
流
会
」
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

継
続
は
力

前
記
の
よ
う
に
「

N
E
X
T
」
は
綾
部

市
内
に
あ
る
若
者
グ
ル
ー
プ
同
士
の
つ
な

が
り
を
目
指
す
、
互
助
組
織
的
存
在
で
あ

る
。
こ
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、

他
国
体
の
事
業
へ
の
協
賛
や
、

一
人
の
夢

を
み
ん
な
で
実
現
す
る
取
り
組
み
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
劇
団
銅
縄
「
セ
ン
ポ
・

ス
ギ
ハ
ア
ラ
」
公
演
へ
の
協
力
ゃ
、
山
家

「
ゃ
な
祭
り
」
へ
の
協
力
、
「
あ
や
べ
寄
席
」

後
援
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
に
協
力
し
、

個
人
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
き
た
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
意
欲
や
自
主
性
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
年
会
費
も
入
会
金

も
な
く
、
月
に

一
度
集
ま
る
例
会
や
ミ

l

テ
ィ
ン
グ
へ
の
出
席
率
も
関
係
な
く
、
縛

ら
れ
な
い
出
入
り
自
由
な
環
境
に
心
掛
け

て
い
る
。
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
た
め

に
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
り
、
映
画
観
賞
会
や

視
察
旅
行
を
行
っ
た
り
し
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
交
流
も
深
め
て
い
る
。
各
種
活
動
を

通
じ
て
気
を
付
け
て
い
る
の
が
、
メ
ン
バ

ー
の
や
る
気
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
思
っ

た
こ
と
は
す
ぐ
実
行
し
、
意
図
を
し
っ
か

り
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
継
続

こ
そ
が
力
で
あ
り
、
無
理
を
し
な
い
こ
と

も
大
切
に
し
て
き
た
。

細
か
い
と
こ
ろ
に
気
を
配
り
、
相
手
を

喜
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
と
信
頼
を

得
て
き
た
。
「
N
E
X
T
」
は
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
輪
を
構
築
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
綾
部
が
大
好
き
な

ん
で
す
。
綾
部
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

自
分
が
綾
部
を
好
き
で
な
く
て
は
綾
部
の

い
い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
綾
部
を
好
き
に
な
る
こ
と
か

ら
始
め
、
僕
ら
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
綾

部
を
活
気
付
か
せ
よ
う
と
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
綾
部
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
、
話
を
う
か
が
っ
た
事
務
局
の
四
方
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
話
す
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事
荒
矢
大
輔
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古
川
市
は
宮
城
県
の
北
部
に
位
置
す

る
、
人
口
約
七
万
人
の
田
園
都
市
で
、
サ

サ
ニ
シ
キ

・
ひ
と
め
ぼ
れ
の
誕
生
の
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
東
北
新
幹
線
古

川
駅
を
出
て
徒
歩
約
十
分
の
と
こ
ろ
に
七

日
町
商
庖
街
が
あ
る
。
こ
の
商
庖
街
に
は
、

空
き
庖
舗
を
活
用
し
た
七
日
町
わ
く
わ
く

ギ
ャ
ラ
リ
ー

「ビ
1
ン
事
ス
ポ

ッ
ト
」
が
あ

り
、
こ
こ
で
今
回
紹
介
す
る

「古
川
の
街

づ
く
り
を
す
す
め
る
女
性
の
会
」
の
代
表

菅
原
恵
子
さ
ん
ら
会
の
メ
ン
バ
ー
六
人
に

話
を
う
か
が

っ
た
。

会
発
足
の
き

っ
か
け

は
、
古
川
市
中
央
公
民

館
主
催
の
公
開
講
座

「
女
性
地
域
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
で
あ

っ
た
。
勉
強
だ
け
で
は
な

く
実
際
の
活
動
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
、
と
受
講
者
の
う
ち
の
有
志

十
四
人
で
こ
の

「古
川
の
街
づ
く
り
を
す

す
め
る
女
性
の
会
」
は
発
足
し
た
。
平
成

十

一
年
十
二
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
幅
の
広
い
分
野
の
中

で、

生
活
者
、
と
く
に
女
性
の
視
点
が
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
が
地
域
の
日

常
の
中
に
密
着
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
、
と
の
考
え
を
基
に
こ
の
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

会
の
取
り
組
み
は
、
古
川
の
ま
ち
の
生

活
や
農
業
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
緒
絶

鈎
古
川
の
街
H

つ
く
り
を
す
す
め
る

女
性
の
会

代
表
官
原
恵
子
さ
ん
ら

を

支

え

る

H 

ワ

⑧
宮
城
県
古
川
市

緒
絶
川
美
化
で

創
作
紙
芝
居

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

管
理
運
営

川
を
街
の
核
と
す
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち

の
街
に
は
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
と

い
う
提
言
書
を
古
川
市
に
提
出
す
る
こ
と

か
ら
始
ま

っ
た
。

古
川
市
で
は
、

二
年
前
か
ら
緒
絶
川
関

連
の
行
事
と
し
て

「古
川
藤
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
お
り
、
そ
の
実
行
委
員
会
に
は
、

女
性
団
体
と
し
て
唯

一
こ
の
会
が
メ
ン
バ

ー
と
な

っ
て
い
る
。
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
、
地
元
の
高
校
生
に
参
加
し
て

も
ら
う
な
ど
、
若
い
人
も
参
加
で
き
る
よ

う
な
し
か
け
を
要
所
要
所
に
取
り
入
れ
た

と
い
、
っ
。

ま
た
、
こ
の
会
で
の
緒
絶
川
関
連
の
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
紙
芝
居
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
こ
の
緒
絶
川
は
、
平
安
時

代
、
嵯
峨
天
皇
の
准
后
緒
絶
姫
が
入
水
自

殺
し
た
悲
劇
の
場
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
、

こ
の
川
に
架
か

っ
て
い
る
緒
絶
橋
は
、
多

く
の
歌
人
に
悲
恋
の
歌
枕
と
し
て
詠
ま
れ

た
場
所
で
も

あ
る

。

四
十
年
前
、

泳
ぐ
こ
と
が

で
き
た
こ
の

川
は
、
今
で

は
生
活
排
水

な
ど
で
汚
れ

て

し

ま

っ

た
。
緒
絶
川

伝
説
と
現
在 、

の
緒
絶
川
の
環
境
美
化
を
訴
え
る
た
め
の

創
作
紙
芝
居
を
作
り
、
学
校
や
藤
ま
つ
り

の
会
場
で
披
露
し
た
。

こ
の
紙
芝
居
は
そ
の
後
、
地
元
小
学
校

の
四
年
生
の
子
供
た
ち
が
総
合
学
習
の
時

間
に
創
作
紙
芝
居
の
絵
を
も
と
に
自
分
た

ち
で
紙
芝
居
を
作
り
、
そ
の
話
を
低
学
年

へ
向
け
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
う
れ
し

い
話
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
だ
。

ItIl戚づくり2002年12月号⑨42

今
回
話
を
う
か
が

っ

た
場
所
、
七
日
町
わ
く

わ
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ピ

-
ン
ズ
ポ
ッ
ト
」
の
運

営
管
理
も
こ
の
会
の
活
動
の

一
つ
で
あ

る
。も

と
も
と
市
の
空
き
庖
舗
対
策
と
し

て、

一
年
間
市
の
補
助
を
受
け
、
七
日
町

商
庖
街
の
空
き
庖
舗
を
活
動
拠
点
の
事
務

所
に
し
た
。
事
務
所
を
構
え
て
五
カ
月
後
、

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
の

一
環
と
し
て

(下)ビ ンス'ポット(上)創作紙芝居
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
「
ビ

l
ン
ズ
ポ

ッ
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ち
ょ
う
ど
隣

に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
こ
の
会
に
市
か

ら
管
理
運
営
が
任
さ
れ
た
。
使
用
料
五
百

円
で
市
民
が
趣
味
で
作

っ
た
人
形
、
陶
器

な
ど
の
展
示
・
販
売
用
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

貸
し
出
し
ゃ
会
で
の
企
画
展
、
公
開
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
展
示
品
に
対
す

る
反
響
は
結
構
大
き
い
も
の
が
あ
る
そ
う

だ
。
こ
の
場
所
で
展
示
し
た
も
の
に
対
し

「作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要

望
が
あ
り
、
教
室
を
開
い
た
人
や
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
お
庖
を
出
し
た
人
も

い
る
と
一言
う
。

公
開
講
座
に
は
男
女
共
同
参
画
、
農
業
、

環
境
、

T
M
O
な
ど
の
内
容
が
並
ぶ
。
テ

ー

マ
に
つ
い
て
代
表
の
菅
原
さ
ん
は
、

「古
川
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
古
川
の
環
境
問
題
や
中
心

市
街
地
活
性
化
の
う
え
で
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
安
全
・
安
心
な
農
産
物
や

農
薬
の
問
題
、
土
づ
く
り
な
ど
の
知
識
を

自
分
た
ち
で
理
解
し
、
市
政
と
関
連
づ
け

た
う
え
で
、
生
活
者
の
視
点
で
考
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
る
。会

で
は

一
年
以
上
前

か
ら
、
定
期
的
に
継
続

し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
で
あ
る
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
、
幼
児
期
に
お
け
る
言
葉
の
会
得
や

地域を支える女性パワー

想
像
力
を
つ
け
る
な
ど
幼
児
に
対
す
る
効

果
や
、
親
に
と

っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
毎
月

一
回、

ま
だ
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
な
い
小
さ
な
子

供
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
実

施
し
て
い
る
。
当
初
は
参
加
者
が

一
人
だ

っ
た
た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
読
み
聞

か
せ
の
と
き
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
最
近

で
は
リ
ピ
ー
タ

l
も
増
え
、
定
着
し
て
き

読み聞かせ会

た
、
と
の
こ
と
。
「
子
供
が
本
を
好
き
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
う
声
ゃ
、
近
所
の
子

供
が
保
育
園
に
行

っ
て
い
る
た
め
、
同
年

代
の
子
供
を
も
っ
親
と
の
接
触
が
な
い
親

に
と

っ
て
も
、
育
児
に
対
す
る
意
見
交
換

の
場
と
な
る
な
ど
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

「
専
業
主
婦
は
子
育
て
を
し
て
い
る
と

き
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
る
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
子
供

と
の
中
で
深
く
な

っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
を

帰

っ
て
き
た
夫
に
言

っ
て
も
微
妙
な
気
持

ち
は
分
か

っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
菅
原
さ

ん
は
言
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ
の
読

み
聞
か
せ
の
場
は
役
に
立
っ

て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
会
の
あ
る
七

日
町
商
庖
街
に
も
少
な
か
ら
ず
と
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。

以
前
で
あ
れ
ば
商
庖
街
で
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
男
性
が
中
心
で
女
性
は
庖
番
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
祭
り
に
出
た
こ
と

が
な
か

っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
今
度
こ

の
会
に
影
響
さ
れ
、
初
め
て
女
性
が
中
心

と
な

っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
時
間
や
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
は
な
い
と
は
い
う
が
、
従
来
、
女
性

は
表
に
出
な
か

っ
た
こ
の
商
庖
街
に
と

っ

て
は
大
き
な
出
来
事
だ
と
言
う
。

こ
の
会
で
は
、
市
の

主
催
す
る
協
議
会
や
審

議
会
な
ど
に
は
、
会
の

メ
ン
バ
ー
に
交
代
で
出

席
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
会
議
の
場
で
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
な
ど
普
段
で
は
で
き
な
い
経
験
を
メ

ン
バ
ー
に
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

己
研
錆
を
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
場

を
通
し
て
多
く
の
人
と
つ
な
が

っ
て
い
く

と
い

っ
た
広
が
り
を
も
て
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
自
分
た
ち

の
活
動
を
ほ
か
の
人
た
ち
と
連
携
を
取

っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
一

方
的
な
発
信
の
み
な
ら
ず
お
互

い
に
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
活
動
の
展
開
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
望
ま
し
い
。
ま
た
、
会
と
し
て
市
の

い
ろ
い
ろ
な
動
き
の
中
で
自
分
た
ち
の
や

る
こ
と
を
き
ち

っ
と
見
極
め
、
地
に
足
の

つ
い
た
活
動
を
し
た
い
」
と
菅
原
さ
ん
は

語
る
。

決
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
大
き

な
も
の
で
は
な
い
が
、
着
実
に
地
域
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
の
会
の
活

動
。
会
員
の
毎
月
の
会
費
千
円
で
運
営
し

て
お
り
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
。
家
庭
と
の
両
立
に
お
い
て
、
優
先
順

位
と
し
て
は
、
低
く
な
り
が
ち
な
こ
の
活

動
。
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー
ド
ル
に
直
面
す
る

と
思
う
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
「
ビ

l
ン
ズ
ポ

ッ
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ち
ょ
う
ど
隣

に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
こ
の
会
に
市
か

ら
管
理
運
営
が
任
さ
れ
た
。
使
用
料
五
百

円
で
市
民
が
趣
味
で
作

っ
た
人
形
、
陶
器

な
ど
の
展
示
・
販
売
用
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

貸
し
出
し
ゃ
会
で
の
企
画
展
、
公
開
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
展
示
品
に
対
す

る
反
響
は
結
構
大
き
い
も
の
が
あ
る
そ
う

だ
。
こ
の
場
所
で
展
示
し
た
も
の
に
対
し

「作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要

望
が
あ
り
、
教
室
を
開
い
た
人
や
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
お
庖
を
出
し
た
人
も

い
る
と
一言
う
。

公
開
講
座
に
は
男
女
共
同
参
画
、
農
業
、

環
境
、

T
M
O
な
ど
の
内
容
が
並
ぶ
。
テ

ー

マ
に
つ
い
て
代
表
の
菅
原
さ
ん
は
、

「古
川
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
古
川
の
環
境
問
題
や
中
心

市
街
地
活
性
化
の
う
え
で
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
安
全
・
安
心
な
農
産
物
や

農
薬
の
問
題
、
土
づ
く
り
な
ど
の
知
識
を

自
分
た
ち
で
理
解
し
、
市
政
と
関
連
づ
け

た
う
え
で
、
生
活
者
の
視
点
で
考
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
る
。会

で
は

一
年
以
上
前

か
ら
、
定
期
的
に
継
続

し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
で
あ
る
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
、
幼
児
期
に
お
け
る
言
葉
の
会
得
や

地域を支える女性パワー

想
像
力
を
つ
け
る
な
ど
幼
児
に
対
す
る
効

果
や
、
親
に
と

っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
毎
月

一
回、

ま
だ
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
な
い
小
さ
な
子

供
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
実

施
し
て
い
る
。
当
初
は
参
加
者
が

一
人
だ

っ
た
た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
読
み
聞

か
せ
の
と
き
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
最
近

で
は
リ
ピ
ー
タ

l
も
増
え
、
定
着
し
て
き

読み聞かせ会

た
、
と
の
こ
と
。
「
子
供
が
本
を
好
き
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
う
声
ゃ
、
近
所
の
子

供
が
保
育
園
に
行

っ
て
い
る
た
め
、
同
年

代
の
子
供
を
も
っ
親
と
の
接
触
が
な
い
親

に
と

っ
て
も
、
育
児
に
対
す
る
意
見
交
換

の
場
と
な
る
な
ど
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

「
専
業
主
婦
は
子
育
て
を
し
て
い
る
と

き
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
る
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
子
供

と
の
中
で
深
く
な

っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
を

帰

っ
て
き
た
夫
に
言

っ
て
も
微
妙
な
気
持

ち
は
分
か

っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
菅
原
さ

ん
は
言
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ
の
読

み
聞
か
せ
の
場
は
役
に
立
っ

て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
会
の
あ
る
七

日
町
商
庖
街
に
も
少
な
か
ら
ず
と
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。

以
前
で
あ
れ
ば
商
庖
街
で
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
男
性
が
中
心
で
女
性
は
庖
番
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
祭
り
に
出
た
こ
と

が
な
か

っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
今
度
こ

の
会
に
影
響
さ
れ
、
初
め
て
女
性
が
中
心

と
な

っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
時
間
や
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
は
な
い
と
は
い
う
が
、
従
来
、
女
性

は
表
に
出
な
か

っ
た
こ
の
商
庖
街
に
と

っ

て
は
大
き
な
出
来
事
だ
と
言
う
。

こ
の
会
で
は
、
市
の

主
催
す
る
協
議
会
や
審

議
会
な
ど
に
は
、
会
の

メ
ン
バ
ー
に
交
代
で
出

席
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
会
議
の
場
で
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
な
ど
普
段
で
は
で
き
な
い
経
験
を
メ

ン
バ
ー
に
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

己
研
錆
を
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
場

を
通
し
て
多
く
の
人
と
つ
な
が

っ
て
い
く

と
い

っ
た
広
が
り
を
も
て
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
自
分
た
ち

の
活
動
を
ほ
か
の
人
た
ち
と
連
携
を
取

っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
一

方
的
な
発
信
の
み
な
ら
ず
お
互

い
に
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
活
動
の
展
開
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
望
ま
し
い
。
ま
た
、
会
と
し
て
市
の

い
ろ
い
ろ
な
動
き
の
中
で
自
分
た
ち
の
や

る
こ
と
を
き
ち

っ
と
見
極
め
、
地
に
足
の

つ
い
た
活
動
を
し
た
い
」
と
菅
原
さ
ん
は

語
る
。

決
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
大
き

な
も
の
で
は
な
い
が
、
着
実
に
地
域
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
の
会
の
活

動
。
会
員
の
毎
月
の
会
費
千
円
で
運
営
し

て
お
り
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
。
家
庭
と
の
両
立
に
お
い
て
、
優
先
順

位
と
し
て
は
、
低
く
な
り
が
ち
な
こ
の
活

動
。
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー
ド
ル
に
直
面
す
る

と
思
う
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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1 が 庁ナショロプ的ぐり

Et.xæ~ 

花まるつ秋田
ふるさと館
花まるっ秋田ふるさと館は、JR有

楽町駅前の東京交通会館 1階、銀座寄

りにある秋田県のアンテナショップです。

秋田の特産品がいっぱい!

花まる っ秋田ふるさと館では、「秋

田」の特産品をたくさん取り揃えて販

売しております。

美の固秋田を代表するお米「あきた

こまちJをはじめ、秋田の昧覚を代表
するきりたんぽ、銘酒、稲庭うどん、

いぶりが‘っ こ、塩魚汁 (しょ っつる)、

懐かしのお菓子などの食料品。棒細工、

曲げわっぱなど職人が丹精込めて作っ

た伝統工芸品や素朴で趣のある民芸品

を数々取り揃えており、秋田の魅力を

体感できるお庖です。

観光情報発信中!

2階 (秋固まるごと情報プラザ)に

EE冨冨・・・・・・・・・・・・
いわて銀河
プラザ
モチーフは銀河鉄道の夜
、、宮沢賢治ν の「銀河鉄道の夜」をモ

チーフにしてネーミンクされた「いわ

て銀河プラザJは、東京 ・銀座の「歌
舞伎座」の向かい傾Ijにあり特産品の販

売や観光情報提供のほか、Uターンセ

ンターも併設しており 、岩手の情報を

丸ごと提供できる場となっております。

「南部せんべいJr盛岡冷麺Jr小岩井
農場乳製品jなどのほか、地酒、地ビ

ールなどの酒類、さらには「南部鉄器J

「岩奇堂箪笥jなどの民工芸品まで、

は、県内各地の観光パンフレット、イ

ベント情報など旬の情報を発信してい

る観光コーナーがあります。旅行相談

や秋田の観光ビデオの放映を行ってい

るほか、インターネ ッ トを使つての観

光情報などの収集も可能です。

また、伝統工芸品などの展示コーナ

ーも併設しておりますので、どうぞお

気軽にお立ち寄りくださし、。

岩手を代表する特産品約1，800品目を

販売しており 、 1日約900人のお客さ

まに喜んでいただいております。

好評の弁当と野菜

とくに、毎朝、岩手から届けられる

弁当や金曜、土曜の2日間限定販売の

野菜は評判で、それを楽しみにしてい

る常連のお客さまも多くいら っしゃい

ます。

弁当は冷たくなってもご飯がおいし

いこと、野菜は市価よりも安く新鮮で

あることが.人気の秘密のようです。

観光コーナーでは、県内各種イベン

卜や各市町村の観光パンフレッ卜によ

る観光案内のほか、ビデオによる観光

地の紹介や、観光地のポジフィルムの

売れ筋 Best5 

①稲庭うどん

②秋田諸越

③秋田銘酒

④いぶりがっこ

⑤ しょっつる

Data 

開設年=平成9年9月/運営主体=物産販
売:(鮒秋田県物産振興会、観光案内:秋田

県/庖舗面積=約120rri/従業員 (職員)数=

7人/年間売上高=約7，500万円

.所在地=千代田区有楽町会10-1東京交通会

館1F'2F干100・0006

.物産販売 (1F)

電話=03(3214)2670FAX=03(3216)2736 

営業=10時-19a寺(年末年始除く第2・第4月曜休)

.観光案内 (2F)

電話=03(3211)1775 FAX=03(3213)0177 

案内時間=9時-19時(土曜17時まで、日曜・祝日休)

eHP 
物産=http://www . bic-akita.or.jp/bussan/ 

観光=http://www.akitafan.com/

貸し出しなども行っております。

皆さまに岩手のファンになっていた

だけるよう「おもてなしの心Jで接し、
広く岩手の PRに努めています。

銀座のド真中。でも一歩入るとそこ

は岩手。ぜひ一度、岩手を味わいにお

いでください。お待ちしております。

売れ筋 Best5 

①切り落としショルダーベーコン

②盛岡納豆

①どら焼き

④弁慶のほろほろ漬け

⑤農場あんぱん

Data 

設立年=平成10年10月20日/運営主体=岩手

県面倒に委託(第三セクター)/庖舗面積=410

rri(借用全体面積753rri)/物販240rri、イベン

トスペース100川、観光コーナー70rri/従業員

数=24人(物販のみでパート、アルバイト含

む)/年間売上高=3億9千万円 (H13年度)

.所在地=東京都中央区銀座5-15-1南海東京

ビル1F〒104-0061
・電話=03(3524)8282FAX=03(3524)8286 

・営業時間=年末年始を除く毎日、10時30分-19時

観光コーナーは、土、目、祝日は10時30分-17時まで・HP
岩手県作成=http://www.pref.iwate.jprhp0401/

岩手県産側作成=http://www.i-ginga.com/
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草地
り職

山
村
留
学
参
加
者
を
募
集

北
海
道
雄
武
町

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
見
え
る
町
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る

雄
武
町
は
、
共
栄
小
学
校
で
の
山

村
留
学
の
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

自
然
豊
か
な
環
境
で
学
び
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
、

と
い
う
の
が
狙
い
。
対
象
は
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
。

内
容
は
①
家
族
そ
ろ
っ
て
の
定

住
留
学
②
一

年
間
の
親
子
留
学
③

夏
・
冬
休
み
期
間
中

て

二

日
で

も
同
小
学
校
を
訪
れ
て
交
流
す
る

短
期
留
学
体
験
l
の
三
コ
l
ス
。

こ
の
う
ち
定
住
留
学
さ
れ
る
家

族
に
は
就
職
や
住
宅
の
あ
っ
せ
ん

を
す
る
ほ
か
約
千
平
方
討
の
土
地

を
無
償
で
提
供
す
る
。

短
期
留
学
の
場
合
に
は
乳
し
ぼ

り
や
子
牛
の
世
話
、
海
辺
で
の
遊

び
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

地域だより

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
絵
本
全
六
巻
刊
行

新
潟
県
京
ヶ
瀬
村

京
ヶ
瀬
村
は
、
村
制
施
行
百
周

年
記
念
事
業
と
し
て
進
め
て
い
た

『
ふ
る
さ
と
の
手
づ
く
り
絵
本
」

全
六
巻
を
刊
行
し
た
。

「絵
本
」
と
し
た
の
は
、
村
の
図

書
館
に
世
界
各
国
の
絵
本
を
か
な

り
集
め
た
の
と
、

「村
民
自
ら
の

手
で
形
あ
る
も
の
を
残
し
た
い
」

と
の
考
え
に
よ
る
。
村
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
総
勢
二
十

一
人
が
京
ヶ
瀬

に
ち
な
ん
だ
「
自
然
・
風
景
」

「
珍
し
く
貴
重
な
こ
と
・
伝
説
」

「子
供
の
生
活
」

「村
の
変
化
」
の

四
つ
の
テ
l
マ
で
作
製
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は

「京
ヶ
瀬
村
の
百

年
」
「
み
ど
り
の
京
」
「
む
か
し
む

か
し
京
ヶ
瀬
の
こ
ど
も
た
ち
」

「
お
さ
ん
ぎ
つ
ね
」
「カ

ツ
パ
が
く

れ
た
ひ
み
つ
の
く
す
り
」
「
裸
詣

り
」
の
六
巻
で
、

の
作
品
と
思
え
る
で
き
だ
。

い
ず
れ
も
プ
ロ

薬
ぜ
ん
力
レ
ー
で
ま
ち
お
こ
し

富
山
県
上
市
町

上
市
町
は
、
特
産
の
里
芋
と
全

国
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
「
穴
の

谷
霊
水
」
を
使

っ
た
薬
ぜ
ん
カ
レ

ー
を
、
十
二
月
か
ら
販
売
す
る
。

町
観
光
協
会
が
ま
ち
お
こ
し
を

目
指
し
て
東
京
の
食
品
メ
ー
カ
ー

に
開
発
を
依
頼
。
四
十
七
種
類
の

ス
パ
イ
ス
を
使
用
し
て
い
る
も
の

の
「
胸
や
け
が
せ
ず
、
薬
ぜ
ん
特

有
の
に
お
い
も
し
な
い
」
(
商
工

課
)
。
中
辛
味

一
種
の
み
で
、

一
箱

四
百
円
。
当
初
は
町
内
の
食
料
品

庖
が
中
心
だ
が
、
評
判
が
よ
け
れ

ば
首
都
圏
に
販
路
を
拡
大
す
る
。

世
界
遺
産
で
温
泉
オ
ー
プ
ン

肢
車
県
白
川
村

白
川
村
の
世
界
遺
産
・
合
掌
造

り
の
集
落
が
あ
る
荻
町
地
区
で
、

こ
の
ほ
ど
温
泉
施
設

「白
川
郷
の

湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
囲
内
の
世

界
遺
産
内
で
の
温
泉
は
初
め
て
。

白
川
郷
の
湯
は
、
地
元
の
建
設

会
社
社
長
の
渡
辺
静
雄
さ
ん
が

一

昨
年
十

一
月
、
消
雪
の
た
め
の
井

戸
を
掘
削
中
、
掘
り
あ
て
た
。
泉

質
は
神
経
痛
や
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど

に
効
能
の
あ
る
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

化
物
冷
鉱
泉
」
。
毎
分
約
百
叫
が

湧
き
出
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
登
録
地
区
で
の
施
設

新
築
が
で
き
な
い
た
め
、
会
社
の

工
場
を
改
装
、
鉄
骨
二
階
建
て
延

べ
約
二
千
平
方

M
。
大
浴
場
、
露

天
風
目
、
サ
ウ
ナ
な
ど
も
備
え
て

い
る
。
入
湯
料
は
大
人
七
百
円
、

子
供
(十
二
歳
未
満
)
は
三
百
円
。

第4園地域づくり誌
ホームページコンテスト

• 
-応募方法
地域づくり誌の部は、連続2回分
(最新号を 3部、その前号を 1部)

に応募票を添付し直接全国協議会

に提出してください。ホームペー

ジの部は、応募票を直接全国協議

会に提出してください。

.提出期限

平成14年12月20日

地域づくり団体全国協議会事務局(岡地域
活性化センター研修交流課)担当 :千葉
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-
4 日本橋プラザピル13階
TEL:03-5202・6134 FAX:03-5202-0755 
E-MAIL目kenshuu@chiiki-dukuri-hyakka.or.jp

(金)

応募・問い合わせ先

-主催
地域づくり団体全国協議会

・後援 (予定)
財団法人地域活性化センター

財団法人日本宝くじ協会

・部門
①地域づくり誌の部

②ホームページの部

・表彰
各部門ごとに次の各賞を選出し、

賞状および記念品を捜与します。

①入賞一……….3点以内
②奨励賞・・・・・・......数点

.発表

平成15年 2月下旬に入賞通知する
とともに、「わいわいわいどJ第
21号の誌上で発表します。

地域づくり団体全国協議会は、昨年

度に引き続き、地域づくり団体の発行

する「地域づくり誌コンテストJを募
集します。また、今年度から新たに、

地域づくり団体が作成している「ホー

ムページ」の部門も追加しました。

このコンテストは、各地域づくりの

現場で情報発信の中，心的な役割を果た

している日白域づくり誌(紙)Jおよび

「ホームページ」の企図的なレベルアッ

プを図ることを目的としています。

各団体からのご応募をお待ちしてい

ます。
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肢
車
県
白
川
村

白
川
村
の
世
界
遺
産
・
合
掌
造

り
の
集
落
が
あ
る
荻
町
地
区
で
、

こ
の
ほ
ど
温
泉
施
設

「白
川
郷
の

湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
囲
内
の
世

界
遺
産
内
で
の
温
泉
は
初
め
て
。

白
川
郷
の
湯
は
、
地
元
の
建
設

会
社
社
長
の
渡
辺
静
雄
さ
ん
が

一

昨
年
十

一
月
、
消
雪
の
た
め
の
井

戸
を
掘
削
中
、
掘
り
あ
て
た
。
泉

質
は
神
経
痛
や
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど

に
効
能
の
あ
る
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

化
物
冷
鉱
泉
」
。
毎
分
約
百
叫
が

湧
き
出
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
登
録
地
区
で
の
施
設

新
築
が
で
き
な
い
た
め
、
会
社
の

工
場
を
改
装
、
鉄
骨
二
階
建
て
延

べ
約
二
千
平
方

M
。
大
浴
場
、
露

天
風
目
、
サ
ウ
ナ
な
ど
も
備
え
て

い
る
。
入
湯
料
は
大
人
七
百
円
、

子
供
(十
二
歳
未
満
)
は
三
百
円
。

第4園地域づくり誌
ホームページコンテスト

• 
-応募方法
地域づくり誌の部は、連続2回分
(最新号を 3部、その前号を 1部)

に応募票を添付し直接全国協議会

に提出してください。ホームペー

ジの部は、応募票を直接全国協議

会に提出してください。

.提出期限

平成14年12月20日

地域づくり団体全国協議会事務局(岡地域
活性化センター研修交流課)担当 :千葉
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-
4 日本橋プラザピル13階
TEL:03-5202・6134 FAX:03-5202-0755 
E-MAIL目kenshuu@chiiki-dukuri-hyakka.or.jp

(金)

応募・問い合わせ先

-主催
地域づくり団体全国協議会

・後援 (予定)
財団法人地域活性化センター

財団法人日本宝くじ協会

・部門
①地域づくり誌の部

②ホームページの部

・表彰
各部門ごとに次の各賞を選出し、

賞状および記念品を捜与します。

①入賞一……….3点以内
②奨励賞・・・・・・......数点

.発表

平成15年 2月下旬に入賞通知する
とともに、「わいわいわいどJ第
21号の誌上で発表します。

地域づくり団体全国協議会は、昨年

度に引き続き、地域づくり団体の発行

する「地域づくり誌コンテストJを募
集します。また、今年度から新たに、

地域づくり団体が作成している「ホー

ムページ」の部門も追加しました。

このコンテストは、各地域づくりの

現場で情報発信の中，心的な役割を果た

している日白域づくり誌(紙)Jおよび

「ホームページ」の企図的なレベルアッ

プを図ることを目的としています。

各団体からのご応募をお待ちしてい

ます。
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平
成
の
遣
唐
使
、
洛
陽
に
派
遣

奈
良
県
橿
原
市

橿
原
市
は
、
藤
原
京
が
営
ま
れ

て
い
た
と
き
に
遣
唐
使
派
遣
が
再

開
さ
れ
て
今
年
で
千
三
百
年
を
迎

え
た
の
を
記
念
し
て
「
平
成
の
遣

唐
使
」
(
団
長
・
安
曽
田
豊
市
長
)

を
十
月
中
・
下
旬
に
か
け
、
長
年

友
好
関
係
に
あ
る
中
国
・
洛
陽
市

に
派
遣
し
た
。

一
行
は
市
民
四
十
人
。
往
路
は

当
時
の
遣
唐
使
と
同
様
、
船
を
利

用
。
船
上
で
は
訪
問
団
顧
問
の
大

学
教
授
が
「
い
ま
、
蘇
る
平
成
の

遣
唐
使
」
と
題
し
て
歴
史
講
座
を
、

通
訳
が
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
中
国
語
講

座
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
た
。

洛
陽
市
の
世
界
遺
産
「
龍
門
石

窟
」
を
は
じ
め
往
時
の
面
影
を
残

す
史
跡
な
ど
を
視
察
。
郭
俊
民
副

市
長
ら
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
や
市
民
と
の
交
流
会
を
行
い
、

空
路
帰
国
し
た
。

「
市
民
訪
問
団
は
初
の
試
み
だ
っ

た
が
、
所
期
の
目
的
の
市
民
レ
ベ

ル
に
よ
る
国
際
交
流
は
十
分
果
た

せ
た
」

(
企
画
調
整
課
)
。

町
営
で

D
S
し
サ
ー
ビ
ス

岡
山
県
旭
町

旭
町
は
、
電
話
回
線
を
使
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線

(
D
S
L
)

を
来
年
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。
同
サ
ー
ビ
ス
を
自
治
体
が
行

う
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

(
C
A
T
V
)

方
式
を
採
用
し
て
い
る
の
が
圧
倒

的
。
「
利
用
料
金
は
月
々
二
百
円

の
回
繰
使
用
料
だ
け
で
、

C
A
T

V
の
二
十
分
の

一
か
ら
三
十
分
の

一
で
す
み
格
安
」
(
企
画
情
報
課
)

の
こ
と
か
ら
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
。地

域
づ
く
り
推
進
員
を
養
成

熊
本
県
山
鹿
市

山
鹿
市
は
、

二
十

一
世
紀
の
山

鹿
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
(
指
導
者
)

(
種
を
ま
く
人
)
と

な
る
市
民
を
養
成
す
る
た
め
「
地

域
づ
く
り
推
進
員
(
元
気
人
塾

生
)
」
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

や
シ

l
ダ

l

推
進
員
は
、
八
つ
の
小
学
校
区

か
ら
四
十
人
を
募
集
し
た
。
市
職

員
が
市
政
の
仕
組
み
ゃ
市
町
村
合

併
と
い
っ
た
行
政
の
動
き
を
出
前

講
座
の
形
で
四
回
実
施
す
る
ほ

か
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
講
習
・
意
見
交
換
、
地
域

づ
く
り
先
進
地
の
視
察
な
ど
来
年

三
月
ま
で
行
う
。

市
企
画
課
で
は
「
卒
塾
後
は
自

分
の
住
む
地
域
の
歴
史
、
史
跡
、

景
観
な
ど
の
資
源
を
見
直
し
、
特

性
を
活
か
し
て
手
づ
く
り
の
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
I
放
送
予
定

-
抱
月
1
日

愛
知
県
半
田
市
、
音
羽
町

山
車
ま
つ
り
と
ふ
る
さ
と
愛

-MM月
8
日

兵
庫
県
千
種
町
、
柏
原
町

手
作
り
田
舎
芝
居

-
m
M
月
市
日

宮
崎
県
椎
葉
村
、
北
郷
村

山
里
民
俗
文
化
伝
承
の
地

・
m
M
月
泣
日

京
都
府
宇
治
市
、
八
幡
市

源
氏
ろ
ま
ん
と
食
彩
の
会

・
ロ
月
四
日

放
送
休
み

T
B
S系
、
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時
i
午
前
7
時
羽
分

※
一
部
で
放
送
日
時
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

平成15年度全園地域リーダー養成塾
全国地域リーダー養成塾は、平成元年に創設して以来、
すでに422人の感性豊かな実行力ある地域のリーダーを養成してまいりました。
15年度も、地域づくりのリーダーとなる熱意あふれる方の積極的な参加をお待ちしています。

-応募方法

各市区町村に募集要項を送付しましたの

で、地域づくり団体の皆さんは、各市区町

村の担当課にお問い合わせくださし、。

・応募期限

平成15年1月31日(錨までに各市区町村を

経由のうえ、岡地域i舌性化センターに応募

書類を提出してください。

問い合わせ先

干103-0027東京都中央区日本橋2・3・
4 日本橋プラザビJレ13階
岡地域活性化センタ一研修交流課
TEし:03-5202-61 34 
FAX: 03-5202-0755 

修旅費、教材費などは、地域i舌性化セン
ターで負te.¥，、たします。

②E刑~地までの往復の交通費、滞在中の昼

食代 ・夕食代、また海外事刑事に参加され

る場合の参加費用は、自己負担となりま

す。

・募集人数

40人程度

・応募資格

①地方公共団体等の職員

②地域づくり団体のメン/'Iーで、市区町村

長の推薦のある者

③農協、商工会、第三セクタ一等の職員

で、市区町村長の推薦のある者

.概要

①期間:平成15年5月から16年2月まで

②酬彦内容:-jlj姉鵬・合宿研修 ・先進市

町村現地調査・海州鵬 (希望者のみ)

・塾長・主任講師

①塾長:

大弼繭氏 (千葉大学掛受・東京大学名誉掛受)

②主任講師:

卯月盛夫氏 (早稲田大学教授)

北沢猛氏 (東京大学大学院助謝野

小田切徳美氏(東京大学大学院助教授)

辻琢也氏 (政策研究大学院大学助教授)

・経費

①石刑彦中の宿泊費 (朝食含む)、ゼミの研
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、
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好
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・
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市
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遣
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往
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時
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遣
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、
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の
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。
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に
よ
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や
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と
の
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流
会
を
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、

空
路
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団
は
初
の
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だ
っ

た
が
、
所
期
の
目
的
の
市
民
レ
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に
よ
る
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際
交
流
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果
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せ
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企
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。
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、
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を
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同
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を
自
治
体
が
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の
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全
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的
に
も
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」
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平成15年度全園地域リーダー養成塾
全国地域リーダー養成塾は、平成元年に創設して以来、
すでに422人の感性豊かな実行力ある地域のリーダーを養成してまいりました。
15年度も、地域づくりのリーダーとなる熱意あふれる方の積極的な参加をお待ちしています。

-応募方法

各市区町村に募集要項を送付しましたの

で、地域づくり団体の皆さんは、各市区町

村の担当課にお問い合わせくださし、。

・応募期限

平成15年1月31日(錨までに各市区町村を

経由のうえ、岡地域i舌性化センターに応募

書類を提出してください。

問い合わせ先

干103-0027東京都中央区日本橋2・3・
4 日本橋プラザビJレ13階
岡地域活性化センタ一研修交流課
TEし:03-5202-61 34 
FAX: 03-5202-0755 

修旅費、教材費などは、地域i舌性化セン
ターで負te.¥，、たします。

②E刑~地までの往復の交通費、滞在中の昼

食代 ・夕食代、また海外事刑事に参加され

る場合の参加費用は、自己負担となりま

す。

・募集人数

40人程度

・応募資格

①地方公共団体等の職員

②地域づくり団体のメン/'Iーで、市区町村

長の推薦のある者

③農協、商工会、第三セクタ一等の職員

で、市区町村長の推薦のある者

.概要

①期間:平成15年5月から16年2月まで

②酬彦内容:-jlj姉鵬・合宿研修 ・先進市

町村現地調査・海州鵬 (希望者のみ)

・塾長・主任講師

①塾長:

大弼繭氏 (千葉大学掛受・東京大学名誉掛受)

②主任講師:

卯月盛夫氏 (早稲田大学教授)

北沢猛氏 (東京大学大学院助謝野

小田切徳美氏(東京大学大学院助教授)

辻琢也氏 (政策研究大学院大学助教授)

・経費

①石刑彦中の宿泊費 (朝食含む)、ゼミの研
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@
福
岡
県
宮
田
町

宮田町は、稲岡県北

部rl'央、福岡 ・北九

州両100万都市のほぼ中間に

位慨しています。

かつては、明治の産業革命を

支えた石炭産業で栄えたIIIT

で、 t民雄知lには人11は5万人

以上を数えていました。

e= 案、
苅

と

千
石
峡
キ
ャ
ン
プ
場

しかし、石炭産業の崩壊にf半

い、現在はrl動車産業やIC

産業の企業誘致に成功し、製

造品では、栢岡県内4位の出

荷額を誇るなど新しい産業の

立地をまちづくりの起爆剤lと

ときめ

宮mJ

を将来像として、「住んでみ

たいまち」、「住んでよかった

まち」をH折し、恵まれたn

また、本町は 「元気

ふれあいのまち

しています。

き

き
め

，1¥ 
き

然を訴かしたキャンプ場の整

備や、住民ボランティア団体

による河川公園の代理など、

れ
住民と行政が一体となったま

ちづくりを展開しています。

これらの施設には、|町内外か

あ

い
の
ま

ち

犬
鴨
川
河
川
公
園

らたくさんの人びとが憩い、

集まってきます。容にはたく

さんの桜が咲き誇り、夏には

キャンプをはじめ、納涼花火

，、
大会や川下り大会、秋には芋

煮会などさまざまな催しが13~J

催さオl、新しい産業立地とと

もに、子供から大人までもが

未来に向けて明るく元気な希

望のもてるまちへと変貌して

きています。
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これらの施設には、|町内外か

あ

い
の
ま
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犬
鴨
川
河
川
公
園

らたくさんの人びとが憩い、

集まってきます。容にはたく

さんの桜が咲き誇り、夏には

キャンプをはじめ、納涼花火

，、
大会や川下り大会、秋には芋

煮会などさまざまな催しが13~J
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未来に向けて明るく元気な希
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きています。
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*日本橋プラザビルイベン トスペース

10月 2 日 ~4 日
物産観光連絡協訟 (滋賀県など15県)
来て見てふるさと観光物産展

10月 8 日~9 日
女川町 (宮城県)
おながわ豊漁まつり

10月11日
米代)11流域地方拠点都市地域整
備協議会 (秋田県)
秋田自動車道開通記念イベント
「道は北ヘ魅力満載あきた北の路J

。
吉
小
+果、ノJl

 
ア工
)
フ

日
県
ン

剖
潟
1

~
新
、ル

日
(

ぺ

お
市
わ

月
泉
泉

叩
五
五

10月25日
萩市 (山口県)
山口県萩ブランドPR事業萩の
竹工芸品萩かまぼこ

10月 29日~3O日
県南地域地場産業振興対策協議
会 (福島県)
白河地方フ工スティバjレin東京@

*ふるさと情報プラザイベントスペース

9 月 30 日 ~10月 4 日
島根県
島根県観光展

展

1
/
ゐ
f

唱
道
ス

叩
ト
且
岬
ポ

ロ凶
f
k調印刷

市
市
市

月
館
館

叩
函
函

10月 24 日 ~25日
和歌山県
紀州日高の物産展@

10月実施イベント12月のイベント予定

女日本橋プラザビル
イベン トスペース

12月 4 日~6 日
東村 (福島県)

12月 10 日 ~11 日
東根市 (山形県)

12月17日
天童市 (山形県)

*ふるさと情幸日プラザ
イベン トスペース

12月 2 日 ~ 6 日
喜多方市 (福島県)

12月 9 日~13 日
青函観光宣伝協議会

12月 16 日 ~20日
千葉県

-
編
集
後
記

V
今
回
の
特
集
で
は

P
F
I
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
の
姿
を
紹
介
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
端

を
発
し
た

P
F
I
、
わ
が
国
で
法
が
整
備
さ
れ

た
の
は
三
年
前
。
こ
れ
ま
で
七
十
件
強
の
事
業

方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

実
際
、
稼
働
し

て
い
る
の
は
わ
ず
か
十
数
件
に
過
ぎ
な
い
。
し

た
が

っ
て
事
例
も
「
完
成
品
」
だ
け
で
な
く
、

事
業
に
着
手
し
た
ば
か
り
と
い
う
ケ

1
ス
も
取

り
上
げ
た
。
担
当
者
に
は
写
真
の
手
配
を
含
め

ご
無
理
を
お
願
い
し
た
。
多
謝
。

V
こ
の
う
ち
、
自
治
体
の
案
件
が
圧
倒
的
で
、

国
の
ほ
う
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
具
合
。「
地
方
の

時
代
」
を
地
で
行
く
積
極
性
は
う
れ
し
い
限
り
だ
o

v
「官
民
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
新
し
い
流
れ
と
し
て
注
目
さ
れ
る

P
F
ー
だ
が
、
導
入
の
ね
ら
い
は
は

っ
き
り
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
調
で
高
橋
氏
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
経
済
性
評
価

(
V
F
M
)
は
時

間
と
金
を
か
け
て
検
証
し
、
官
民
と
も
に
過
去

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
追
求
し
て
ほ
し

い
。

Y
当
財
団
の
あ
る

H
本
橋
プ
ラ
ザ
ピ
ル
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ

ー
ス
で
は
各
自
治
体
が
短
期
間
な
が

ら

H

ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
μ

を
聞
い
て
い

る
。
小
さ
な
町
村
で
も
大
き
な
市
、
何
の
そ
の

と、

「商
売
人
顔
負
け
」
で
頑
張

っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
の
手
法
、

P
F
I
に
も
通
じ
る

の
で
は
・:
。

(ゃ
な
ぎ
)

陸
医
院
恒

特
集
H
都
市
と
農
村
の
交
流
・
共
生
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本
誌
は
財
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。

( 当せんはしっかり調べて、じ云かり換金:. ') 

⑧ 財団t:::::]I-ra"::.げ台。
法人口小豆、tMR

宅くじの収益金はみなさまの身近なところで役だっています.

宝くじのホームページ

http:/グwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp

外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止

されています.

盟 d.Pi.11置二
町司B・a・・4

好評発売中!12月20日(金)まで
当せん金支払期限、迫る!平成~年 1 月6日(月)まで I 

昨年の年末ジャンボ(第432回全国自治宝くじ)1等2億円6本、 1等の前後賞5，000万円16本、2等1億円24本が未換金。・1軍事(2億円)・・・29組 134687書x6本 ・1軍事の前後賞(5，000万円)・・・29組 134686香x6本、29組 134688書x10本・2縛(1億円)・・・40組 123558書x3本、80組 124770醤x3志、 100組 131654.x6本、17組 120759書x5本、70組 153678書x7*
・平成14年10月21日現在の来換金分です.・その他の宝くじの貧童についてもお早めにお引曹鎮えください.
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